
平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

1 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

青少年海外交
流事業

海外の青少年と交流すること
で、国際理解と異文化を体験す
る機会を与え、スポーツや文化
を通じて国際的視野を持った青
少年を育成する。

子ども 1 16人 16人 市単独
事業の
実施

スポーツ等の交流を通
し、青少年の国際的感

覚を養う。

スポーツ交流や異文化
体験等、参加者に国際
的視点を持たせる場を

多く提供できた。

A

現地の学校との親善試合のほか、一
緒に授業を受けたことにより、中学生
同士の親交を深めるとともに、コミュ
ニケーション力の大切さについて学
ぶ契機となった。また、台湾の歴史
や文化を学ぶことで、参加者に国際
的視点を持たせることが出来た。

継続 7,269 3,231 4,058
生涯学
習政策

課

2 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

北海道白糠町
小学生交流事
業

本市とゆかりのある北海道白糠
町の小学生と交流し友情を育み
親善を深める。

子ども 1 15名 15名 市単独
参加者
の満足

度

アンケートにて参加して
良かったと回答した参加
者の割合90％以上の交

流を目指す。

100% A
参加者全員に、満足度の高い事業
を提供できた。

継続 1,381 1,157 1,689
生涯学
習政策

課

3 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

親子料理教
室・食育教室

料理を作る体験や食に関する
学びの体験を通じて、生涯をと
おして健全な食生活を送る力を
身に付ける。

親子・保
護者

小学校５
３校で各

１回

1,500人前
後

1,551人 市単独
事業の
実施

全小学校での実施
実施率77％

（69校中53校で実施）
C

一部の学校で実施できなかったた
め、このような評価をした。実施でき
なかった理由を分析し、来年度以降
は、料理教室に加え、給食調理体
験のような形態も検討し、実施率を
上げていきたい。

継続 なし なし なし
各小学
校（保健
給食課）

4 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

子ども点字・手
話教室

点字・手話だけではなく、福祉全
般の啓発をし、子どものうちから
偏見のない心を育てる

子ども 10 280 348
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：332名
前年度比104.8％

B
前年度比104.8％と多くの方に受講
していただき、好評であった。

継続 216 209 216
障害者
福祉課

5 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

中学校社会科
学習資料「わ
たしたちの生
活と税金」の
発行

中学生の税に対する理解を深
める。

子ども
通年・随

時

市立中学3
年生の生
徒数（見
込）4,388

人
「わたしたち
の生活と税
金」発行部
数6,000部

市立中学3
年生の生
徒数（見
込）4,313

人
「わたしたち
の生活と税
金」発行部
数6,000部

実行委
員会

中学生
の税に
対する
理解

公立中学校で「税の作
文」の応募者のいる学校

の割合100%
92% B

租税教育研究委員会の議論の中
で、八王子市の税金の使いみちを詳
しく掲載するなど、より八王子市に特
化した副読本を作成した。

継続 305 516 643

税制課
（八王子
市中学
生租税
教育研
究委員

会）

6 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

親子里山保全
体験講座

自然体験を通して里山の文化を
知るとともに、里山保全の普及
啓発を図る。

親子・保
護者

3 60 57 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度90％以上

100% A
アンケート結果における満足度が
100%であり、目標値の90%を大きく
超える成果を達成した。

継続 72 51 66
環境保
全課

7 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

オーケストラ・
ワンダーランド
へようこそ！

身近な場所で優れた文化や芸
術を鑑賞し、子どもたちに感動
体験をを提供する。

子どもと
保護者

1 1600 1247
実行委
員会

参加者
の満足

度

アンケートで５段階評価
を行い、「大変良かった」
または「良かった」の合
計割合を、80％以上

参加者（620名分）の合
計割合は、86％

指揮者等の体験者（34
名分）の合計割合は、

100％

B

子どもへのアウトリーチ活動（現地指
導）や子ども向け音楽体験プログラ
ムを提供できた。さらに平成30年度
は、小学校による合唱を組み入れ、
質・参加者数ともに充実した事業を
実施できた。

継続 0 0 0

子どもの
しあわせ

課
（学園都
市文化
ふれあ
い財団

8 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

ふれあいこども
まつり

子どもたちが芸術への理解、表
現や創造の素晴らしさを実感
し、　文化を生み出す心と感性
を育てる。

子どもと
保護者

1 2,000 2,539
実行委
員会

応募者・
参加者
の人数

2,000人 2,539人 B

地域の子育て支援団体等により、子
どもの体験を重視したプログラムを提
供し、目標値を上回る参加者があっ
た。また、アンケート結果も好評価で
あった。

継続 0 0 0

子どもの
しあわせ

課
（学園都
市文化
ふれあ
い財団

9 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

児童館まつり・
児童館こども
シティ

子どもたちに遊びを通したミニ社
会体験の場を提供し、協調性を
学んでもらう機会とする。

子ども 14 8,600人 7,209
実行委
員会

協働事
業の推

進

子育て関連団体との連
携強化

地域の様々な関係団
体や学生の協力を得

た。
B

地域住民や団体、学生などに協力し
てもらうことにより、地域住民と子ども
たちが交流する機会を提供できた。
また、子どもたちが社会性を身に付
ける機会にもなった。

継続 813 981 841
児童青
少年課
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10 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

児童館乳幼児
クラブ

乳幼児とその保護者に遊びと交
流の機会を提供する。

乳幼児 2,357 38,000人 27,380 市単独
応募者・
参加者
の人数

利用者のニーズに応え、
内容の充実を図る。

体操や工作、季節行事
など、利用者のニーズ
を踏まえ、2,357回の活

動を実施した。

B

2,357回の乳幼児クラブ活動を実施
し、27,380人の参加があった。また、
保護者からの子育て相談にも対応し
た。

継続 582 368 547
児童青
少年課

11 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

子育て講座

子育てに係る各分野の専門家
による講演や遊びのプログラム
の提供により、保護者が楽しく子
育てできるように支援していく。

親子・保
護者

195 3,500人 4,153 市単独
応募者・
参加者
の人数

利用者のニーズに応え、
内容の充実を図る。

利用者のニーズを取り
入れながら195回の子
育て講座を実施した。

B

利用者のニーズを踏まえた親の学び
の支援として「親子リフレ」「マグカップ
アート」など195回の講座を開催し、
4,153人の参加を得た。

継続 342 575 350
児童青
少年課

12 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

みんなEnjoy
わくわくステー
ジ

バンド活動や特技の向上のため
に自主的に練習している中高生
年齢の子どもたちにその成果を
披露する機会をつくる。

子ども 1 120人 73
実行委
員会

参加者
の満足

度

アンケート集計における
「イベントに参加してよ

かった」という項目で全て
の参加者が満足できるよ

う継続して取組む。

参加者全員がアンケー
トで「イベントに参加して
よかった」と回答した。

B

出演者はダンスやバンド演奏など児
童館で練習してきた成果を披露する
とともに、中高生実行委員として、ポ
スター制作や当日の進行などの役
割も担った。

継続 69 30 69
児童青
少年課

13 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

夏休み体験ボ
ランティア

ボランティア活動体験を通じて、
人が互いに助け合うことの大切
さを学ぶ

子ども 1 200人 339人 補助
応募者・
参加者
の人数

参加者前年度比10％
増

前年度比87％増 A

参加者数が339人で前年度比87％
増であった。高校へのPRが参加者
数の大幅増加につながり、目標を大
きく上回った。

継続 222 303 250

福祉政
策課

（社会福
祉協議

会）

14 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

各種子ども向
けプログラム

ミズノ（スポーツ）
ＪＳＳ（ダンス・武道）
エスフォルタ（フィットネス）
多種多様なプログラムで、
お子様の健康づくりに寄与する。

子ども 1206 12,527
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

多くの参加者に参加して
いただく。

効果的なプログラムを提
供する。

計画目標通り B
昨年度参加総数9,389名/1028回
平均参加人数9.13名→10.38名
実施回数及び、参加人数増の為

継続
単独予
算なし

20915
※14と

271合算

単独予
算なし

スポー
ツ施設
管理課

15 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

キッズパトロー
ル隊防犯教室

児童の防犯意識の高揚 子ども 2 10～20 26 共催
参加者
の満足

度

アンケート結果で「また参
加したい」が半数以上と

なる

参加者26人中23人が
「また参加したい」と回

答
B

参加者26名のうち、半数以上の23
人から「また参加したい」の回答を得
た。また、「貴重な経験ができた」な
どの記述回答もあり、子どもの防犯
意識を高めることができた。

継続 4 3 3 防犯課

16 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

子ども手作り
甲冑教室

「甲冑作り」という体験学習を通
じて八王子城跡の歴史を学び、
子どもたちの郷土愛の醸成を図
る。

親子・保
護者

1 30 36 委託
参加者
の満足

度

アンケート回答者の7割
が「満足」と回答する

88.90% A

参加者の8割以上の方が「良い」と回
答で講座に対しての満足度が高かっ
た。加えて、八王子城跡の歴史など
を周知することができたため。

継続 108 108 108

文化財
課

（NPO法
人

八王子
城跡

17 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

体験学習「火
おこしと縄文土
器づくり－原
始・古代の生
活体験－」

縄文時代について、講義と体験
を通じて生活・文化への理解を
深める。

子ども 1 20 19 市単独
参加者
の満足

度

アンケート回答者の8割
が「満足」と回答する

全アンケート回答者から
「満足」の回答を得た。

B

全回答者から満足との回答を得るこ
とができた。
縄文時代の生活・文化について市民
が理解を深める機会とすることがで
きた。

継続 9 35

郷土資
料館で実
施する全
ての体験
学習の予
算として
合計48
千円

文化財
課

郷土資
料館

18 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

青少年講座
学校教育では体験できない学
習機会を提供し、自発的・主体
的な学習活動の基礎をつくる。

子ども 26 470 658 共催
参加者
の満足

度
満足度80％以上

受講者アンケートでの
「大変満足」「満足」の

割合92.5％
B

企業・大学と連携したプログラミング
講座をはじめ多様な体験を提供し、
高い満足度を得られた。

継続 547 420 756
学習支
援課
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19 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

中学生ボラン
ティア体験

社会奉仕としてのボランティアを
体験することで社会の一員とし
ての自覚と働くこと助け合うこと
の大切さを学習する。また、図
書館業務に携わる経験が読書
に親しむきっかけになるように支
援する。

0
（3館合

計）
生涯：0
南大沢：

0
川口：0

各10人 市単独
応募者・
参加者
の人数

多くの中学生に社会奉
仕の機会をもってもらう。

評価
なし

休止

中高生対象の一日
図書館員として、内
容を見直して実
施。

24
図書館

4館

20 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

南大沢文化会
館バックス
テージツアー

劇場の楽しさを知ってもらうこと
により、南大沢地区の文化を担
う文化びとを育成し、来場者及
び利用者の増加を図る。

親子・保
護者

2 50 72
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

応募人員
80％以上

（80人以上）

応募人員
81％

（81人）
B

応募者数は目標を達成することがで
きた。また、参加者の満足度は
100％だった。

継続 284 273 319

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財

21 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

観察会
アウトドアプログラムの骨格的な
イベントとして、親子を中心に自
然を観察・体験してもらう。

親子・保
護者

4 125 62
指定管
理者

参加者
の満足

度

平成29年度実施の利用
者満足度調査におい

て、親子向けイベントの
ニーズが多かったため、
新規事業として実施。参
加者の満足度の向上を

目指す。

62人　4回
満足と回答した人80％

B
満足と回答した人が80％を上回る
成果を得られた。

継続 48 36 48

公園課
（ひとま
ちみどり
由木）

22 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

こども科学教
室

株式会社アジレントテクノロジー
による実験、ものづくりイベントと
して、小学生の科学教育を推進
する。

親子・保
護者

4 128 89 共催
参加者
の満足

度

平成29年度実施の利用
者満足度調査におい

て、親子向けイベントの
ニーズが多かったため、
継続事業として実施。参
加者のニーズと満足度

の向上を目指す。

89人　4回
満足と回答した人82％

B 満足と回答した人が80％を上回る成果を得られた。継続 13 10 13

公園課
（ひとま
ちみどり
由木）

23 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

みどりのあそび
市

グッド・トイを利用し、地域の親子
に世界のおもちゃの魅力を伝
え、「出会い・ふれあい・育ち合
う」遊びの広場を開催すると同
時に地域のあそびを取り入れた
ひろばを展開する。

乳幼児 2 60 265
指定管
理者

協働事
業の推

進

地域住民との協働を推
進する。

参加予定人数を200人
以上上回った。

市内からの参加者多
数。

A

参加者が265人であった。加えて、
事業目標についても、出展者として
市内教育機関や法人が参加、市内
からの参加者も多く協働の推進を達
成した。

継続 20 44 40

公園課
（ひとま
ちみどり
由木）

24 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

ひとり親家庭
生活力向上事
業「なんでも
チャレンジ」

ひとり親家庭の児童が、体験活
動や学習支援を通じて、心身と
もに健やかに成長すること。

子ども 5
30

（1500部）
91人（延） 市単独

参加者
の満足

度

参加者アンケートのうち、
満足したものが80％以

上とする。

参加者アンケートのう
ち、満足したものが

85％だった。
B

参加者アンケートの満足度が高かっ
たため

継続 470 275 470
子育て
支援課

25 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

星空観望会
天文や宇宙に関する知識の普
及および啓発

どなたで
も

6 450 813人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

813人（目標値に対す
る達成率180％）

B

夏休みの火星大接近に合わせて観
望会を開催し、参加者が813人と予
定人数の2倍近くの方に参加してい
ただき、火星接近のしくみなどを普及
した。来年度も引き続き、開催する。

継続 0 0 0
こども科
学館

26 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

昼間の天体観
望会

天文や宇宙に関する知識の普
及および啓発

どなたで
も

3 250 468人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

468人（目標値に対す
る達成率187％）

B

冬休みの部分日食に合わせて観望
会を開催し、参加者が４６８人と予定
人数の2倍近くの方に参加していた
だいた。太陽や日食のしくみについて
多くの方に普及することができた。来
年度も引き続き、開催する。

継続 0 0 0
こども科
学館

3
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事　業　名

27 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

天文講座
天文や宇宙に関する知識の普
及および啓発

どなたで
も

2 200 62人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

62人（目標値に対する
達成率31％）

C

2回のみの開催となり、参加者も６２
人と予定人数を大きく下回った。来
年度はテーマ設定などを考慮しなが
ら、引き続き開催する。

継続 0 0 0
こども科
学館

28 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

夏休み天文講
座

天文や宇宙に関する知識の普
及および啓発

どなたで
も

2 400 329人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

329人（目標値に対す
る達成率82％）

C

参加者は329人であった。予定人数
を下回ったが、多くの親子に参加し
ていただき、天体の運行や惑星につ
いての理解を促進することができた。
来年度は、夏休み中に起きる天文
現象にあわせた内容にするなどより
興味引くテーマとしたい。

継続 0 0 0
こども科
学館

29 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

科学講演会
科学に関する知識の普及および
啓発

どなたで
も

2 200 328人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

328人（目標値に対す
る達成率164％）

B

こども科学館開館30周年記念およ
び特別展関連講演会として、ＪＡＸＡ
名誉教授の講演を開催し、参加者
が328人と目標を上回る方に参加し
ていただいた。

継続 100 67 90
こども科
学館

30 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

科学実験
ショー

身近な科学的事象の体験を通
じ、科学への興味を深める場を
提供する。

どなたで
も

27 1800 2,210人 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度
８０％以上

満足と回答した人の割
合96%

B

参加者が2,210人であった。目標値
を超える多くの方に参加していただ
き、様々な科学現象について解説し
た。満足度も目標値より高くなった。
来年度も引き続き、開催する。

継続 100
こども科
学館

31 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

科学工作教室
物を作ることを実際に体験して、
科学の楽しさを知る。

子ども 11 250 172人 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度
８０％以上

満足と回答した人の割
合87%

B

少し難しい工作で、参加者は少なく
なったが、円盤アニメーションや手作
りプラネタリウムなどを工作し、満足
度は87％と高かった。来年度も引き
続き、開催する。

継続 0 0 0
こども科
学館

32 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

フリー工作広
場

物を作る、触れるなど実際に体
験して科学の楽しさを知る。

子ども 30 1,500 1,641人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

1,641人（目標値に対
する達成率109％）

B

参加者が1,641人と目標値を超える
多くの方に参加していただき、紙コッ
プや割りばしなど、身近な物を使って
工作を行った。来年度も引き続き、
開催する。

継続 0 0 0
こども科
学館

33 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

かんたん工作
室

物を作る、触れるなど実際に体
験して科学の楽しさを知る。

子ども 36 2,500 1,772人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

1,772人（目標値に対
する達成率70％）

C

参加者が1,772人であった。予定人
数を下回ったが、偏光板やスライム
などの原理を学びながら工作を行っ
た。来年度は開催数や内容の充実
を図り開催する。

継続 0 0 0
こども科
学館

34 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

プラネタリウム
番組の投影

天文や宇宙に関する知識の普
及および啓発（年4回番組入替
有）

どなたで
も

1,049 50000 50,898人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

50,898人（目標値に対
する達成率101％）

B

プラネタリウム観覧者数50,898人
と、目標人数を超え、天文や宇宙に
ついて普及することができた。来年
度も引き続き、多くの方に観覧いた
だける番組を投影する。

継続 9,504 10,093 9,212
こども科
学館

4
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35 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

星空コンサート
市民に音楽に触れる機会、天
体学習の機会を提供する。

どなたで
も

6 1,000 702人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

702人（目標値に対す
る達成率70％）

C

参加者は702人であった。来場者の
少ない回があり、予定人数を下回っ
たが、管楽器、ハープ、筝などによる
楽曲を楽しんでいただいた。来年度
は、曲目や楽器の種類などを考慮し
ながら、も引き続き、開催する。

継続 250 180 180
こども科
学館

36 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

浅川化石観察
会などの科学
講座

八王子の地質などを知り、自然
への興味を深める場を提供す
る。

どなたで
も

2 130 120人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

120人（目標値に対す
る達成率92％）

C

直前でキャンセルがあり、参加者が
120人であった。約230万年前の化
石（メタセコイアやコハク）を観察し
た。人気の高い講座であり、来年度
も引き続き、開催する。

継続 4
こども科
学館

37 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

コズミックカ
レッジ

実験や工作を行うことを通じて、
宇宙に関する知識の普及、啓発
を行う。

子ども 1 120 49人 共催
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

49人（目標値に対する
達成率40％）

C

参加者数は49人であった。予定回
数2回のうち、小学校高学年向けの
1回が開催できたなかったため、参
加者が49名と予定人数を下回っ
た。来年度は予定どおりの2回開催
を目指す。

継続 0 0 0
こども科
学館

38 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

夏休み科学体
験

参加者は、物を作る事を通じ科
学の楽しさを知り、スタッフ（中・
高生）は教える事を通じ、指導
方法を学ぶ。

子ども 1 100 148人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

148人（目標値に対す
る達成率148％）

B

参加者数は148人であった。児童館
の職員と中・高生が講師となって、
植物の葉について学び、葉脈標本を
製作した。
来年度も引き続き、開催する。

継続 0 0 0
こども科
学館

39 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

親子化学実験
教室・理科教
室

参加者は、化学反応等を体験
し、科学の楽しさを知り、スタッフ
（学生）は教える事を通じ、指導
方法を学ぶ。

子ども 1 100 141人 共催
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

141人（目標値に対す
る達成率141％）

B

小・中学生87名と保護者54名が参
加し、化学変化を体験した。来年度
も引き続き、開催する。
首都大学東京の学生（化学サーク
ル）が講師。

継続 20
こども科
学館

40 １-①

生きる力を
育む子ども
の学びと体
験の充実

電子顕微鏡を
活用した講座

電子顕微鏡により、様々なもの
を拡大して、その表面や構造を
見ることで、物の形成や成り立ち
を学ぶ。

子ども 1 20 16人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数を上回る
参加実績

16人（目標値に対する
達成率80％）

B
電子顕微鏡の部屋が狭く、定員を
16名とし、昆虫などを観察した。来
年度も引き続き、開催する。

継続 0 0 0
こども科
学館

41 １-②
家庭教育
の支援

パパママ支援
ワークショップ
星とおひさま
フィーカキャラ
バン

茶話会形式のワークショップによ
り、保護者の心理的負担を軽減
し、家庭の教育力の向上を図
る。

親子・保
護者

6
120人

（20人/回）
94 共催

参加者
の満足

度

アンケート項目
『ワークショップが楽し

かったか』に“はい”と回
答した参加者の割合

90％以上

99% B

リラックスした雰囲気やファシリテー
ターの進行で参加者同士の交流を
図ったことで、「子育ての悩みや不安
が軽くなった」とのアンケート結果が
多数あり参加者の満足度も99％と
非常に高かった。

継続 232 132 685
生涯学
習政策

課

42 １-②
家庭教育
の支援

家庭教育啓発
リーフレット等
の配布

リーフレット・クリアファイルを配布
し、家庭内において社会のマ
ナーや基本的な生活習慣等を
児童・生徒に身につけさせる。

どなたで
も

1
50,000枚
（配布世

帯）
45,000 市単独

事業の
実施

リーフレット・クリアファイ
ルを配布するとともに、

関係所管と連携し、家庭
教育の重要性について

更なる周知を図る。

リーフレット等のデザイ
ン・内容や啓発方法な
どについて家庭教育啓
発検討会を開催し大幅
なリニューアルを図っ

た。

B

家庭内における生活習慣や学習習
慣を身につける「家庭教育」を啓発
するため、リーフレットの見直しを行
い、市民が家庭教育に親近感が持
てるよう、よりわかりやすい内容とし
た。
また、市内小・中学校の児童・生徒
を持つ家庭や関連所管及び行政委
員などにもリーフレットを配布した。

継続 242 610 570
生涯学
習政策

課

5
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43 １-②
家庭教育
の支援

ぶんぶん（知
的障害児教
室）

運動・工作・音楽療法などを通
して仲間作りとコミュニケーション
を図り、障害者の生きがいと自
立を促進する。

障害児と
その保
護者

3 70 68 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

終了時のアンケート・口
頭のアンケートでほぼ全

員が満足と回答
B

目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 186 186 186

南大沢
保健福
祉セン
ター

44 １-②
家庭教育
の支援

妊婦歯科健診

妊婦の歯科疾患の早期発見・
治療を促し、妊婦とその家族の
歯科保健に対する意識向上を
図る。

成人（妊
婦）

12 216 68 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加者84人以上 68人 C
1回あたり7人（昨年度5.6人）を目標
としたが達成しなかった。妊婦面談
で歯科健診への案内を強化する。

継続 456 456 447

南大沢
保健福
祉セン
ター

45 １-②
家庭教育
の支援

初めての
はみがきレッス
ン

乳幼児の口腔の健全な発達発
育を促す。また、むし歯予防の
ための正しい知識の普及啓発を
図る。

親子・保
護者

12 180組 144組 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

終了時のアンケート・口
頭のアンケートで80％

が満足と回答
B

目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 89 89 89

南大沢
保健福
祉セン
ター

46 １-②
家庭教育
の支援

むし歯予防教
室

乳幼児の口腔の健全な発達発
育を促す。また、むし歯予防の
ための正しい知識の普及啓発を
図る。

親子・保
護者

12 180組 102組 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

終了時のアンケート・口
頭のアンケートで80％

が満足と回答
B

目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 88 88 89

南大沢
保健福
祉セン
ター

47 １-②
家庭教育
の支援

パパママクラス
（平日・休日）

不安なく子育てに取り組めるよ
う、妊娠・出産・育児に対するイ
メージづくりができるよう支援す
る。

成人（妊
婦・パー
トナー）

21 420 372 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

終了時のアンケートでほ
ぼ全員が満足と回答

B
目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 351 354 344

南大沢
保健福
祉セン
ター

48 １-②
家庭教育
の支援

プレママ（パ
パ）料理教室

妊産婦の食事、離乳食の理解、
家族の食事の見直しの機会とす
る。交流を図り、子育ての仲間
づくりの促進を図る。

成人（妊
婦・パー
トナー）

2 48人 18 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

終了時のアンケートでほ
ぼ全員が満足と回答

B
目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 100 100 98

南大沢
保健福
祉セン
ター

49 １-②
家庭教育
の支援

モグモグ学習
会

離乳食期から適切な生活リズ
ム、食習慣の形成を図る。・知
識の普及を図り不安や悩みの軽
減を支援する。

親子・保
護者

8 160組 117組 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

終了時のアンケートでほ
ぼ全員が満足と回答

B
目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 115 115 109

南大沢
保健福
祉セン
ター

50 １-②
家庭教育
の支援

幼児食講習会

望ましい食生活形成の推進し、
適切な食習慣の基礎作りをす
る。子育ての中での不安の軽減
を支援をする。

親子・保
護者

2 36組 40組 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

終了時のアンケートでほ
ぼ全員が満足と回答

B
目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 11 11 10

南大沢
保健福
祉セン
ター

51 １-②
家庭教育
の支援

のびのび子育
て講座

地域の人材活用や子育て機関
の協力により、子育ての不安や
負担を軽減し、子育てを楽しむ
時間を提供する。

親子・保
護者

1,050 21,276 19,713 委託
参加者
の満足

度

市民からの要望を講座
の内容に生かす

参加者満足度92.1% B
子育て広場においてアンケートを実
施し、利用者のおおむね9割以上か
ら良い評価を受けた。

継続 325 267 300
子ども家
庭支援
センター

52 １-②
家庭教育
の支援

妊婦歯科健診

妊婦の歯科疾患の早期発見・
治療を促し、妊婦とその家族の
歯科保健に対する意識向上を
図る。

成人 12 216人 101人 市単独
応募者・
参加者
の人数

申し込み者数の増加
昨年度より、受診者が

40人増加
B

受診者がH29年度より40人増加して
おり、妊娠期の歯科疾患予防の重
要性について関心が得られた。

継続 483 425 421
大横保
健福祉
センター

53 １-②
家庭教育
の支援

初めてのはみ
がきレッスン

乳幼児の口腔の健全な発達発
育を促す。また、むし歯予防の
ための正しい知識の普及啓発を
図る。

親子・保
護者

14 180組 157組 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

157人、14回、おおい
に満足・満足と回答した

人80％
B

アンケートの集計結果で満足度は
80％であった。保護者の交流の場を
提供することもできた。

継続 194 87 81
大横保
健福祉
センター
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54 １-②
家庭教育
の支援

むし歯予防教
室

乳幼児の口腔の健全な発達発
育を促す。また、むし歯予防の
ための正しい知識の普及啓発を
図る。

親子・保
護者

1 1 180組 46組 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

46人、11回、おおいに
満足・満足と回答した

人80％
B

アンケートの集計結果で満足度は
80％であった。子どもの成長に合わ
せて数回参加している保護者も見ら
れた。

継続 44 73 81
大横保
健福祉
センター

55 １-②
家庭教育
の支援

パパママクラス
（平日・休日）

不安なく子育てに取り組めるよ
う、妊娠・出産・育児に対するイ
メージづくりができるよう支援す
る。

成人 16 340 370人 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

370人、16回、おおい
に満足・満足と回答した

人92.1％
B

アンケート集計結果で92.1％であっ
た。

継続 247 247 192
大横保
健福祉
センター

56 １-②
家庭教育
の支援

プレママ（パ
パ）料理教室

妊産婦の食事、離乳食の理解、
家族の食事の見直しの機会とす
る。交流を図り、子育ての仲間
づくりの促進を図る。

成
人

2 48 24人 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

24人、2回、おおいに満
足・満足と回答した人

100％
B

アンケート集計結果でおおいに満足・
満足と回答した人100％であった。
子育てをこれからする仲間づくりの場
を提供できた。

継続 88 56 52
大横保
健福祉
センター

57 １-②
家庭教育
の支援

モグモグ学習
会

離乳食期から適切な生活リズ
ム、食習慣の形成を図る。知識
の普及を図り不安や悩みの軽減
の支援をする。

親
子
・
保
護
者

8 180組 139組 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

１３９組、8回、おおいに
満足・満足と回答した

人100％
B

アンケート集計結果でおおいに満足・
満足と回答した人は100％であっ
た。グループワークが悩みの軽減に
なったという成果が得られた。

継続 156 40 38
大横保
健福祉
センター

58 １-②
家庭教育
の支援

リトミック
障害児の発達支援と保護者へ
の子育て支援を図る。

親子・保
護者

3 20 30 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

100% A
目標値を達成
さらに、参加者同士の交流の場及び
必要な支援の提供が十分行えた。

継続 285 274 285

東浅川
保健福
祉セン
ター

59 １-②
家庭教育
の支援

パパママクラス
（平日・休日）

不安なく子育てに取り組めるよ
う、妊娠・出産・育児に対するイ
メージづくりができるよう支援す
る。

成人 22 480 331 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

99% A

目標値を達成
さらに、参加者の不安・疑問への解
消につなげられるような情報提供等
が行えた。

継続 251 184 230

東浅川
保健福
祉セン
ター

60 １-②
家庭教育
の支援

妊婦歯科健診

妊婦の歯科疾患の早期発見・
治療を促し、妊婦とその家族の
歯科保健に対する意識向上を
図る。

成人 12 216 83 市単独
参加者
の満足

度

相談対応に対する満足
度の向上

参加実績値
38.4％

B
参加実績値が38.4％であるが、妊
婦の歯科疾患の早期発見・治療を
促すことができた。

継続 430 411 430

東浅川
保健福
祉セン
ター

61 １-②
家庭教育
の支援

プレパパママ
栄養・歯科教
室

妊娠期から子どもの歯と栄養に
関する情報提供行い、出産後
のむし歯予防、望ましい食習慣
の意識づけを図る。

成人 4 80 69 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

95% A

目標値を達成
さらに、講和等を通してむし歯及び
栄養に関する必要な情報提供が図
られた。

継続 0 0 0

東浅川
保健福
祉セン
ター

62 〇 １-②
家庭教育
の支援

プレママ（パ
パ）料理教室

妊産婦の食事、離乳食の理解、
家族の食事の見直しの機会とす
る。交流を図り、子育ての仲間
づくりの促進を図る。

成人 1 24 12 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

90% A

目標値を達成
さらに参加者の妊産婦時における食
事に関する資質向上につなげること
ができた。

継続 45 29 59

東浅川
保健福
祉セン
ター

63 １-②
家庭教育
の支援

モグモグ学習
会

・離乳食期から適切な生活リズ
ム、食習慣の形成を図る。知識
の普及を図り不安や悩みの軽減
を支援する。

親子・保
護者

8 180組 116 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

98% A
目標値を達成
さらに離乳食に関する知識の普及が
図られた。

継続 42 37 38

東浅川
保健福
祉セン
ター
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64 １-②
家庭教育
の支援

幼児食講習会

望ましい食生活形成を推進し、
適切な食習慣の基礎作りをす
る。子育ての中での不安の軽減
を支援をする。

親子・保
護者

2 36組 29 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

100% A
目標値を達成
さらに幼児期における食生活食事に
関する情報提供が十分できた。

継続 11 10 10

東浅川
保健福
祉セン
ター

65 １-②
家庭教育
の支援

初めてのはみ
がきレッスン

乳幼児の口腔の健全な発達発
育を促す。また、むし歯予防の
ための正しい知識の普及啓発を
図る。

親子・保
護者

12 120組 227 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

90% A

目標値を達成
乳幼児の口腔の健全な発達発育を
促し、むし歯予防のための正しい知
識の普及啓発を図られた。

継続 0 0 0

東浅川
保健福
祉セン
ター

66 １-②
家庭教育
の支援

むし歯予防教
室

乳幼児の口腔の健全な発達発
育を促す。また、むし歯予防の
ための正しい知識の普及啓発を
図る。

親子・保
護者

12 120組 174 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

90% A

目標値を達成
乳幼児の口腔の健全な発達発育を
促し、むし歯予防のための正しい知
識の普及啓発を図られた。

継続 0 0 0

東浅川
保健福
祉セン
ター

67 １-②
家庭教育
の支援

家庭教育講座

学習の中で親子のふれあいを
持ち、家族の絆を深める。また、
他の親子との交流が生まれ、新
たな活動につなげる。

親子・保
護者

27 350 727 共催
参加者
の満足

度
満足度80％以上

受講者アンケートでの
「大変満足」「満足」の

割合91.2％
B

各種創作や料理を通じて親子に今
日体験の機会を提供し、高い満足
度を得られた。

継続 316 411 273
学習支
援課

68 １-②
家庭教育
の支援

子育て応援ひ
ろば

子育ての中で生じる悩みを解消
し、子育て中の保護者を支援す
る。

どなたで
も

9 250 241 市単独
参加者
の満足

度
満足度80％以上

受講者アンケートでの
「大変満足」「満足」の

割合92.3％
B

発達障害の理解や教育費などを
テーマに実施し、高い満足度を得ら
れた。

継続 105 131 161
学習支
援課

69 １-②
家庭教育
の支援

ブックスタート

保健福祉センター等で行う乳幼
児健診などの機会に、絵本をひ
らく楽しい「体験」と「絵本」、子
育てに役立つ情報を提供する。
赤ちゃんに保護者に抱かれ、そ
のぬくもりの中で絵本を読んでも
らう心地よさや嬉しさを体験して
もらうとともに、読書を通じた親と
子のふれあいのひと時を過ごし
ていただくことで、保護者も安心
して子育てができる環境づくりに
寄与する。行政と市民が、赤
ちゃんの幸せを願い、協働で実
施している。

親子・保
護者

72
（3館合

計）
中央：24
生涯：24
南大沢：

24

4,000

3,296
（3館合計）

中央：
1,073
生涯：
1,046

南大沢：
1,177

共催
協働事
業の推

進

赤ちゃんと保護者のふ
れあいのきっかけづくり、
市の子育て支援策の情

報提供を行う。

中央：24回　1,073人
生涯：24回 1,046人
南大沢：24回　1,177

人

B

ボランティアと協力して赤ちゃんと保
護者が絵本を聞く楽しい体験をする
ことで、親と子が触れ合うきっかけ作
りができた。

継続 4,873

4,800
（3館合

計）
4726

図書館
3館

（中央・
生涯・南
大沢）

70 １-②
家庭教育
の支援

三歳児健診読
み聞かせ

ブックスタートに続き三歳児健診
時に読み聞かせを行い、継続的
に親子で読書に親しむ機会を提
供する。

親子・保
護者

72
（3館合

計）
中央：24
生涯：24
南大沢：

24

4000

3,837
（3館合計）

中央：
1,227
生涯：
1,144

南大沢：
1,465

共催
協働事
業の推

進

親子のふれあい、「読書
のまち八王子」の推進

中央：24回1,227人
生涯：24回　1,138人
南大沢：24回　1,466

人

B
ブックスタートのフォローとして効果的
なタイミングで、読み聞かせの場を提
供できた。

継続 24 24

図書館
3館

（中央・
生涯・南
大沢）

71 １-②
家庭教育
の支援

ひとり親家庭
親子ふれあい
事業

ひとり親家庭に対し、親子料理
教室・交流会を開催し、食につ
いて学ぶ機会をつくることに加
え、親子間やひとり親家庭同士
のコミュニケーションを相互に深
める。

親子・保
護者

1
20

（500部）
10世帯 委託

参加者
の満足

度

参加者アンケートのうち、
満足したものが80％以

上とする。

参加者アンケートのう
ち、満足したものが

100％だった。
B

参加者アンケートの満足度が高かっ
たため

継続 150 150 657
子育て
支援課

72 １-②
家庭教育
の支援

八王子「宇宙
の学校」

こども科学教室と日常の家庭学
習を組み合わせ、宇宙や科学と
家庭・地域を結び付けることで
探究心の強いこども達の育成を
図る

子ども 12 400
延べ1,448

人
（724組）

実行委
員会

参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度
９０％以上

満足と回答した人の割
合97.81%

B

アンケート集計137件中、「とても良
かった」109件、「良かった」25件（計
134件）となり、97.81％の満足度と
なった。来年度は、実施会場を見直
し、参加者の拡充を図る。

継続 700 699 1,000

こども科
学館

（八王子
「宇宙の
学校」実
行委員

会）

8



平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

73 １-③
学校教育
活動の支
援

「八王子の川
と友だちになる
ノート」の発行

川での環境調査や生き物調査
を行うためのフィールドノートとし
て活用してもらう。

子ども 1 5,000冊 5,100冊 市単独

本冊子
を利用し
て環境
学習を
行う

全校での実施。
全校の小学４年生に配

付
B

年度当初の段階で、全ての小学校４
年生に配付できたため。

継続 530 495 495
水再生

課

74 １-③
学校教育
活動の支
援

ボランティアの
教育人材バン
クへの登録

学校と地域が一体となり、子ども
を育む環境を整備するため、ボ
ランティア希望者を人材バンク
に登録する。

どなたで
も

随時

3,842人
（平成30年
1月末現

在）

4,050 市単独
応募者・
参加者
の人数

4226人
（平成30年度登録者数

の1割増）
4,050 B

ボランティアの登録は目標には届か
なかったが、昨年を上回り、多くの市
民の方が学校支援に参加してくれ
た。

継続 3,240 2,141 3240 指導課

75 １-③
学校教育
活動の支
援

学校コーディ
ネーター研修
会

学校コーディネーターの資質向
上を図る。

登録者 3

140名
（平成29年
10月末現

在

120 市単独
応募者・
参加者
の人数

登録者参加率
100％

85% B
各学校で活動しているコーディネー
ターの資質の向上のため、継続して
行っていきたい。

継続 27 11 27 指導課

76 １-③
学校教育
活動の支
援

教育支援ボラ
ンティア研修
会

ボランティアとしての心得や役割
について学ぶ

どなたで
も

2
108人

（1人/1学
校）

60 市単独
応募者・
参加者
の人数

108人 55% B
ボランティアが活動している時間帯
等、研修の日程など考慮したい。

継続 0 0 0 指導課

77 １-③
学校教育
活動の支
援

市立小学校に
おける環境教
育支援

市立小学校の総合的な学習の
時間等に実施される環境教育
実習に対して、講師の派遣等の
支援を行う。

子ども 47 2,000 3,097 委託
応募者・
参加者
の人数

2,000人 3,097人 A

参加者が3,097人であった。教育支
援対象校を15校としていたが、受託
先との調整が整い18校に実施するこ
とができたため目標を超えて達成し
た。

継続 - ― 　　　－

環境政
策課

（エコひ
ろば）

78 １-③
学校教育
活動の支
援

中学生職場体
験

地域にある職場の一つとして中
学生の社会体験の機会を提供
する。

子ども

32
（4館合

計）
中央：11
生涯：10
南大沢：

7
川口：4

1～4人/1
校

109
（4館合計）
中央：36
生涯：35

南大沢：27
川口：11

市単独

参加者
への満
足度及
び利用
の促進

地域にある職場の一つと
して中学生の社会体験
の機会を提供するととも
に、今後にわたる図書館
利用のきっかけとし、利

用の促進を図る。

1～4人/1校 B

4館全体の実施は、参加校・参加者
数ともに前年を若干下回ったもの
の、みなみ野市民センター図書館で
も職場体験を行うなど受入拡大に努
めた。(Ｈ29実績：参加校36校、参
加者123人）※全館実績Ｈ30：参加
校34校、参加者117人

継続 0 0
図書館

4館

79 １-③
学校教育
活動の支
援

学校図書館サ
ポートセンター
との連携・支
援

調べ学習・学級文庫用の資料
の貸出を通し学校図書館の充
実につなげていく。

学校 248

貸出申込
数

延べ1400
校

貸出申込
数延べ
1,150校

委託
事業の
実施

全校への支援
延べ利用校数1,150校

31,350冊
C

利用校数、利用冊数が減少した。
（29年度32994冊　1266校）31年
度は利用校数、利用冊数の減少の
原因の調査・分析、
学校貸出用資料の更なる充実、学
校への利用ＰＲに努め、利用校数及
び利用冊数の増加を目指していく。

継続 8,335 6237
中央図
書館

80 １-③
学校教育
活動の支
援

東京交響楽団
ＰＪ
アウトリーチ事
業

児童に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

子ども 3 未定 398 補助

①3校以
上の応
募数

②実施
校の要

望と楽団
とのス

ムーズな
マッチン
グと着実
な実施

・小中学校のニーズ把
握

・予定回数の着実な実
施

・ニーズ把握：実施校に
て聞き取り調査を実施
・予定の3回を実施

B

予定通り実施することができたため。
聞き取り調査により、学校での芸術
鑑賞機会の現状等を把握することが
できた。

継続 1,200 759 950

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

81 １-③
学校教育
活動の支
援

劇団四季
心の劇場

児童に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

子ども 3 未定 3,749 補助

①3回公
演に充
分な応
募数

②各校
の要望
の運営
への反

映と着実
な実施

・小学校のニーズ把握
・予定回数の着実な実

施

・ニーズ把握：校長会と
連携し、聞き取り調査を

実施
・予定の3回を実施

B

予定通り実施することができたため。
これまでの積み重ねによりスムーズ
に校長会との連携ができ、要望を反
映させながら運営した。

継続 250 235 250

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

82 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

放課後子ども
教室

平日の放課後や週末、夏休み
等に小学校内の施設を活用し、
地域の人材、ボランティアの参
画を得て子どもたちに安全で安
心な居場所を提供する。

子ども 7,995 350,000 766,250 市単独
事業の
実施

市内小学校６９校での実
施

６５校実施
（新規開設１校）

B

目標の69校には達しなかったが、1
校で新規開設することができたほ
か、地域や学校、学童保育所担当
所管と連携を図り、実施日数の増加
や学習プログラムの拡充をしたことに
より、多くの子どもたちに放課後の安
全で安心な居場所を提供することが
できた。

継続 169,959 141,027 184,047
生涯学
習政策

課

83 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

浅川ガサガサ
探検隊

子どもたちに浅川の自然と川遊
びの楽しさを知ってもらうことで、
身近な環境を大切に思う気持ち
を醸成する。

子ども 1 100人 150
実行委
員会

応募者・
参加者
の人数

参加人数を多くする。 150人 A
30年度も、たくさんの人に参加してい
ただき、満足度も高かったため
（90％以上）

継続 46 43 60

水再生
課（八王
子浅川
水辺の
楽校運
営協議

会）

84 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

子ども囲碁教
室

囲碁を通した世代間の交流を図
る。

子ども 22 220 170 市単独
応募者・
参加者
の人数

利用者数の増加 77.30% B
７７．３％の達成率であったが、高齢
者ボランティアと子どもたちとの多世
代交流の充実が図られた。

継続 0 0 0

東浅川
保健福
祉セン
ター

85 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

東京交響楽団
PJ
ユースオーケ
ストラワーク
ショップとコン
サート

プロのオーケストラの指導者の
講師により若手演奏家（小学生
から25歳）の育成を図る。

子ども

【公演】
2回

【WS】
28回
【初心
者】

13回

未定

【公演①】
入場者510
参加者47
【公演②】

入場者423
参加者53

【WS】
延べ1097
【初心者

WS】
延べ151

補助

オーケス
トラ運営
に充分
なメン
バー数
の確保

オーケストラ運営に充分
なユースの応募

メンバー数は増加し、過
去最多となったが、

オーボエ、ホルン、トラ
ンペットは人数が足りな

い状況が続いた

B

目標メンバー数を達成できなかった
ため。
クラリネットやトロンボーンなど、これま
で在籍していなかった楽器奏者のメ
ンバーが加入し、メンバー数は増加
したものの、依然としてオーケストラと
して必要なメンバー数確保は達成で
きなかった。
H３１年度はメンバー募集に力を入
れ、精力的にPRをしていく。

継続 9,961 8,949 11,533

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

86 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

東京交響楽団
PJ
フレッシュ名曲
コンサート

若手ソリストを起用し、東京交響
楽団との共演の機会を創出す
る。

どなたで
も

1 560 532 補助
応募者・
参加者
の人数

チケット販売
70％以上

（560枚/800枚）

チケット販売
66％以上

（532枚/800枚）
C

入場者数の目標までわずかに届か
なかったため。（目標達成率94％）
次年度は、市民合唱クリンゲンコア
の公演と統合することでより多くの来
場者数を目指す。

継続 6,222 5,971 8,700

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財

87 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

学生演劇フェ
スティバル

学生演劇団体による公演・展
示・ワークショップを通じて芸術
文化の普及を図り、若い担い手
を支援する。

どなたで
も

1 未定

【WS】
参加者38
【公演】

参加者123
入場者614

補助
応募者・
参加者
の人数

1校でも多くの学校の参
加

前年度４校⇒30年度8
校に増加

A

前年度の2倍の参加校を迎え実施
することができたため。継続事業とし
て3年目を向かえ、徐々に認知度が
上がってきている。

継続 1,600 1,483 2,382

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）
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予算

(千円)
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の

方向
性
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（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

88 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

FD・SDフォー
ラム

大学教職員の教育力向上と、
地域社会や全国の教育機関関
係者等との交流や相互理解を
目的とする。

全国大
学教職

員・
大学生・
高校教
職員

1 200 252人 補助
応募者・
参加者
の人数

参加者数
200人以上

252人 A

高等教育機関から注目されるテーマ
を設定し、充実した講師を招聘した。
また、全国850の教育機関に送付し
ている案内リーフレットの内容を充実
させるとともに、八王子の観光案内を
添付し、八王子のPRにもつなげた。

継続 1,689 1,375 1,481

学園都
市文化

課
（大学コ
ンソーシ
アム八
王子

（（公財）
学園都
市文化
ふれあ
い財
団））

89 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

夏休み子ども
いちょう塾

八王子地域の大学等の先生
が、その大学・学部等の特色を
生かして、夏休みの特別教室を
開講する。

子ども 1 300 478人 補助
応募者・
参加者
の人数

参加者数
300人以上

478人 A

従来の学園都市センターに加え、ク
リエイトホール、八王子（東急）スクエ
アビル2階アトリウムを会場に加えた
ことにより、充実した講座を提供する
ことができた。また、当日参加できる
ワークショップを開催したことにより、
全参加者は昨年の410名から478
名に増えた。

継続 1,913 1,396 1,833

学園都
市文化

課
（大学コ
ンソーシ
アム八
王子

（（公財）
学園都
市文化

90 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

学生企画事業
補助金

大学コンソーシアム八王子加盟
25大学等の学生が、八王子地
域を舞台に企画・運営・実施す
るイベント等にその費用の一部
を補助する。

大学コン
ソーシア
ム八王
子に加
盟する
大学等
に在籍
する5名
以上の
学生で
構成す
る団体

1
50

(10団体）
応募団体
38団体

補助
応募者・
参加者
の人数

応募団体
20団体以上

応募団体
38団体

A

指定課題部門を設置し、従来の部
門を自由課題部門とした。また、課
題部門の整理に伴う周知活動の実
施、コンソーシアム情報誌での事業
紹介や、報告会における地域の方と
の交流等の影響により、応募団体が
増加した。

継続 1,973 1,930 2,423

学園都
市文化

課
（大学コ
ンソーシ
アム八
王子

（（公財）
学園都
市文化
ふれあ
い財
団））

91 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

学生発表会

大学コンソーシアム八王子加盟
25大学等の学生が日頃の研究
成果を市民・企業・市政に向け
て発表する。

大学コン
ソーシア
ム八王
子に加
盟する
大学等
の学生

1
700

(150件）
700

（178件）
補助

応募者・
参加者
の人数

参加者数
700人以上

（150件以上）

700
（178件）

B

研究分野や内容に関わらず、学外で
研究成果を発表できる機会として大
学等により活用してもらうよう周知し
た。また、特定分野のセッションを設
定することで関係企業の参加を促進
した。観光セッションと農業セッション
を実施し、関係者への周知を図っ
た。要旨集の形式を大幅に変更し、
発表件数の増加の実務的な準備を
整えた。

継続 2,002 1,350 1,740

学園都
市文化

課
（大学コ
ンソーシ
アム八
王子

（（公財）
学園都
市文化
ふれあ
い財
団））
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

92 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

八王子学生Ｃ
Ｍコンテスト

学園都市八王子の特色を活か
し、学生ならではの視点で八王
子市の魅力を動画CMにした作
品を募集しコンテストを開催す
る。

学生（個
人または
団体単

位）

1 30団体 24団体 補助
応募者・
参加者
の人数

応募団体
30団体以上

24団体 B

9月30日にCM制作や八王子の魅力
発見に関わるワークショップを行い、
参加者の幅を広げる取組みを行っ
た。コンソーシアム加盟校の他、都
内大学・専門学校約120か所にポス
ター、チラシを送付し周知を図った。
加盟校・非加盟校の映像関係の
サークルにメールにて案内を行っ
た。今後は、応募団体数の増加に向
けテーマを数年固定させるなど、年
間を通じて周知、学生が活動できる
環境を整えることを予定している。

継続 1,900 1,592 2,079

学園都
市文化

課
（大学コ
ンソーシ
アム八
王子

（（公財）
学園都
市文化
ふれあ
い財
団））

93 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

南大沢文化会
館ダンスワーク
ショップ

市内の小中学生を対象にダンス
の楽しさや素晴らしさを感じても
らい、将来の文化芸術に携わる
層の拡充。

子ども 54 50 54
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

年間延べ参加者数
75％以上

（1,875人以上）

年間延べ参加者数
102％

（2,562人）
B

①参加者延べ人数の目標達成。
②主ホールでの舞台体験（発表
会）。
③ダンスを通じて体力づくり・表現力
養成・学年を超えた協力・責任感の
大切さを学ぶという事業目的を達成
した。

継続 2,225 2,367 2,490

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

94 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

冒険イベント里
山で遊ぼう

「長池野外活動クラブ」との共催
で冒険プログラムを実施し、小
学生の野外体験活動を促進す
る。

親子・保
護者

3 60 41 共催
協働事
業の推

進

市民団体との共催事業
を積極的に推進する。

41人　3回
実施回数を予定通り開

催した。
B

実施回数を満たし、目標を達成し
た。
キャンセルがあり予定参加者数を下
回る結果となったものの、応募者数
は定員を上回った。

継続 2 0 2

公園課
（ひとま
ちみどり
由木）

95 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

つくってあそぼ
う、竹クラフト

八王子市由木地区環境市民会
議を講師に竹細工イづくりベント
を開催する。

どなたで
も

2 20 33
指定管
理者

協働事
業の推

進

市民団体との共催事業
を積極的に推進する。

33人　2回
実施回数を予定通り開

催した。
A

実施回数を満たし、目標を達成し
た。
加えて参加者数も予定を上回る成
果を得られた。

継続 3 6 3

公園課
（ひとま
ちみどり
由木）

96 １-④

地域の教
育力を活
かす・高め
る

ひとり親家庭
の子どもの学
習支援事業

ひとり親家庭に対し学習支援者
を派遣し、児童の基礎学力、学
習意欲の向上及び高等学校等
への進学の推進を図ること。

子ども 1
30

（300部）
20人 委託

対象者
の高等
学校進
学率

対象者のうち、高等学校
へ進学したものが100％

とする。

対象者のうち、高等学
校へ進学したものが

95％だった。
B

高校進学率が95％だったこと及び、
参加者が20名だった。来年度は制
度の対象を広げることで、参加者を
30名確保する。

継続 7,975 6,999 7975
子育て
支援課

97 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

はちおうじ出前
講座

市民の生涯学習に対する支援
と意識の向上を図り、市政に対
する理解を深める。

どなたで
も

3017 300,000人 237,528人 共催
応募者・
参加者
の人数

300,000人 237,528人 B
目標には達しなかったが、多くの市
民に対して、市政理解の機会を提供
できた。

継続 0 0 0
生涯学
習政策

課

98 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

学習支援委員
合同講座

八王子市学習支援委員による
講座を開催し、市民の生涯学習
の振興を図る。

どなたで
も

1
240人(予

定)
73人 共催

参加者
の満足

度

受講者アンケートでの満
足度80％以上

92% A
多くの参加者に対して、満足度の高
い講座を提供できた。

継続 0 0 0
生涯学
習政策

課

99 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

自然体験・自
然観察会

旧稲荷山小学校の博物館機能
の発展充実のため市民を対象と
した自然観察会を行う。

どなたで
も

3

120人
（6月/60

名）
（12・2月/
各30名）

94 共催
応募者・
参加者
の人数

100人 94 B
おおよそ目標通りの人数を集客でき
た。

継続 27 16 27
生涯学
習政策

課

100 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

消費生活講座
契約、保険、住まいなど消費生
活に関する講座会を開催し、消
費者への啓発を図る。

どなたで
も

5 各25 100 市単独
参加者
の満足

度

市民のニーズにあった
テーマを用いた講座を実

施する。

おおいに満足４８％
満足４６％

B

身近な消費生活に関するテーマで
実施し、参加者アンケート結果の満
足度も高かった。自立した消費者育
成が図られた。

継続 16 21 16
消費生
活セン
ター
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

101 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

親子見学会
親子で消費生活に深く関わる施
設見学を行い、消費者教育の
推進を図る。

親子・保
護者

1
親子10組

20人
8 市単独

参加者
の満足

度

市民のニーズにあった
テーマを用いた見学会を

実施する。

おおいに満足５０％
満足５０％

B

実際に商品テストの施設で研修と見
学を行うことで小学生の消費者力の
向上と消費者教育の推進が図られ
た。

継続 2 2 2
消費生
活セン
ター

102 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

消費者団体企
画提案講座

消費者団体と連携し、消費生活
に関わる講座を開催し、効果的
な啓発を図る。

どなたで
も

0 25 0 共催
協働事
業の推

進

関係団体と連携し、効果
的な啓発を実施する。

未開催の為実績値なし D

平成３０年度は消費者団体からの講
座開催希望が無かった。今後は各
団体により積極的に講座開催への
説明・周知を行っていく。

継続 6 0 6
消費生
活セン
ター

103 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

消費生活講演
会

東京都と共催し消費生活に関
わる講演会を開催し消費者への
啓発を図る。

どなたで
も

1 70 36 共催
参加者
の満足

度

東京都と連携し、効果的
な啓発を実施する。

参加者からは参考に
なったとの声が聞けた。

B

東京都等との共催により、市民に身
近な消費生活に関する内容の講演
会で、参加者からの感想も好評で
あった。

継続 7 7 7
消費生
活セン
ター

104 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

介護人材養成
研修

介護職に必要な基礎的な知識
を学ぶ機会を提供し、介護人材
の確保を図る。

どなたで
も

12
定員50名

／回
55 委託

受講者
数・就職

者数

受講者数100人
就職者数25人

受講者55人
就職者5人（正規0人）

C

受講者及び就職者ともに、目標に達
することができなかった。次年度は、
障害者福祉課と共催で、福祉のしご
と相談会を開催する。

継続 4,178 4,178 5,643
高齢者
いきいき

課

105 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

介護の日事業

介護についての理解と認識を深
め、地域社会における支え合い
の精神の高揚と介護の日の周
知を図る。

どなたで
も

1 200 260 共催
応募者・
参加者
の人数

300人 260人 B

人数としては目標に到達できなかっ
たが、学生団体の活用や一般企業
の参入など、新しい取組みを行っ
た。次年度は介護情報の発信に注
力し、事業を行う。

継続 101 62 141
高齢者
いきいき

課

106 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

市民食育講座

食育月間である6月の取り組み
として、「周知」から「実践」へと
食育を更に進めるきっかけとす
る。

どなたで
も

1 200人 70 市単独
参加者
の満足

度
若年層の増加

20代～40代の参加者
割合　　約4割

B

20代～40代の参加割合の増加は
達成できた。参加人数は予定より下
回ったため、来年度はより気軽に参
加しやすいテーマを設定し周知して
いきたい。

継続 196 81 128
健康政
策課

107 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

成人健康教育

健康増進・健康寿命の延伸の
ため、生活習慣病が重症化する
リスクの高い方に知識の普及と
生活習慣の改善を促す。

成人 124 20 4,870 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

アンケートの結果、満足
度が96％であった

B
目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 321 264 295

南大沢
保健福
祉セン
ター

108 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

平和展
戦争の悲惨さや平和の尊さを多
くの方に伝える。

どなたで
も

1 1,500 1,328
実行委
員会

応募者・
参加者
の人数

来場者数1,500人 Ｈ30年度　1,328人 B

参加者が1,328人であり、目標を達
成できなかったが、戦争の悲惨さや
平和の尊さを多くの方に伝えるという
平和展の目的は果たせたため。

継続 2,092 1,630 2,241 総務課

109 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

分譲マンション
管理セミナー

分譲マンションの維持管理等の
支援

市内の
分譲マン
ションの
居住者
または管
理組合
の方

2 50

第１回32
名

第２回31
名

共催
応募者・
参加者
の人数

定員50名に達すること
第１回32名
第２回31名

B

○定員の50名に達しなかったが、参
加者アンケート結果で「参考になっ
た」と回答した割合が全体の95％に
達したため。
○今後は、マンション台帳に登録し
ている管理組合に対し、年間のマン
ションに関する市の事業予定（管理
セミナーや個別相談事業等）一覧を
送付し、積極的な活用を啓発する。

継続 64 64 64
住宅政
策課
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
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回
　
数

対
象
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決算
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(千円)
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価
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績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

110 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

戸吹クリーンセ
ンター
施設見学

施設の役割やごみ処理の現状
を理解してもらい、ごみの減量・
資源化・分別の大切さを学ぶ機
会を提供する。

どなたで
も

90回
3,080人

（平成28年
度実績）

1,966 市単独
応募者・
参加者
の人数

見学者の増加 1,966 B

H30年度は延命化対策工事の影響
により4～6月まで清掃工場の見学を
中止したため数値減となっているが
その他の時期は概ね例年通りの数
値となっているため

継続 0 0 0
戸吹ク
リーンセ
ンター

111 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

交通安全教室
幅広い世代に交通ルールやマ
ナーの教育を行うことで、交通
事故の防止を図る。

どなたで
も

389

30,000

28433
（H28実績）

33,546 市単独
応募者・
参加者
の人数

前年度以上の参加者と
する。

33,546 B

高齢者向自転車実技教室を、新た
に開催するなど子どもから高齢者ま
で幅広い世代を対象にした交通安
全教室を開催することができた。

継続 なし 0 0
交通事
業課

112 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

親子で学ぶ交
通安全、自転
車教室

親子で交通ルールやマナー、安
全な自転車の乗り方を学ぶこと
により、交通事故の防止を図る。

どなたで
も

7 300 417 市単独
事業の
実施

前年度以上の参加者と
する。

417 B

各種イベント等で自転車シミュレータ
教室を開催し、自転車の正しいルー
ルやマナーの遵守を啓発することが
できた。

継続 なし 0 0
交通事
業課

113 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

成年後見制度
学習会

成年後見制度の普及啓発を図
るために学習会を開催する

どなたで
も

6

120人
（1回あたり
20～30

人）

183人 委託
応募者・
参加者
の人数

成年後見制度の普及・
利用促進

6回開催　183人 A

参加者が１８３人となり、予定人数を
大幅に上回ることができた。また、参
加者の90％近くから学習会について
満足との回答を得ることもできた。

継続 120 124 176

福祉政
策課

（社会福
祉協議

会）

114 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

八王子市地球
温暖化防止活
動推進セン
ターにおける
講座の実施

地球温暖化に関する講座を開
催し、市民・事業者の地球温暖
化に対する意識向上を図る。

どなたで
も

22
500

（25人/1
回）

523 委託
応募者・
参加者
の人数

未定
（平成36年度目標：環
境学習室を含む講座の

受講者数6,800人）

未定につき実績なし B

市内各所の市民センターで講座を
実施したことにより、市内全体での地
球温暖化防止の意識向上が図れ
た。

継続 ― ― -

環境政
策課

（特定非
営利活
動法人
環境活
動セン
ター八
王子）

115 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

地球温暖化防
止普及啓発イ
ベント

地球温暖化問題について市民
の意識や関心を高め、具体的な
行動を起こすきっかけとする。

どなたで
も

1 1500 742 委託

地球温
暖化問
題に関

心がある
人の割

合

未定
（平成36年度目標：地
球温暖化問題に関心が

ある人の割合89％）

未定につき実績なし B

参加者数は目標を下回ったが、多く
の市民が参加し、地球温暖化防止
の意識啓発・向上に繋げることがで
きた。

継続 ― ― -

環境政
策課

（特定非
営利活
動法人
環境活
動セン
ター八
王子）

116 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

エコひろばでの
環境講座

環境について関心を持つきっか
けづくりとして、環境教育・環境
学習の講座を実施する。

どなたで
も

112 6,000 9,795 委託
応募者・
参加者
の人数

6,000人 9,795 A
参加者が9,795であった。イベントへ
の出展も行ったことにより参加者数を
伸ばした。

継続 - ―        -

環境政
策課

（エコひ
ろば）

117 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

環境学習リー
ダー養成講座

市民が自発的に環境保全活動
を行う際のリーダー役となる「八
王子市環境学習リーダー」を養
成する。

どなたで
も

22 35 27 委託
応募者・
参加者
の人数

35人 27人 C

参加者が27人であった。受講者募
集を広報、チラシ配布で行っている
が、環境学習リーダーは小学校等へ
の学校教育支援も行うことから、学
校を通じた募集などを検討する。

継続 - ―        -

環境政
策課

（エコひ
ろば）

118 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

歯の健康教室

歯周病の予防や口腔機能の維
持、低下予防のための正しい知
識の普及と、健康増進意識を啓
発する。

成
人

6 60人 22人 市単独参加者の満足度
アンケート集計結果にお

ける満足度80％

22人、6回、おおいに満
足・満足と回答した人

80％
B

アンケート集計結果で満足度は満
80％であった。講義と実習により、歯
科疾患予防の理解を深められた。

継続 33 0 7
大横保
健福祉
センター
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119 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

成人健康教室
（保健・栄養）

食事・運動などの生活習慣改善
について講話や実習を行い、生
活習慣病などの疾病の予防・健
康づくりに関する正しい知識の普
及と健康増進意識を啓発する。

成人 3 ２５６人 85 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

85人、3回、大変満足・
満足と回答した人82％

B

アンケート集計結果で82％であっ
た。受診や生活改善を始めた市民も
おり、意識・行動変容という成果が得
られた。

継続 143 63 60
大横保
健福祉
センター

120 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

糖尿病重症化
予防教室(運
動実践)

糖尿病の未治療者の重症化予
防に向けて生活改善への支援
を図る。

成人 2 40 39 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

88.2% B 目標値を達成している。 継続 33 33 33

東浅川
保健福
祉セン
ター

121 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

歯の健康教育

歯周病の予防や口腔機能の維
持、低下予防のための正しい知
識の普及と、健康増進意識を併
発する。

成人 6 60 22 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

90% A

目標値を達成
歯周病の予防や口腔機能の維持、
低下予防のための正しい知識の普
及に努めた。

継続 0 0 0

東浅川
保健福
祉セン
ター

122 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

北野清掃工場
施設見学

施設見学者を受入れ実施する
ことで、可燃ごみ処理と余熱利
用の方法と現状を理解してもら
い、ごみの減量・分別の大切さ
を理解してもらう。

どなたで
も

55
2,700人
（Ｈ29実

績）
2,939 市単独

応募者・
参加者
の人数

3,000人
2,939人

（8.8％増）
B

工場見学の他、収集車による収集
体験や再生可能エネルギー（バイオ
マスボイラーを使用した足湯）につい
ても体験する機会を提供した。

継続 0 0 0
北野清
掃工場

123 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

北野環境教
育・
学習委員会

環境教育・学習への市民参加
の推進・環境啓発を目的に環境
に関する各種講座・講師派遣、
情報発信等市民との連帯を図
る。（官民協働事業）

どなたで
も

23
市民協働

者
100人

580 市単独
協働事
業の推

進

市民協働者
100人

580人
（580％増）

A

北野地区に位置する環境関連施設
を有効活用し、環境教育・学習への
市民参加（小中学生含む）・情報提
供や市民との連携事業も実施でき
た。

継続 626 366 626
北野清
掃工場

124 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

再生可能エネ
ルギー（木質
バイオマスボイ
ラー・足湯併
設）の普及啓
発

木質バイオマスの活用を図り、
再生可能エネルギーの普及促
進及び環境啓発について市民
の意識や関心を高める。

どなたで
も

184日

足湯利用
者

6,500人
（Ｈ29.4～Ｈ
30.2実績）

8,995 市単独

環境啓
発者数
（市民）
の人数

7,000人
8995人

(38.3％増）
B

社会科見学時のツールとしても活
用。導入当初より利用者が減少して
いるものの前年からは大幅増となっ
た。再生可能エネルギー普及及び
CO2削減などの啓発活動のさらなる
充実と足湯の周知、宣伝活動の拡
大を図る。

継続 4,576 4,574 5532
北野清
掃工場

125 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

あったかホー
ル
社会科見学

隣接する北野清掃工場のごみ
焼却余熱を利用し館内設備に
活用しているあったかホールの
見学を実施することで、余熱利
用を体感してもらう。

どなたで
も

10
750人

（Ｈ29実績
参考)

762
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

1,000人
762人

（1.6％増）
B

あったかホール単独の見学だけでは
なく、学校の要望に応えながら環境
関連施設が協働して、学校見学を
行うことにより子供たちや市民に施設
の重要性を伝える。

継続 0 0 0
北野清
掃工場

126 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

市民法律講座
「相続」

トラブルになりがちな相続を円滑
に進められるよう、市民の知識
向上を図る。

どなたで
も

1 100 72 共催
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度が80％以上

満足度88％ A

わかりやすくユーモアを交えつつ、法
改正による変更点も含めた内容であ
り、多くの参加者に満足いただいた。
市民法律講座は平成21年度より
行っており、今回で10回目の開催。

継続 0 0 0
市民生
活課

127 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

動物の適正飼
養講演会

動物の飼育に関する法令、しつ
け方、マナー、狂犬病などの人
と動物の感染症などについて講
演会を実施し、動物の飼い主の
意識向上を目指す。

どなたで
も

1 70人程度 141人 共催
参加者
の満足

度

アンケートを実施し、満
足度を高めるとともに、

ニーズを探り次回の講演
会のテーマを適切に設

定する。

参加者全員にアンケー
トを実施したところ131
人から回答があり、その
うち約7割の91人が次
回も参加したいとの回

答であった。

A

参加予定数の70人を大幅に上回る
141人の参加があった。また、参加
者アンケートにおいても、多くの好意
的な意見をいただき、市民に対する
本事業への期待の高さが感じられ
た。

継続 249 40 74
生活衛
生課
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128 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

市民自由講座
歴史・文学等、多種多様な分野
の講座を開催し、生涯学習の
きっかけとする。

どなたで
も

101 12,000 7,273 共催
参加者
の満足

度
満足度80％以上

受講者アンケートでの
「大変満足」「満足」の

割合80.8％
B

開催回数は充実したが、　個々の講
座の参加者の減少傾向が見られ
た。

継続 2,206 2,203 2203
学習支
援課

129 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

女性のための
健康講座

女性の健康増進につながる講
座を実施、女性が自らの健康に
ついて考える機会を提供する。

300 市単独
参加者
の満足

度
満足度80％以上

受講者アンケートでの
「大変満足」「満足」の

割合％
B

市民自由講座に統合して女性向け
の講座を実施する。

継続
都補助金の扱い変
更のため

167 -
学習支
援課

130 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

八王子学園都
市大学

高度で専門的な学習機会を継
続的に提供することにより、市民
の生きがいづくりや地域の活性
化に貢献することをめざす。

成人

307
【内訳】
一般講

座
237

公開講
座
73

5,000

7,217
【内訳】

一般講座
2,632

公開講座
4,585

委託
参加者
の満足

度
95%以上

アンケート結果
満足とやや満足を合わ

せた合計の平均：
97.6%　（一般講座：
97.8%　公開講座：

97.5%）

B
開講している講座が多様で、受講者
のニーズに沿った講座が選択でき
る。

継続 55,642 55,642 61,542

学園都
市文化

課
（八王子
学園都
市大学
事務局
（（公財）
八王子
市学園
都市文
化ふれ
あい財
団））

131 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

東京交響楽団
PJ
ヴェルディレク
イム公演と合
唱ワークショッ
プ

市民に身近な場所で優れた芸
術文化活動に参加・体験する機
会をつくる。

どなたで
も

【公演】1
回

【合唱
WS】18

回
【発声

レッスン】
延べ146

回

参加者数
144

入場者数
1,600

【合唱団所
属】138

【公演】750
【合唱WS】
延べ2425
【発声レッ
スン】延べ

146

補助
参加者
の満足

度

合唱技術のレベルアップ
を通じた満足度の向上

アンケート結果：
満足度はおおむね良好 B

満足度向上の目標が達成できたた
め。
アンケート結果より、技術的な指導に
対しての満足度は向上しているとい
える。

継続 12,015 11,252 3,315

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

132 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

東京交響楽団
PJ
フォーレレクイ
ム合唱オフト
レーニングと
ワークショップ

市民に身近な場所で優れた芸
術文化活動に参加・体験する機
会をつくる。

どなたで
も

【WS】
10回

【発声】
延べ79

回

参加者数
150

【合唱団所
属】106

【WS】延べ
957

【発声】延
べ79

補助

①3校以
上の応
募数

②実施
校の要

望と楽団
とのス

ムーズな
マッチン
グと着実
な実施

・参加者数
100人以上

・合唱技術のレベルアッ
プ

・参加者数：10６人
・合唱技術は向上して

きている
B

参加者数の目標値が達成できたた
め。
次年度、初めて合唱団単独でのコン
サートを実施することもあり、合唱団
としての技術レベルは徐々に向上し
ている。

休止

鑑賞事業数の増、
市民参加事業数の
減を目的とし、H32
年度に向けたオフト
レーニングは休止と
する。

1,732 1,058 0

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

133 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

初心者のため
の茶道教室

長い歴史を通して洗礼され伝承
してきた「茶道」のなお一層の普
及を図る。

どなたで
も

24 120人 延べ396
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

参加者数
各期15名以上

参加者数
各期を通して年平均

33人
A

目標を大幅に越え、年間で400名近
い参加者を迎え実施することができ
たため。

継続 786 773 450

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

134 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

初心者のため
の煎茶道教室

茶の湯の影響をうけながら、洗
礼されてきた「煎茶道」の普及を
図る。

どなたで
も

24 120 延べ133
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

参加者数
各期15名以上

参加者数
各期を通して年平均

11人
B

各回の目標値に届かなかったたが、
煎茶同の普及に寄与した。（年間で
は130名強）
次年度は、チラシなどのPRを強化
し、より多くの参加者数を目指す。

継続 369 370 191

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

135 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

さくらそうの楽
しみ

日本古来の植物であるさくらそう
の魅力・育て方を伝える

どなたで
も

1 20 10
指定管
理者

協働事
業の推

進
参加人数20人 参加人数10人 B

アンケートでは「他の人にもお勧めし
たい」という人が89％という成果が得
られた。江戸園芸品種の保存・普及
に携わる団体との協働により参加者
の啓発・活性化につながった。来年
度は市広報での周知を図る。

継続 15 10 15

公園課
（駒木野

庭園
アーツ）

136 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

モリアオガエル
の会

庭園内に生息するモリアオガエ
ルの生態講演会

どなたで
も

1 20 19
指定管
理者

参加者
の満足

度
参加人数20人 参加人数19人 B

アンケートでは満足との回答が89％
という成果が得られた。

継続 15 9 15

公園課
（駒木野

庭園
アーツ）

137 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

庭園ガイド
駒木野庭園の解説を通して日
本庭園の魅力を知る

どなたで
も

1 不定 5
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

参加人数10人 参加人数5人 B

目標人数を達成できなかったもの
の、アンケートでは満足との回答が
100％という成果が得られた。来年
度は市広報での周知を図る。

継続 0 1 0

公園課
（駒木野

庭園
アーツ）

138 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

夏休み工作イ
ベント

日本の伝統的な工作を紹介、
制作

どなたで
も

3 10 29
指定管
理者

参加者
の満足

度
参加人数10人 参加人数29人 A

実施回数が3回、参加人数も29人と
いう成果が得られた。アンケートでは
満足の回答が96％という成果が得ら
れた。

継続 10 51 15

公園課
（駒木野

庭園
アーツ）

139 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

秋の鳴く虫の
音を楽しむ会

秋の風物詩である鳴く虫につい
て学ぶ

どなたで
も

1 20 29
指定管
理者

参加者
の満足

度
参加人数20人 参加人数29人 A

参加人数29人、アンケートでは満足
の回答が100％という成果が得られ
た。

継続 15 24 20

公園課
（駒木野

庭園
アーツ）

140 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

庭園ガイド
駒木野庭園の解説を通して日
本庭園の魅力を知る

どなたで
も

3 不定 11
指定管
理者

参加者
の満足

度
参加人数10人 参加人数19人 A

参加人数19人、アンケートでは満足
の回答が100％という成果が得られ
た。

継続 0 1 0

公園課
（駒木野

庭園
アーツ）

141 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

庭師養成講座 庭師による庭木の手入れ実習 成人 1 10人 10
指定管
理者

参加者
の満足

度
参加人数10人 参加人数10人 B

参加人数10人、アンケートでは満足
の回答が90％という成果が得られ
た。

継続 10 5 10

公園課
（駒木野

庭園
アーツ）

142 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

ミニ門松作り 伝統文化である正月飾りの制作 成人 1 15 16
指定管
理者

参加者
の満足

度
参加人数15人 参加人数16人 A

参加人数16人、アンケートでは満足
の回答が100％という成果が得られ
た。

継続 10 15 15

公園課
（駒木野

庭園
アーツ)

143 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

春のスワッグ
づくり

日本の伝統的な工作を紹介、
制作

成人 1 10人 10
指定管
理者

参加者
の満足

度
参加人数10人 参加人数10人 B

参加人数10人、アンケートでは満足
の回答が90％という成果が得られ
た。

継続 10 16 16

公園課
（駒木野

庭園
アーツ)

144 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

ネイチャークラ
フト

公園の自然から得られるさまざ
まな素材を集め、草木染や工作
を体験し、自然に親しんでもら
う。

どなたで
も

4 60 62
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

予定定員を満たす申込
み数を得られること。

応募者、参加者ともに
定員数を上回った。

B
参加者が62人であった。応募者とも
に予定数を上回るという成果が得ら
れた。

継続 151 151 118

公園課
（ひとま
ちみどり
由木）

145 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

ちょこっとさん
ぽ

年齢にかかわらず気軽に参加で
きる、申込み不要のガイド付き園
内散策。長池公園の魅力を多く
の人に知ってもらう。

どなたで
も

6 未定 39
指定管
理者

参加者
の満足

度

車いすやベビーカーなど
でも参加できるようなイ
ベントを実施することで、
障害者への合理的配慮
も含めた、多様な方々へ
の学習機会提供を増や
し、満足度の向上を目指

す。

39人　6回
満足と回答した人80％

B
満足と回答した人が80％を上回る
成果を得られた。

継続 8 6 8

公園課
（ひとま
ちみどり
由木）
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績
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形態

回
　
数

対
象
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(千円)
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所管
課事
業評
価
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績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

146 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

母子家庭等就
業・自立支援
センター事業
（就業支援セミ
ナー）

母子家庭の母及び父子家庭の
父の自立を促進すること。

親子・保
護者

8
160

（500部）
98人 委託

参加者
の満足

度

参加者アンケートのうち、
満足したものが80％以

上とする。

参加者アンケートのう
ち、満足したものが

92％だった。
B

参加者アンケートの満足度が高かっ
たため

継続 6,325 4,320 10827
子育て
支援課

147 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

母子家庭等就
業・自立支援
センター事業
（パソコン講習
会）

母子家庭の母及び父子家庭の
父の自立を促進すること。

親子・保
護者

16
160

（500部）
123人 委託

参加者
の満足

度

参加者アンケートのうち、
満足したものが80％以

上とする。

参加者アンケートのう
ち、満足したものが

96％だった。
B

参加者アンケートの満足度が高かっ
たため

継続 6,325 4,320 10827
子育て
支援課

148 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

健康入浴講座
目的別の入浴方法を学ぶこと
で、ヒートショック予防や施設の
利用促進につなげる。

どなたで
も

4 15 29
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

施設利用者数の増加

イベント実施日の利用
者

実績1,610人
（目標1,463人）

B
参加者がのべ1,610人であり、施設
利用者の増と、館の運営目的である
健康増進に寄与できた。

継続 未定 0 0

地域医
療政策

課
（日本環
境マネ
ジメント
株式会

社）

149 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

ヨガ教室
リラックス効果のあるヨガ教室を
定期開催することで、施設の利
用促進につなげる。

どなたで
も

23 72 299
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

施設利用者数の増加

イベント実施日の利用
者

実績5,368人
（目標5,177人）

B
参加者がのべ5,368人であり、施設
利用者の増と、館の運営目的である
健康増進に寄与できた。

継続 未定 168 168

地域医
療政策

課
（日本環
境マネ
ジメント
株式会

社）

150 ２-①

身近で多
様な学習
機会の充
実

幼児食講習会

幼児期から適切な生活リズム、
食習慣の形成を図る。知識の普
及を図り不安や悩みの軽減の支
援をする。

親
子
・
保
護
者

2 36組 30組 市単独参加者の満足度
アンケート集計結果にお

ける満足度80％

３０組、2回、おおいに
満足・満足と回答した

人100％
B

アンケート集計結果でおおいに満足・
満足と回答した人100％であった。
グループワークや講話が悩み軽減に
なったという成果が得られた。

継続 33 10 9

大横保
健福祉
センター

151 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

学校図書館ボ
ランティア研
修会

学校図書館の環境整備及び読
書活動の推進に必要な技術及
び知識の習得

どなたで
も

2
108人

（1人/1学
校）

109 市単独
応募者・
参加者
の人数

108人 100% B
学校図書館の環境整備や本の修理
など研修内容の工夫も行っていきた
い。

継続 0 0 54 指導課

152 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

地区図書室・
読み聞かせ等
行事

地区図書室の活性化を図る。 子ども 131 - 3,394 補助
応募者・
参加者
の人数

前年度より参加人数を
増やす

131回　3,394人 B

前年度の参加人数（3,626人）を下
回ったが、大規模改修に伴い休館し
ていた市民センターがあったことを考
慮すると、全体的には地区図書室の
活性化に寄与したものと考えられる
ため。

継続

地区図
書室運
営事業

補助の中
で実施

地区図
書室運
営事業

補助の中
で実施

地区図
書室運
営事業

補助の中
で実施

協働推
進課

（各地域
住民協
議会）

153 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

高齢者施設読
書活動支援事
業（出張図書
館）

図書館への来館が困難な高齢
者の入居施設を対象に、図書の
出張貸出しなどを実施し、だれ
もが身近に読書に親しめる環境
の整備を行う。

高齢者
出張17
団体12

210冊/回
貸出数
3,890冊

共催

参加者
の満足

度
及び利
用の促

進

貸出しを行うとともに、本
の読み聞かせなどを行う
ことで、多くの入居者が

読書に親しみ、読書を楽
しめるようにする。

ボランティアの訪問を楽
しんでおり、本のリクエス
トがあるなど読書への積
極的な動きが見られ

る。

B

入居者の満足度も高く、来館が困難
な高齢者の読書機会を提供できて
いる。今後は、資料を充実し、さらな
る利用施設の拡大に取り組む。

継続 3,974 3,922 3951
中央図
書館

154 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

対面朗読

視力障害等で読書に親しむ機
会の少ない市民に対し、図書館
の対面朗読室で図書の朗読を
行うなど、読書環境を整備す
る。

障害者 478 400 478 共催 実施回数 400回以上 478回 B

視覚障害者など活字をそのままでは
読むことが困難な方の要望に応え、
朗読により読書できる支援を行うこと
ができた。

継続 450 437 450
中央図
書館
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧
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予定 実績
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回
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評価理由、実績、来年度の
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価
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績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

155 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

高齢者・障害
者への図書宅
配サービス

寝たきり高齢者・障害者等で図
書館に来館することが困難な方
に対して、図書を宅配するなど
読書環境を整備する。

高齢者・
障害者

188 200 188 共催
実施回

数
200回以上 188人 B

利用者の増加に向けて、PRやボラン
ティアの育成に取り組み、図書館に
来館することが困難な高齢者・障害
者の読書環境向上を図った。

継続 125 54 120
中央図
書館

156 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

朗読会
ボランティアが本等の朗読を行
い、高齢者が読書をすることへ
のきっかけを創出する。

高齢者 2 70/回 121 共催
参加者
の人数

各回60人以上
春76人
秋45人

B

読書離れが進む傾向にある高齢者
を主な対象として実施し、本に親しむ
きっかけとなった。多くの方に読書の
楽しみを伝え図書館利用の促進にも
つながった。

継続 0 0 0
中央図
書館

157 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

読書感想画コ
ンクール

読書による印象や感動を絵で表
現し、感動をさらに深めるととも
に、本に親しみ読書習慣を身に
付ける。読書感想画の、入賞作
品を展示する。海外友好都市
台湾の作品も展示する。
募集期間：8～9月

子ども 1 1000 981 共催
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数の達成 981人 B

30年度は市内小中学校への周知・
応募依頼のほか、市内の書店や地
下通路にポスターを掲示するなど、
チラシやポスターを増やし募集を
行った。感想画の応募数が減少傾
向にあることから、市内学校への働
きかけや作品展示の機会を増やす
などしてＰＲする。

継続 501 494 174

生涯学
習セン
ター図
書館

158 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

読書感想文コ
ンクール

読書による印象や感動を文章で
表現し、感動をさらに深めるとと
もに、本に親しみ読書習慣を身
に付ける。入賞作品を展示す
る。

子ども 1 4,000 4,345点 共催
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数の達成

小学校1・2・3学年の部
1,048作品、小学校4・
5・6学年の部 1,805作

品、中学校の部
1,492作品

合計4,345作品
（昨年度4,028点）

B

30年度は市内の書店や地下通路に
ポスターを掲示するなど、チラシやポ
スターをの掲示場所を追加し募集を
行ったところ、応募者が増えた。今年
度も、市内学校などへの働きかけの
機会や周知媒体を増やすなどしてさ
らにＰＲする。

継続 1,144
No.158と

合算
805

川口図
書館

159 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

一日図書館員
（小学生向け）

図書館業務の実体験を通して、
図書館への理解を深める。
実施日：8/1,2,8,9

子ども

10
（３館合

計）
生涯：4
南大沢：

4
川口：2

120

104
（３館合計）
生涯：45

南大沢：42
川口：17

市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数の達成

104人（10回）
生涯：45人　4回

南大沢：42人　4回
川口：17人　2回

B

図書館の仕事は貸出等の接客業務
だけでなく、内部業務も多くあることを
知ってもらえ、体験を通して図書館
をより身近な存在に感じてもらうこと
ができ、図書館利用の促進にもつな
がった。今年度から窓口またははが
きでの申し込みから、メールでの申し
込み方法を追加したことにより、申込
数が増加した。

継続 0 0 0

図書館
3館

(生涯、
南大
沢、川
口)

160 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

一日図書館員
（中高生向け）

図書館業務の実体験を通して、
図書館への理解を深める。
実施日：8/15,16

子ども

6
（３館合

計）
生涯：2
南大沢：

2
川口：2

36

29
（３館合計）
生涯：14

南大沢：12
川口：3

市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数の達成

29人（6回）
生涯：14人　2回

南大沢：12人　2回
川口：3人　2回

B

中学生ボランティア体験を廃止し、
図書館に親しみ、本を好きになり、自
主的な読書活動へつなげることを目
的とした「一日図書館員」として高校
生も参加できる新規事業として実施
したことにより、参加者が増加した。

継続 0 0 0

図書館
3館

(生涯、
南大
沢、川
口)

161 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

としょかんたん
けんたい

図書館窓口や内部業務等の幅
広い業務の図書館を探検する
など、図書館をより身近な存在
に感じてもらい、利用促進に努
める。
実施日：7/25,26

子ども 2 40 41 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数の達成 41人　2回 B

予定以上の応募があったが、受け入
れ可能な範囲で柔軟に対応できた。
多く子どもたちが参加できるよう、次
年度もPRを十分に行い、募集人数
や実施体制の検討も行う。

継続 0 0 0

生涯学
習セン
ター図
書館
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新
規
事
業
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施策の展開

事　業　名

162 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

図書館まつり

図書館の利用促進や図書館に
関連した活動を市内で行ってい
る団体の発表や紹介をする機
会とするため、10月27日の「は
ちおうじ読書の日」・全国「読書
週間」に合わせ、毎年10月に市
内4図書館にて図書館まつりを
開催し、図書のリサイクルやテー
マ展示の他、各種イベントを行
う。

どなたで
も

1 2,500 3,176
実行委
員会

参加者
への満
足度

及び利
用の促

進

図書館の利用促進や
「読書のまち八王子」の

推進
3,176人 B

期間中3,000名を超える方の来場が
あった。各図書館では図書・雑誌の
リサイクル、共通テーマ展示を行った
ほか、中央図書館では、秋の朗読
会、図書館いろいろ体験、ビブリオバ
トルなど、図書館に関連した活動を
市内で行っている団体によるさまざ
まなイベントを実施した。

継続 95 63 100

生涯学
習セン
ター図
書館

163 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

図書等のリサ
イクル

所蔵期限の過ぎた本や雑誌資
料を有効活用してもらうため、市
施設・関連団体、市民に提供す
る。
実施日：図書館まつりや生涯学
習フェスティバルに合わせ10月

どなたで
も

4
（3館合

計）
中央館：

1
生涯：1
南大沢：

1
川口：1

中央館：
795

生涯：535
南大沢：

612
川口：786

市単独
配布冊

数

配布施設・団体を増加
し、さらに本や雑誌資料

を有効活用する。

中央館：8,203冊
生涯：4,634冊

南大沢：2,508冊
川口：1,131冊

B

市民への無料配布に先だち、市内
の小中学校、学童保育所、保健福
祉センターなど市施設のほか、リサイ
クル資料の有効活用のため、地域
文庫や地区図書室へ提供した。
図書館まつり等において、開館前に
行列ができるなど誘引効果にもつな
がった。

継続 0
図書館

４館

164 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

図書のテーマ
展示（児童・一
般）

図書館から様々な種類の図書
を紹介し、図書に親しむ機会を
提供し、図書館利用の促進を図
るほか、行政からの情報発信の
機会として活用する。
実施日：通年

どなたで
も

169
（4館合

計）
中央：45
生涯：48
南大沢：

49
川口：27

（生涯：
1,452）

市単独

参加者
への満
足度

及び利
用の促

進

図書館から様々な種類
の図書を紹介すること

で、図書に親しむ機会を
提供し、図書館利用の
促進を図る。市の各所
管との連携を拡大する。

中央：45回（一般32、
児童13）

生涯：49回
南大沢：一般30テーマ

児童19テーマ
川口：一般27テーマ

B

（南大沢）南大沢図書館では、児童
テーマ展示を毎月行っているが、
テーマの内容が似ていたり、範囲が
狭かったりすることも多かったので、
内容を精査したうえで、より多くの図
書を紹介できるようにする。

継続 0
図書館

４館

165 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

おはなし会

親と子を対象に、読み聞かせ等
のおはなし会を実施することで、
物語や本の楽しさを啓発し、子
どもの読書活動の推進を図ると
ともに、読書習慣を身につける
きっかけとする。
各館で毎月定期的に実施して
おり、広報はちおうじや図書館通
信などでお知らせしている。

どなたで
も

115
（4館合

計）
中央：36
生涯：26
南大沢：

39
川口：14

各10名

1,976
（４館合計）
中央632
南大沢：

594
生涯：332
川口：418

共催
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数の達成

中央：48回（586人）
生涯：15回（332人）

南大沢：42回（692人）
川口：12回（416人）

B

平日開催と土日開催により参加人
数は大きく異なるものの、参加される
親子の満足度は高く、読書習慣を身
につけるきっかけとなっていることか
ら今後も継続して実施していく。

継続 0
図書館

４館

166 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

子ども読書の
日記念事業(と
しょかんこども
まつり)

子ども読書の日にちなみ、本に
親しむ機会を設けて、子どもの
読書活動を推進する。

子ども

4
（4館合

計）
中央：1
生涯：1
南大沢：

1
川口：1

315

277
（４館合計）
中央：211
生涯：26

南大沢：20
川口：20

市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数の達成

中央：211人
生涯：26人

南大沢：20人
川口：20人

B

4月23日のこども読書の日にちなみ
連休前後に開催。おはなし会や工作
を行い図書館利用のきっかけとし
た。チラシ配布等により周知したが、
さらなる参加者の増を目指していく。

継続 15
図書館

４館

167 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

七夕行事の実
施

児童と本・図書館が身近になる
ように、七夕行事を行う。
（７月に各館１回）

子ども

3
（3館合

計）
中央：1
生涯：1
南大沢：

1

各25名

232
（３館合計）
中央：不明
生涯：191
南大沢：41

市単独
応募者・
参加者
の人数

短冊の配布枚数の達成

中央館　225枚
生涯：191枚

南大沢：500枚
川口：186枚

B
短冊飾りや、七夕にちなんだ本の読
み聞かせを行った結果、想定を上回
る参加があった。

継続 0
図書館

4館
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新
規
事
業
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施策の展開

事　業　名

168 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

クリスマス行事
の実施

児童と本・図書館が身近になる
機会を設け、児童の読書推進と
親子の触れ合う場を提供する。
（12月に各館1回）

子ども

3
（3館合

計）
中央：1
生涯：1
南大沢：

1

各30

110
（3館合計）
中央：35
生涯：38

南大沢：37

市単独
応募者・
参加者
の人数

参加予定者数の達成

中央：35人
生涯：38人

南大沢：37人
川口：26人

B
絵本の読み聞かせと工作会を行っ
た。その結果、前年を上回る参加が
あった。

継続 0
図書館

4館

169 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

「八王子に関
する新聞記事
索引」の発行

八王子市に関する新聞記事索
引を作成し、地域の歴史の一部
として記録し、市民の利用に供
す。

どなたで
も

1 250 250 市単独 作成者

八王子市に関する新聞
記事索引を作成し、地

域の歴史の一部として記
録し、市民の利用に供

す。

250部 B

地域の歴史の一部として、記事索引
を作成・保存し、市民の利用に供す
ることができたほか、市外近隣図書
館など関係各所に配布し、所蔵して
もらうことで、郷土の資料をより多くの
方に利用していただくことができた。

継続 0 0 0
中央図
書館

170 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

夏休み手づくり
の絵本

夏休みに、世界に一冊しかない
絵本作りを行い、本や読書に親
しむ機会の促進を図る。

子ども 4 100 96 共催
参加者
の満足

度
80％以上 94% B

満足度が90％を超え毎年好評であ
る。市民団体と共催で実施し、本の
製作を通じて本や図書館に親しむ
きっかけづくりの役割も果たしている。

継続 41 40 41
中央図
書館

171 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

手づくりの本展
手づくりの本を公募・展示し、本
に親しみと愛着を持つ機会とす
る。

どなたで
も

1 198 195 共催
応募者・
参加者
の人数

195人 230 B

目標は達成できなかったが、様々な
創意工夫のある作品が今年も出品
され好評であった。引き続き、市民
団体との協力体制で取り組む。

継続 0 0 0
中央図
書館

172 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

地域子ども文
庫育成事業

地域での読書環境の充実を図
るため、地域文庫との連携を強
化する。

どなたで
も

3 6 6 補助
協働事
業の推

進
継続

地域子ども文庫からの
希望本を図書館で購入
し、団体貸出を行った。
6文庫へ323冊貸出

B
文庫からの希望図書を提供すること
で、地域に根ざした子どもの読書環
境の向上を図った。

継続 430 406 427
中央図
書館

173 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

地区図書室へ
の支援

地域における読書活動の推進を
図るため、地区図書室の充実及
びサービス向上への支援を行
う。

どなたで
も

随時 補助協働事業の推進 継続

コミュニティ振興財団か
ら各地区図書室の希望
図書の提示を受け、図
書館で購入し団体貸付

を行った。
16室：2,768冊

B
地域からの希望図書を提供すること
で、地域に根ざした読書環境の向上
を図った。

継続 4,303 3,948 390
中央図
書館

174 ２-②
読書のまち
八王子の
推進

八王子千人塾
高齢者の調べ学習に対する場
所の提供と情報収集を支援す
る。

高齢者 1 30人

参加者
11名

内修了者
10名

共催

参加者
数

修了者
数

参加者
10名

内修了者
9名

参加者：11
修了者：10

B

予定参加者数には達しなかったもの
の、調べ学習の成果が全国規模の
コンクールで入賞したほか、図書館
総合展フォーラムで優良事例として
紹介されるなど、千人塾受講終了後
の自主的なグループ活動「塾生の
会」を含め高く評価された。

継続 0 0 0
中央図
書館

175 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

施設見学会

公共施設等の見学をとおし、市
民の市政への理解を深めるとと
もに身近な市民参加の機会とす
る。

どなたで
も

3 1回40名位 47 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にて
「満足」が80％以上

１回目は参加者全員が
「満足」「ほぼ満足」と回

答した。
２、３回目は参加者全
員が「また参加したい」

と回答した。

A

　多くの参加者の方に、市内の観光
地や歴史文化に触れていただくこと
ができ、市の施策に有効な多くの意
見を聴取できたと同時に、アンケート
でも満足度の高さが伺えるため。
　来年度はテーマを変え、小学生か
ら高校生を主な対象とする若者の市
民参加の推進に関連した企画を加
える。

継続

管財課
が計上バ
ス借り上

げ費

管財課
が

計上バス
借り上げ

費

管財課
が

計上バス
借り上げ

費

施設使
用料19
千円

広聴課
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（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

176 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

文化財見て歩
き

本市固有の歴史文化について
学芸員が現地で解説・紹介する
ことで、その理解を深める。

どなたで
も

4 120 79 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加者120人 79人 B

募集人員120人のところ、応募者数
は98人、当日参加者は79人で目標
を達成できなかったが、アンケートを
2回実施し、その結果「満足」の回答
が約8割という成果が得られたため。

継続 5 5 5
文化財

課

177 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

第16回八王
子車人形と民
俗芸能の公演

本市に伝わる民俗芸能の公演
及び展示を行い普及を図ること
で、市民全体で保存継承する意
識の醸成を行う。

どなたで
も

1 1,200 747 委託
応募者・
参加者
の人数

参加者1,200人 747人 C

参加者が747人で目標を達成でき
なかった。31年度は若い世代に伝
統芸能に親しんでもらうため、今まで
以上に市内小中学校に周知する。

継続 1,650 1,650 1650
文化財

課

178 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

伝統文化ふれ
あい事業「説
経節体験・発
表講座～三味
線・語り～」

伝統芸能の後継者の発掘及び
育成支援を行う。

成人 1 10 10
実行委
員会

参加者
の満足

度

アンケート回答者の7割
が「満足」と回答する

88.80% A

アンケートに回答した参加者が９名
で、「満足」（とてもよい・よいと回答し
た者を満足したと計算した）と答えた
人数が８名であった。

継続 - ‐ 0

文化財
課

（伝統文
化

ふれあ
い事業
実行委
員会）

179 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

伝統文化ふれ
あい事業「民
俗芸能講座」

民俗芸能の保護及び普及を図
る。

どなたで
も

3 - -
実行委
員会

参加者
の満足

度

アンケート回答者の7割
が「満足」と回答する

71% B

「獅子舞講座」「木遣」「説経節講
座」の3講座で41人が参加し、アン
ケート回答者の7割から「満足」と回
答が得られた。

継続 - - 0

文化財
課

（伝統文
化

ふれあ
い事業
実行委
員会

180 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

文化財年報

文化財の調査及び研究活動を
発表することで、八王子の文化
財に対する市民の理解を深めて
もらう。

どなたで
も

1 250 250 市単独
発行時

期
12月まで 3月 C

12月の発行には間に合わなかった
が、今年度内に発行できたため。平
成31年度は目標達成できるよう業
務の見直しを含め処理を進めてい
く。

継続 137 135 170
文化財

課

181 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

体験学習「ま
ゆ人形づくり」

蚕のまゆを使った工作を実施
し、八王子の養蚕の歴史につい
て理解を深める

どなたで
も

1 20 51 市単独
参加者
の満足

度

アンケート回答者の8割
が「満足」と回答する

全アンケート回答者から
「満足」の回答を得た。

B

全回答者から満足との回答を得るこ
とができた。
八王子の養蚕の歴史について市民
が理解を深める機会とすることがで
きた。

継続 9 2

郷土資
料館で実
施する全
ての体験
学習の予
算として
合計48
千円

文化財
課

郷土資
料館

182 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

体験学習八王
子かるたとお
正月あそび」

羽根つきやコマ回しなど昔のお
正月あそびについての体験を通
じて八王子の文化への理解を
深める。

どなたで
も

1 20 31 市単独
参加者
の満足

度

アンケート回答者の8割
が「満足」と回答する

アンケート回答者の9割
以上から「満足」の回答

を得た。
B

アンケート回答者の9割以上から満
足との回答を得ることができた。
遊びを通じて八王子の文化について
市民が理解を深める機会とすること
ができた。

継続 9 2

郷土資
料館で実
施する全
ての体験
学習の予
算として
合計48
千円

文化財
課

郷土資
料館

183 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

体験学習「火
おこし」

縄文時代について、講義と体験
を通じて生活・文化への理解を
深める。

どなたで
も

1 20 43 市単独
参加者
の満足

度

アンケート回答者の8割
が「満足」と回答する

全アンケート回答者から
「満足」の回答を得た。

B

全回答者から満足との回答を得るこ
とができた。
縄文時代の生活・文化について市民
が理解を深める機会とすることがで
きた。

継続 9 5

郷土資
料館で実
施する全
ての体験
学習の予
算として
合計48
千円

文化財
課

郷土資
料館
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

184 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

講座「明治維
新の古文書を
読んでみよう」

初心者向けの古文書解読講座
を開催し、歴史に興味を持つ
きっかけを作る。

どなたで
も

1 20 20 市単独
参加者
の満足

度

アンケート回答者の8割
が「満足」と回答する

全アンケート回答者から
「満足」の回答を得た。

B

目標値を上回り、全回答者から満足
との回答を得ることができた。
市民が歴史に興味を持つきっかけと
することができた。

継続 - 0 0

文化財
課

郷土資
料館

185 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

講座「八王子
空襲と戦時下
の生活」

体験談を通じ戦中・戦後の市民
生活について理解を深める。

どなたで
も

2 20～30 56 市単独
参加者
の満足

度

アンケート回答者の8割
が「満足」と回答する

アンケート回答者の8割
以上から「満足」の回答

を得た。
B

アンケート回答者の8割以上から満
足との回答を得ることができた。
戦争を知らない幅広い世代の市民
に戦争の悲惨さを伝えることができ
た。

継続 - 0 1

文化財
課

郷土資
料館

186 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

講座「歴史資
料をひもとく～
永禄４年の八
王子市域」

初心者向けの古文書解読講座
を開催し、歴史に興味を持つ
きっかけを作る。

どなたで
も

1 20 23 市単独
参加者
の満足

度

アンケート回答者の8割
が「満足」と回答する

アンケート回答者の8割
以上から「満足」の回答

を得た。
B

アンケート回答者の8割以上から満
足との回答を得ることができた。
市民が歴史に興味を持つきっかけと
することができた。

継続 - 0 0

文化財
課

郷土資
料館

187 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

企画展
「八王子と明
治維新－黒船
来航から士族
反乱まで－」

維新150周年に合わせ、明治維
新期における八王子について当
時の資料を展示する。

どなたで
も

1 -
入館者数
3,520人

市単独
応募者・
参加者
の人数

入館者3,000人以上 入館者数3,520人 B

目標値を達成できた。
平成30年は明治維新150周年の記
念の年であり、時局に合わせた企画
展を実施することで郷土八王子の歴
史に理解や関心を高めることができ
た。

継続 - 0 0

文化財
課

郷土資
料館

188 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

企画展
「戦争と八王
子」

夏休みと終戦記念日に合わせ
過去の戦争の悲惨さを語り継ぎ
戦争と平和を考える機会とす
る。

どなたで
も

1 -
入館者数
4,170人

市単独
応募者・
参加者
の人数

入館者3,000人以上 入館者数4,170人 B

入館者数が4,170人であり、目標値
を達成できた。
戦争を知らない幅広い世代の市民
に戦争の悲惨さを伝えることができ
た。

継続 - 0 0

文化財
課

郷土資
料館

189 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

企画展「七福
神　八王子の
恵比寿・大黒」

市内旧家および館所蔵の七福
神像や縁起物などを展示する。

どなたで
も

1 -
入館者数
1,583人

市単独
応募者・
参加者
の人数

入館者2,000人以上 入館者数1,583人 B

入館者数が1,583人であり、目標値
を達成できなかった。しかし、アン
ケートでは約9割の方が本企画展に
対して「よかった」と回答しており、多
くの市民に対して八王子の文化につ
いて理解と関心を高めることができ
た。

継続 - 0 0

文化財
課

郷土資
料館

190 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

特別展「近世
八王子　文芸
の息吹－学問
と芸術の世界
－」

近世の八王子における在村文
化について当時の資料を展示
する。

どなたで
も

1 -
入館者数
2,912人

市単独
応募者・
参加者
の人数

入館者3,000人以上 入館者数2,912人 B

入館者数が2,912人であり、概ね目
標値を達成することができた。
アンケートからも好評価が多く寄せら
れ、多くの市民に対して八王子の文
化について理解と関心を高めること
ができた。

継続 83 53 84

文化財
課

郷土資
料館

191 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

特別展「八王
子のおまじな
い」

八王子における「おまじない」を
テーマに当時の資料を展示す
る。

どなたで
も

1 -
入館者数
3,444人

市単独
応募者・
参加者
の人数

入館者3,000人以上 入館者数3,444人 A

入館者数が3,444人であり、目標値
を達成することができた。
本特別展については会期後半につ
れて評判が広まり、入館者数が伸び
た。会期最終の土曜日には、平成
30年度最多となる来館者数389人
を記録した（参考：平成29年度一日
平均来館者数は85人）。

継続 83 56 84

文化財
課

郷土資
料館
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

192 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

特別展「近世
八王子　文芸
の息吹－学問
と芸術の世界
－」図録

特別展の一環として展示図録を
発行する。

どなたで
も

1 1000 1000部印刷 市単独
応募者・
参加者
の人数

年度内に400冊販売す
る

年度内に148冊販売し
た。

B

年度内の販売数は148冊となり、目
標値を下回る結果となってしまった。
しかし、市内外の方々に八王子の歴
史や文化に理解や関心ををもっても
らうために、図書館・博物館その他
関係者・関係機関等に計262部配
布したことで、販売分と合わせて計
410部配布することができた。

継続 519 421 605

文化財
課

郷土資
料館

193 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

特別展「八王
子のおまじな
い」図録印刷

特別展の一環として展示図録を
発行する。

どなたで
も

1 1000 600部印刷 市単独
応募者・
参加者
の人数

年度内に200冊販売す
る

年度内に352冊販売し
た。

A

年度内に352冊販売し、目標値を達
成することができた。
また、過去開催した類似の特別展
「家内安全・無病息災～庶民の願
い」の図録も本特別展が開催された
2月～3月に155冊販売することがで
きた。

継続 519 332 605

文化財
課

郷土資
料館

194 ２-③ #N/A

郷土資料館資
料シリーズ第
58号「鈴木日
記三」印刷

郷土資料館の所蔵する古文書
を翻刻したものを発行する。

どなたで
も

1 400 400部印刷 委託 その他 12月末までに発行する 3月に発行した B

3月に発行したため、目標値を達成
することができなかった。しかし、これ
まで郷土資料館内に保管されてい
た貴重な古文書を翻刻して刊行す
ることで、市民が八王子の歴史につ
いて理解を深めるための有用なツー
ルが完成することができた。

継続 260 201 260

文化財
課

郷土資
料館

195 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

郷土資料館研
究紀要「八王
子の歴史と文
化」第31号印
刷

郷土資料館の調査・研究の成
果を発表する。

どなたで
も

1 400 400部印刷 市単独 その他 1月末までに発行する 3月に発行した B

3月に発行したため、目標値を達成
することができなかった。しかし、郷
土資料館学芸員による研究成果を3
件の論文として公表することができ、
市民が八王子の歴史の周知や八王
子の歴史に興味を持つきっかけ作り
となった。

継続 195 130 198

文化財
課

郷土資
料館

196 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

特別展展示図
録増刷

在庫切れとなっている図録を再
発行する。

どなたで
も

- 1000 - 市単独
応募者・
参加者
の人数

年度内に200冊販売す
る

特別展展示図録増刷
を行わなかった。

評価
なし

特別展「八王子と鉄道」展示図録の
増刷を予定していたが、平成31年
（2019年）に八王子駅開業130周年
を迎えることや、それに合わせて当
館でも企画展「八王子と鉄道」を実
施することから、本増刷は平成31年
（2019年）に実施することとした。

継続 519 - 605

文化財
課

郷土資
料館

197 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

八王子市郷土
資料館だより

郷土資料館の調査・研究・展示
などの活動をわかりやすく紹介
する。（年2回）

どなたで
も

2 各500
初版各500

部配布
市単独

応募者・
参加者
の人数

初版各500部を年度内
に配布する

初版各500部を年度内
に配布した

B

目標値を達成した。郷土資料館だよ
りの配布により、八王子の歴史や文
化を広く市内外に伝えることができ
た。

継続 - 0 －

文化財
課

郷土資
料館
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

198 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

伝承のたまて
ばこ
～多摩伝統文
化フェスティバ
ル2018～

街中を中心に市民に身近な場
所で八王子に伝わる文化や芸
術に親しむ機会を提供する。

どなたで
も

1 35,000
来場者
35,302

共催
応募者・
参加者
の人数

・事業の認知度向上
・参加者及び来場者数

の増
来場者 35,302人 B

目標を達成することができたため。
来場者数が前年35,181人に比べ増
となり、多摩地域の伝統文化・芸能
を次世代に継承するきっかけを作る
ことができた。

継続 4,000 4,000 4,000
学園都
市文化

課

199 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

八王子市民文
化祭

市民が文化芸術に触れたり、参
加する機会を提供し、市民文化
の向上・発展を目的とする。

どなたで
も

34 4,000

参加者
3,435
来場者
20,996

共催
応募者・
参加者
の人数

参加者 3,400人
来場者 20,700人

参加者　3,435人
来場者　20,996人

B

目標を達成することができたため。
参加者数は、前年3,990人に比べ減
となったが、来場者数は前年21,384
人に比べ増となり、市民文化の振興
に寄与することができた。

継続 6,244 6,211 6,442

学園都
市文化

課
（市民文
化祭実
行委員

会）

200 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

クリスマスジャ
ズ

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 140 69
指定管
理者

①3校以
上の応
募数

②実施
校の要

望と楽団
とのス

ムーズな
マッチン
グと着実
な実施

チケット完売
チケット販売

69％
（69枚/100枚）

C

玄人向けの企画であったため、来場
者数が伸び悩んだ。次年度は、スタ
ンダードな内容で企画を進めるととも
に八王子音楽祭の一環として実施
し、PRを拡大していく。

継続 361 427 472

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

201 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

八王子音楽祭
2018（誰でも
体感コンサー
ト・街中カフェ
コンサートほ
か）

音楽の鑑賞・参加・体験を通じ
て、芸術文化の普及を図るとと
もに人と人のふれあい・つながり
を深め、また八王子への関心・
愛・誇りを育み、芸術の薫る街づ
くりに寄与する。

どなたで
も

1 3,300

参加者
199

入場者
4,249

補助
事業の
実施

・事業の認知度向上
・参加者及び来場者数

の増

・事業の認知度はあ
がった

・参加者及び来場者数
は昨年度(市制100周
年記念大音楽祭)と比

較し減となった。

B

目標を達成することができたため。
市内カフェ等での八王子音楽祭の
認知度が高まってきており、街での
音楽祭定着が伺えた。
参加者数は、街中コンサートの実績
が高く、目標値を達成することができ
た。

継続 9,026 8,433 8,590

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

202 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

東京交響楽団
ＰＪ
アフタヌーンコ
ンサート
Vol.15(八王子
音楽祭）

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 180 158
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

チケット販売
90％以上

（180枚/200枚）

チケット販売
79％

（158枚/200枚）
C

出演者の決定が遅く、PR期間が充
分に取れないなどの課題があり、目
標値に到達することができなかった
ため。

廃止・
終了

事業不調につき、
今後は本シリーズ
に代わるより魅力
的な公演を展開し
ていくため、廃止と
する。

537 531

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

203 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

東京交響楽団
ＰＪ
アフタヌーンコ
ンサートVol.16

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 180 120 補助
応募者・
参加者
の人数

チケット販売
90％以上

（180枚/200枚）

チケット販売
60％

（120枚/200枚）
C

出演者の決定が遅くPR期間が充分
に取れないなどの課題があり、目標
値に到達することができなかったた
め。
一方、開演前にロビーでチェロ体験
のコーナーを実施し、充実したプログ
ラムを提供することができた。

廃止・
終了

事業不調につき、
今後は本シリーズ
に代わるより魅力
的な公演を展開し
ていくため、廃止と
する。

300 255

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

204 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

東京交響楽団
ＰＪ
アフタヌーンコ
ンサートVol.17

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 100 90
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

チケット販売
90％以上

（100枚/110枚）

チケット販売
81％

（90枚/110枚）
C

委託先の都合により出演者の決定
が遅く、チラシ等に反映してＰＲする
期間が短かかったことなどの理由か
ら、入場率の目標を達成することが
できなかった。

廃止・
終了

事業不調につき、
今後は本シリーズ
に代わるより魅力
的な公演を展開し
ていくため、廃止と
する。

300 3,977

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

205 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

東京交響楽団
PJ
第３回八王子
定期演奏会
（八王子音楽
祭）

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 1,100 942 補助
応募者・
参加者
の人数

チケット販売
70％以上

（1,100枚/1,570枚）

チケット販売
60％

（942枚/1,570枚）
C

目標値を達成できなかったため。
公演の目玉でもあった今回の指揮
者の演奏が他市でも多くあり、特別
感を出せず、来客数が割れたと考え
られる。
次回は、エリアバッティング等に留意
しながら、PRの強化を図る。

継続 9,453 8,209 9,420

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

206 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

学生演劇関連
キャラメルボッ
クス公演

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

2 1,280 720
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

チケット販売
80％以上

（1,280枚/1,600枚）
※2回公演

チケット販売
45％

（720枚/1,600枚）
C

目標値を大幅に下回ったため。
若手に人気のあるこの類の演劇公
演は八王子では新規の企画であり、
演劇ファンの醸成がない中、目標の
設定が高すぎたと考えられる。

廃止・
終了

幅広いジャンルお
よびアーティストの
公演の鑑賞機会を
提供するため、連
続での実施を避
け、他のアーティス
トの公演を検討す
る。

7,325 7,196

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

207 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

野村萬斎狂言
市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 640 776 補助
応募者・
参加者
の人数

チケット販売
80％以上

（640枚/800枚）

チケット完売
100％

（776枚/776枚）
B

目標値を達成することができたた
め。
出演者がオリンピック総合統括に選
ばれるなど話題を呼んだが、チケット
代は抑えめに設定した。

休止

幅広いジャンルお
よびアーティストの
公演の鑑賞機会を
提供するため、連
続での実施を避け
るが、反響が大き
かったため今後も
実施を検討する。

4,150 4,149

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

208 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

すぎやまこうい
ち×東京都交
響楽団ドラゴン
クエストコン
サート

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 1,600 1,544 補助
応募者・
参加者
の人数

チケット完売
チケット完売
（1,544枚）

B

チケット完売の目標を達成することが
できたため。
プログラム（曲目）の選定を関係者と
慎重に吟味したことにより、集客する
ことができたと考える。

継続 7,993 7,847 8,081

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

209 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

八王子車人形
集大成シリー
ズ

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

2 300 677 補助
応募者・
参加者
の人数

チケット販売
70％以上

（300枚/430枚）
※古柳座の席数は予定

数

チケット販売
70％

（677枚/962枚）
※2事業計

B

目標値を達成することができたた
め。
ラララでタイミングよく4回掲載し、ＰＲ
をすることができた。

継続 211 29 85

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

210 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

サンクトペテル
ブルグ国立舞
台サーカス

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

2 1,600 1,270 補助
応募者・
参加者
の人数

チケット販売
70％以上

（1,600枚/2,280枚）
※2回公演

チケット販売
56％

（1,270枚/2,280枚）
※2回公演

C

発売時に作成したチラシデザインで
魅力を伝えきれず、目標値を達成す
ることができなかったため。
今後類似事業を実施する際は、客
層を考慮したチラシデザインを心が
ける。

廃止・
終了

事業不調により廃
止とする。他の最
近の演出力のある
サーカスより購買
力がないため、今
後はより魅力の高
い公演を検討して
いく。

3,190 3,212

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

211 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

なごみーず公
演

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 1,000 1,304 補助
応募者・
参加者
の人数

チケット販売
70％以上

（1,000枚/1,420枚）

チケット販売
78％

（1,304枚/1,680枚）
B

同類のポピュラーコンサート等にチラ
シの挟み込みを多く実施し、目標値
を達成することがきたため。

廃止・
終了

幅広いジャンルお
よびアーティストの
公演の鑑賞機会を
提供するため、連
続での実施を避
け、他のアーティス
トの公演を検討す
る。

5,500 6,241

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

212 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

日本音楽集団
邦楽公演

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 500 403
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

チケット販売
70％以上

（500枚/710枚）

チケット販売
57％

（403枚/710枚）
C

目標値を下回ったが、PRを多様に
展開したため。市内の着物店等に営
業に行ったほか、出演者のＷＥＢ
ページ掲載、ラララでの特集ページ
掲載などを実施した。
次回以降は、より公演の内容が伝わ
り易いプロモーションを徹底していく。

廃止・
終了

幅広いジャンルお
よびアーティストの
公演の鑑賞機会を
提供するため、連
続での実施を避
け、他のアーティス
トの公演を検討す
る。

2,204 1,532

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

213 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

岸谷香コン
サート

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 600 468
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

チケット販売
80％以上

（600枚/750枚）

チケット販売
63％

（468枚/750枚）
C

チラシが訴求力に欠け、目標を達成
できなかったため。委託先(興行元)
の事情で、チラシに出演者が所属し
ていた有名なバンド名(プリンセスプリ
ンセス)を大きく掲載できなかった。
次回以降は、より公演の内容が伝わ
り易いプロモーションを徹底していく。

廃止・
終了

幅広いジャンルお
よびアーティストの
公演の鑑賞機会を
提供するため、連
続での実施を避
け、他のアーティス
トの公演を検討す
る。

2,855 4,165

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

214 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

避難訓練コン
サート

地域の小学校と協働し防災意
識を高めるとともに、芸術文化を
鑑賞する機会を提供する。

子ども 1 200 277
指定管
理者

協働事
業の推

進

複合ビル管理者、地域
の複数小学校との協働

実施

複合ビル管理者、地域
の複数小学校と協働実

施をした
B

複合ビル管理者、地域の複数小学
校と協働実施をし、参加者の満足度
が99％だった。

継続 230 236 249

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

215 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

南大沢モーニ
ングコンサート

市民に身近な場所で優れた文
化・芸術を鑑賞する機会を提供
する。

どなたで
も

4 120 394
指定管
理者

参加者
の満足

度

アンケート満足度
90％以上

アンケート満足度
平均94.6％

B
入場者数が目標を下回る回もあった
が、DM発送等集客に努め、アンケー
トの満足度は比較的高かった。

継続 573 489 480

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

216 ◎ ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

南大沢文化祭
2018

地域で醸成された地域文化の
拠点としてその安定を図り、南大
沢地域全体の文化活動の一層
の発展を目指す。

どなたで
も

1 600 1,388
指定管
理者

参加者
の満足

度

アンケート満足度
90％以上

満足度100％ B

初めての取組。
活動実績のある文化芸術団体との
協働により、文化祭として地域文化
芸術に資する活動をおこなった。

継続 108 17 50

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

217 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

SUN✩KANﾗ
ﾘｰ

市内美術館が共同し市民に芸
術文化に触れる機会を提供す
る。

どなたで
も

1 800 848
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

参加者数
800人以上

848人 B
実績値が目標値の106%の達成率と
なり目標を達成する結果となった。

継続 289 503 435

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

218 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

ギャラリートー
ク

市民に身近な場所で優れた美
術作品を鑑賞する機会を充実さ
せる。

どなたで
も

14 240 1,388
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

参加者数
240人以上

1,388人 A

実績値が目標値の578%の達成率と
なり目標を大幅に上回る結果となっ
た。増加の要因は実施回数の増（６
→15回）及び１回ごとの参加者が予
想を大幅に上回ったため。

継続 220 126 164

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

219 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

常設展（収蔵
品展示）

市民に身近な場所で優れた美
術作品を鑑賞する機会を提供
する。

どなたで
も

9 17,185 31,089
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

参加者数
17,185人以上

31,089人 A

実績値が目標値の181%の達成率と
なり目標を上回る結果となった。増
加の要因は入場者数が目標を上
回った4つの特別展と併設された常
設展（収蔵品展示）だったため。

継続 234 214 41,803

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

220 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

特別展
市民に身近な場所で優れた美
術作品を鑑賞する機会を提供
する。

どなたで
も

6 35,900 46,998
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

参加者数
35,900人以上

46,998人 A
実績値が目標値の131%の達成率と
なり、目標を上回る結果となった。

継続 43,567 43,120 591

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

221 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

BOXギャラリー
市民の芸術活動の発表の場を
提供する。

どなたで
も

1 未定 58
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

参加者数
48人以上

58人 B
実績値が目標値の121%の達成率と
なり、ほぼ目標を達成する結果と
なった。

継続 0 0 0

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

222 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

大学共催事業
地域、大学と連携した芸術・文
化を活用した地域の活性を目指
す。

どなたで
も

2 2回 2回
指定管
理者

協働事
業の推

進
2回開催 2回 B

市内美術大学と連携した事業を２回
実施した。フラックギャラリープロジェ
クトは15回目を迎え、東京造形大学
と商店街との連携のもと全国都市緑
化プロジェクトの一環として「みどり」を
テーマにした作品をユーロード及び
夢美術館に掲出した。小島善太郎
研究では帝京大学と提携し、学生が
収蔵品の調査をおこなった。

継続 787 778 807

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

234 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

陽春庭園ぼん
さい展

盆栽の展示、紹介、鑑賞
どなたで

も
1 不定 441 共催

参加者
の満足

度
参加人数200人 参加人数441人 B

アンケートの実施は無いが、参加人
数441人という成果が得られた

継続 0 4 1

公園課
（庭園ぼ
んさい
展実行
委員会）

235 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

アースイベント

NPOアート多摩による土器野焼
きワークショップで、火を使うこと
のできる環境を活かした特徴あ
るイベントとして実施する。

親子・保
護者

2 15 18 共催
協働事
業の推

進

市民団体との共催事業
を積極的に推進する。

18人　2回
実施回数を予定通り開

催した。
B

実施回数を満たし、目標を達成し
た。
加えて参加者数も予定を上回る成
果を得られた。

休止
主催の市民団体の
活動が継続困難な
ため

12 10 0

公園課
（ひとま
ちみどり
由木）

225 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

木嶋真優
ヴァイオリンリ
サイタル（八王
子音楽祭）

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 480 217 補助
応募者・
参加者
の人数

チケット販売
63％以上

（500枚/800枚）

チケット販売
27％

（217枚/80２枚）
C

入場者数の目標を大きく下回ったた
め。（目標達成率43％）今後の八王
子音楽祭の公演のPRについては、
パンフレットの納品を早めるなど強化
していく。

廃止・
終了

幅広いジャンルお
よびアーティストの
公演の鑑賞機会を
提供するため、連
続での実施を避
け、他のアーティス
トの公演を検討す
る。

2,045 1,726

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

226 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

弾こう！聴こ
う！
誰でもユース
（八王子音楽
祭）

市民が文化芸術に触れたり、参
加する機会を提供し、市民文化
の向上・発展を目的とする。

どなたで
も

1 20

参加者
56

入場者
50

補助
応募者・
参加者
の人数

外部参加者数
20名以上

外部参加者数
20名

A

目標値を達成し、音楽祭の中で、
ユースオーケストラの公開稽古の見
学などを盛り込みつつ、演奏体験も
できる貴重な機会を提供できたた
め。

休止

次回音楽祭はジャ
ズがテーマであるた
め、見合わせるが、
再来年度以降実
施を検討する。

451 239

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

28



平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

227 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

赤ちゃんチャ
カチャカコン
サート（八王子
音楽祭）

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

2 120

参加者
8

入場者
228

補助
応募者・
参加者
の人数

チケット販売
60％以上

（120枚/200枚）

チケット販売
100％以上

（228枚/200枚）
A

目標値を達成し、八王子FMでの宣
伝等の取り組みにより、公演のコンセ
プト等を周知することができたため。
想定していた以上の反響があり、予
定より座席数を増やし、満員御礼と
なった。

休止

次の音楽祭のテー
マに合う出演者の
選定・検討に時間
を要するため休止
とする。本事業の
客層からのニーズ
があるため、今後の
実施も検討する。

364 405

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

228 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

八人の王子た
ち（八王子音
楽祭）

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

2 358 367 補助
応募者・
参加者
の人数

チケット販売
63％以上

（358枚/576枚）

チケット販売
64％

（367枚/576枚）
B

目標値を超える入場者数となったた
め。

継続 835 992 884

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

229 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

桃月案白酒・
春風亭一之輔
二人会

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 600 613
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

チケット販売
75％以上

（600枚/800枚）

チケット販売
77％

（613枚/800枚）
B

目標値を達成することができた。チラ
シに訴求力があり、配布してから販
売が加速した。市民センターなどの
ほか、スーパー等にも配布した。

廃止・
終了

他社の「いちょう寄
席」が始まったこと
を受け、自主事業
での落語会は見合
わせる。

2,000 1,478

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

230 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

王子、ピアソラ
にハマる

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 180 177
指定管
理者

参加者
の満足

度

チケット完売
（180枚/180枚）

チケット完売 A

開催決定時期が直前だったにもか
かわらず、タンゴを取り上げ企画性を
高めたことにより、多くの方に関心を
もっていただき充分な集客を得ること
ができたため。

廃止・
終了

幅広いジャンルお
よびアーティストの
公演の鑑賞機会を
提供するため、連
続での実施を避
け、他のアーティス
トの公演を検討す
る。

140 358

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

231 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

七夕飾り 庭園内の七夕の飾りつけ
どなたで

も
1 不定 139

指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

参加人数100人 参加人数139人 A
参加人数139人という成果が得られ
た。

継続 1 1 1

公園課
（駒木野

庭園
アーツ）

232 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

松の雪吊り見
学会

日本の伝統的作庭技術を見学
し、日本文化への理解を深める

どなたで
も

1 不定 118
指定管
理者

参加者
の満足

度
参加人数100人 参加人数118人 B

参加人数118人という成果が得られ
た。アンケートの実施は無いが、幅広
い年齢層からの質問や関心が寄せ
られた。

継続 0 200 200

公園課
（駒木野

庭園
アーツ）

233 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

錦秋庭園ぼん
さい展

盆栽の展示、紹介、鑑賞
どなたで

も
1 不定 351 共催

協働事
業の推

進
参加人数700人 参加人数351人 B

参加人数は351人であったが、昨年
同様に4日間の実施という成果が得
られた。

継続 0 1 1

公園課
（庭園ぼ
んさい
展実行
委員会）

234 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

陽春庭園ぼん
さい展

盆栽の展示、紹介、鑑賞
どなたで

も
1 不定 441 共催

参加者
の満足

度
参加人数200人 参加人数441人 B

アンケートの実施は無いが、参加人
数441人という成果が得られた

継続 0 4 1

公園課
（庭園ぼ
んさい
展実行
委員会）

235 ２-③

八王子の
特色を活
かした文化
芸術の振
興

アースイベント

NPOアート多摩による土器野焼
きワークショップで、火を使うこと
のできる環境を活かした特徴あ
るイベントとして実施する。

親子・保
護者

2 15 18 共催
協働事
業の推

進

市民団体との共催事業
を積極的に推進する。

実施回数を予定通り開
催した。

B

実施回数を満たし、目標を達成し
た。
加えて参加者数も予定を上回る成
果を得られた。

休止
主催の市民団体の
活動が継続困難な
ため

12 10 0

公園課
（ひとま
ちみどり
由木）
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① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

236 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

ネオテニス親
子教室

親子参加型のスポーツの場を
提供し、八王子市発祥のニュー
スポーツ「ネオテニス」の普及啓
発を目的に開催する。

親子・保
護者

6 30 151 市単独
応募者・
参加者
の人数

180 151 B
参加者が151名であったものの、ネ
オテニスの普及啓発を図ることがで
きた。

継続 7 7 7
スポー
ツ振興

課

237 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

市民ネオテニ
ス大会

八王子市発祥のニュースポーツ
「ネオテニス」の普及啓発を目
的に開催する。

どなたで
も

200 市単独
応募者・
参加者
の人数

200 -
評価
なし

-
廃止・
終了

今後は障害者ス
ポーツ「ボッチャ」の
普及啓発に努める
ため

11 -
スポー
ツ振興

課

238 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

市民体育大会

市民の日頃の練習の成果を発
揮できる場を提供するとともに、
競技の普及、競技力の向上を
目的に開催する。

どなたで
も

1 17,000 19,787 委託
応募者・
参加者
の人数

17,000 19,787 B 目標どおり達成できた 継続 2,700 2,700 2,700
スポー
ツ振興

課

239 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

陸上競技大会
兼陸上選手権
大会

市民の日頃の練習の成果を発
揮できる場を提供するとともに、
競技の普及、競技力の向上を
目的に開催する。

どなたで
も

1 1,300 1,474 委託
応募者・
参加者
の人数

1,300 1,474 B 目標どおり達成できた 継続 193 193 193
スポー
ツ振興

課

240 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

市民水泳大会

市民の日頃の練習の成果を発
揮できる場を提供するとともに、
競技の普及、競技力の向上を
目的に開催する。

どなたで
も

1 350 335 委託
応募者・
参加者
の人数

350 335 B
参加者が335名あったものの、競技
の普及、競技力の向上を図ることが
できた。

継続 340 340 340
スポー
ツ振興

課

241 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

市民スキー大
会

市民の日頃の練習の成果を発
揮できる場を提供するとともに、
競技の普及、競技力の向上を
目的に開催する。

どなたで
も

1 40 37 委託
応募者・
参加者
の人数

40 37 B
参加者が37名あったものの、競技の
普及、競技力の向上を図ることがで
きた。

継続 330 330 330
スポー
ツ振興

課

242 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

ロードレース大
会

市民の日頃の練習の成果を発
揮できる場を提供するとともに、
競技の普及、競技力の向上を
目的に開催する。

どなたで
も

1 400 434 委託
応募者・
参加者
の人数

400 434 B 目標どおり達成できた 継続 385 385 373
スポー
ツ振興

課

243 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

市民レクリエー
ション大会

市民のレクリエーション活動の日
頃の練習の成果を発揮する場
を提供するとともに、市民の生涯
学習活動を支援すること絵を目
的に開催する。

どなたで
も

1 1000 1,041 委託
応募者・
参加者
の人数

1,000 1,041 B 目標どおり達成できた 継続 602 602 732
スポー
ツ振興

課

244 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

市民スポーツ
レクリエーショ
ン大会

市民のスポーツレクリエーション
活動の日頃の練習の成果を発
揮する場を提供するとともに、市
民の生涯学習活動を支援する
ことを目的に開催する。

どなたで
も

1 3000 2,599 委託
応募者・
参加者
の人数

3,000 2,599 B
参加者が2,599名であったものの、
市民の生涯学習活動を支援すること
ができた。

継続 275 275 305
スポー
ツ振興

課

245 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

ネオテニス教
室

八王子市発祥のニュースポーツ
「ネオテニス」の普及啓発を目
的に開催する。

成人 6 30 122 委託
応募者・
参加者
の人数

180 122 B
参加者が122名であったものの、ネ
オテニスの普及啓発を図ることがで
きた。

継続 80 80 80
スポー
ツ振興

課

246 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

市民いきいきリ
フレッシュ体操

市内の各市民センターで健康体
操教室を開催し、市民の健康維
持・増進を図る。

どなたで
も

138 3500 3,699 市単独
応募者・
参加者
の人数

3,500 3,699 B 目標どおり達成できた 継続 3,031 3,030 3,077
スポー
ツ振興

課
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価
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評価指
標項目

②
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新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

247 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

やさしいフィット
ネス

団体を対象とした、健康体操教
室を開催することにより、市民の
健康維持・増進を図る。

成人 158 2,000 2,635 市単独
応募者・
参加者
の人数

2,000 2,635 B 目標どおり達成できた 継続 3,030 3,030 3,076
スポー
ツ振興

課

248 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

ヘルシー
ウォーキング

市内の名所や自然を感じる施
設を巡るウォーキング大会。本
事業により、市民の体力、健康
増進意識の向上を図る。

どなたで
も

1 1,000 767
実行委
員会

応募者・
参加者
の人数

1,000 767 B
参加者が767名であったものの、市
民の体力、健康増進意識の向上を
図ることができた。

継続 743 743 743
スポー
ツ振興

課

249 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

全関東夢街道
駅伝競走大会

公道がコースとなる大会では日
本最大級の駅伝大会。本事業
により、八王子市の魅力を市内
外へ発信し、地域の活性化とス
ポーツ振興を図る。

どなたで
も

1 2,000 1,988
実行委
員会

応募者・
参加者
の人数

2,000 1,988 B 目標どおり達成できた 継続 14,404 14,396 18,429
スポー
ツ振興

課

250 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

ジュニア育成
事業

トップアスリート等から指導を受
けることにより、子どもたちの競技
力と意識の向上を図る。

子ども 9 360 340 委託
応募者・
参加者
の人数

360 340 B 目標どおり達成できた 継続 1,500 1,500 1,500
スポー
ツ振興

課

251 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗ
ﾘﾝﾋﾟｯｸに向け
た普及啓発

オリンピアンが直接指導するス
ポーツ教室。本事業によりｵﾘﾝ
ﾋﾟｯｸを身近に感じてもらい、ス
ポーツに対する意識と競技力の
向上を図る。

子ども 4 230 341 委託
応募者・
参加者
の人数

230 341 A
柔道教室、走り方教室、バドミントン
教室に加え、野球教室を追加し実施
した。

継続 3,374 2,932 4,850
スポー
ツ振興

課

252 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

地区運動会・
スポーツ大会

スポーツ大会を通じ、地域コミュ
ニティの活性化やスポーツ実施
率の向上を図るため、地域ス
ポーツクラブや旧体力つくりへ補
助金を交付する。

どなたで
も

17 8000 7,953 補助
応募者・
参加者
の人数

8000 7,953 B 目標どおり達成できた 継続 2,079 1,782 2,079
スポー
ツ振興

課

253 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

少年野球大会
競技の普及と市民の体力向上
を図るため、市内の団体と協働
で開催する。

子ども 7 500 520 共催
応募者・
参加者
の人数

500 520 B 目標どおり達成できた 継続 0 - 0
スポー
ツ振興

課

254 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

卓球選手権大
会

競技の普及と市民の体力向上
を図るため、市内の団体と協働
で開催する。

どなたで
も

1 300 258 共催
応募者・
参加者
の人数

300 258 B
参加者が258名であったものの、市
民の体力向上を図ることができた。

継続 0 - 0
スポー
ツ振興

課

255 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

市民サイクリン
グ

競技の普及と市民の体力向上
を図るため、市内の団体と協働
で開催する。

どなたで
も

1 50 65 共催
応募者・
参加者
の人数

50 65 B 目標どおり達成できた 継続 0 - 0
スポー
ツ振興

課

256 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

夏山登山入門
競技の普及と市民の体力向上
を図るため、市内の団体と協働
で開催する。

成人 5 50 28 共催
応募者・
参加者
の人数

50 28 B
参加者が28名であったものの、市民
の体力向上を図ることができた。

継続 0 - 0
スポー
ツ振興

課

257 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

市民インディア
カ大会

競技の普及と市民の体力向上
を図るため、市内の団体と協働
で開催する。

成人 1 100 191 共催
応募者・
参加者
の人数

100 191 B 目標どおり達成できた 継続 0 - 0
スポー
ツ振興

課
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事　業　名

258 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

市長杯ネオテ
ニス大会

競技の普及と市民の体力向上
を図るため、市内の団体と協働
で開催する。

どなたで
も

1 100 114 共催
応募者・
参加者
の人数

100 114 B 目標どおり達成できた 継続 0 - 0
スポー
ツ振興

課

259 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

市民ネオホッ
ケー大会

競技の普及と市民の体力向上
を図るため、市内の団体と協働
で開催する。

どなたで
も

1 100 43 共催
応募者・
参加者
の人数

100 43 B
参加者が43名であったものの、市民
の体力向上を図ることができた。

継続 0 - 0
スポー
ツ振興

課

260 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

市民スケート
教室

競技の普及と市民の体力向上
を図るため、市内の団体と協働
で開催する。

親子・保
護者

2 50 105 共催
応募者・
参加者
の人数

50 105 B 目標どおり達成できた 継続 0 - 0
スポー
ツ振興

課

261 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

ＴＯＫＹＯ八峰
マウンテントレ
イル

東京都自然公園利用ルールに
基づき、マナー啓発を目的に開
催するトレイルランニング大会

成人 1 900 930
実行委
員会

応募者・
参加者
の人数

900 930 B 目標どおり達成できた 継続 0 - 0
スポー
ツ振興

課

262 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

健康フェスタ
食育フェスタ

体験型ニュースポーツや体力
測定・ゲームなどを通じ、健康づ
くりのきっかけづくりとする。

どなたで
も

1 10,000人 10,579
実行委
員会

参加者
の満足

度

参加者数の増

アンケート集計結果によ
る「健康づくりのきっか

け」の回答5％増

参加者数　昨年度比横
ばい

「健康づくりのきっかけ」
のアンケート集計結果

89％

B

平成29年度の84.6％から89％に延
び、ほぼ達成できた。また、参加人
数も1万人を超え、健康づくりのきっ
かけを広く市民に伝えることが出来
た。

継続 2,563 1,869 2,050
健康政
策課

263 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

フィットネス一
般開放

気軽に運動を行うきっかけ作り
を提供し、市民の健康・体力の
維持向上に寄与する。

高校生
以上

277
100人（1

回）
26,045 市単独

応募者・
参加者
の人数

参加者の継続的参加及
び参加人数の増加

平均参加人数　94人 B
平均参加人数が94人であり、概ね
目標人数通りであった。

継続
単独予
算なし

単独予
算なし

単独予
算なし

スポー
ツ施設
管理課

264 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

競技一般開放

各種競技の市民の技術の習得
や向上を図るとともに、安全性の
高い体力増進の機会を提供す
る。

どなたで
も

350
50人（１

回）
16,973 委託

応募者・
参加者
の人数

参加者の継続的参加及
び参加人数の増加

平均参加人数　48人 B
平均参加人数が48人であり、概ね
目標人数通りであった。

継続 3,103 3,066 3,028
スポー
ツ施設
管理課

265 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

ジュニア体操

初心者向けスポーツ教室の位
置付けで実施する。小学生低学
年向けにスポーツを始めるきっ
かけをつくるもの。

子ども 26
50人（１

回）

前期　48
人

後期　47
人

委託
応募者・
参加者
の人数

参加者の継続的参加及
び参加人数の増加

前期　48人
後期　47人

B
定員50人に対し、前期48人、後期
47人の参加があり、概ね目標人数
通りであった。

継続 624 624 624
スポー
ツ施設
管理課

266 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

市民体力テス
ト

自己の体力、運動能力を測定
する機会、場所等を提供し、市
民の健康・体力の増進を図る。

小学1年
生以上

4
50人（１

回）
250 委託

応募者・
参加者
の人数

参加者の継続的参加及
び参加人数の増加

平均参加人数　63人 B
平均参加人数が63人であり、目標
人数を上回った。

継続 210 210 210
スポー
ツ施設
管理課

267 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

一般開放
申込み不要で参加でき、自らス
ポーツを行うきっかけづくりと、地
域交流の場を提供する。

どなたで
も

1120 45 46,896
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

参加者の継続的参加及
び参加人数の増加

平均参加人数　42人 B

一般開放利用者がコース型教室へ
とシフトしている。今後は新規利用者
獲得に向けて告知活動に力を入れ
る。

継続 3,000 3,955 3048
スポー
ツ施設
管理課

268 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

コース型教室
一般開放で興味の出た種目や
初めたい種目を専門的に学ぶ
場を提供する。

募集内
容による

852 20 18,291
指定管
理者

事業の
実施

定員に達する応募があ
ること

平均参加人数　21人 B
実施回数、平均参加人数ともに目
標人数を上回った。

継続 3,000 3,764 3208
スポー
ツ施設
管理課
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予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

269 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

日本卓球リー
ガーと遊ぼう

施設のＰＲ及び利用者サービス
向上を目的に地域連携を図り、
市民の方へ日ごろの還元イベン
トを行う。

子ども 1 100 92
指定管
理者

参加者
の満足

度
参加者多数であること

定員100人のところ
参加者92人

B
参加人数は目標未達成であったが、
参加者からは満足の声を多数いた
だいた。

継続 300 311 311
スポー
ツ施設
管理課

270 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

体組織測定会

施設のＰＲ及び利用者サービス
向上を目的に体組組織計測を
行い筋肉量、骨量等を計測し運
動や食事のアドバイスを行う。

どなたで
も

0 50 0
指定管
理者

参加者
の満足

度

参加予定人数に達する
参加があること

実施なし D
指導員の調整がつかず実施できな
かった。

休止
担当職員（指導
員）が異動したた
め。

0 0
単独予
算なし

スポー
ツ施設
管理課

271 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

各種大人向け
プログラム

ミズノ（スポーツ）
エスフォルタ（フィットネス）
多種多様なプログラムで、
皆様の健康づくりに寄与する。

成人 580 5,097
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

多くの参加者に参加して
いただく。

効果的なプログラムを提
供する。

計画・目標通りに達成
できた

B
昨年度参加総数4,124名/504回
平均参加人数8.18名→8.78名
実施回数及び、参加人数増の為

継続
単独予
算なし

20915
※14と

271合算

単独予
算なし

スポー
ツ施設
管理課

272 ２-④

生涯スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

あったかホー
ル
健康教室

子どもから高齢者まで、それぞ
れのニーズに合った健康教室を
実施し、市民の健康づくり、健康
増進に寄与する。

子ども・
成人

684
14,000人
(Ｈ29実績

参考）
13,746

指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

15,000人 13,746人 B
複合施設として、環境以外に健康促
進講座を継続して開催し、市民の
ニーズに応えている。

継続 0 0 0
北野清
掃工場

273 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

シニア元気塾
ボランティア入
門講座

ボランティア活動のきっかけをつ
くり、高齢者の社会参加促進を
図る。

高齢者 8 60 25 委託
応募者・
参加者
の人数

修了者65人 修了者22人 B

修了者が22人であり、目標を達成で
きなかったものの、参加者に対しての
修了者率が88％と高い数値だった。
また、受講者アンケートでも好評だっ
た。

継続
3,246

（他事業
あり）

3,246
（他事業

あり）

3,771
（他事業

あり）

高齢者
いきいき
課（八王
子セン
ター元
気）

274 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

シニア元気塾
コーディネー
ター養成講座

高齢者活動コーディネーターを
養成し、高齢者の社会参加促
進を図る。

高齢者 6 60 36 委託
応募者・
参加者
の人数

修了者65人 修了者35人 B

修了者が35人であり、目標を達成で
きなかったものの、参加者に対しての
修了者率が97％と高い数値だった。
また、受講者アンケートでも好評だっ
た。

継続
3,246

（他事業
あり）

3,246
（他事業

あり）

3,771
（他事業

あり）

高齢者
いきいき
課（八王
子セン
ター元
気）

275 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

介護従事者育
成研修

介護職員の質的向上を図る。ま
た、介護職の魅力を学ぶ機会を
提供し、介護人材の確保を図
る。

成人 11
定員30名

／回
42 委託

応募者・
参加者
の人数

延べ参加者数
人250人

述べ参加人数　227人 B

研修の内容が良かった、身についた
という受講者アンケートの感想が多
く、効果的な研修を行うことができ
た。

廃止・
終了

平成31年度
（2019年度）より、
「介護事業所研
修」として、事業の
見直しを行う。

392 3,586 7,379
高齢者
いきいき

課

276 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

いきいき体操
教室

高齢者の教養の向上、生きがい
の高揚

高齢者 18 20 284（延べ）
指定管
理者

参加者
の満足

度

施設利用者満足度
100％

施設利用者満足度
96.3%

B

満足度は96.3％（利用者アンケート
による、大いに満足・満足を足した割
合、無回答を除く）となり目標には届
かないものの、高齢者の教養の向
上、生きがいの高揚につながったと
考えられるため。

継続

10500
（平成30
年度指
定管理

料）

10,500
（平成30
年度指
定管理

料）

10,500
（平成31

年度
（2019年
度）指定
管理料）

高齢者
いきいき
課（八王
子市社
会福祉
協議会）

277 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

健康体操教室
高齢者の教養の向上、生きがい
の高揚

高齢者 18 20 294（延べ）
指定管
理者

参加者
の満足

度

施設利用者満足度
100％

施設利用者満足度
96.3%

B

満足度は96.3％（利用者アンケート
による、大いに満足・満足を足した割
合、無回答を除く）となり目標には届
かないものの、高齢者の教養の向
上、生きがいの高揚につながったと
考えられるため。

継続

10500
（平成30
年度指
定管理

料）

10,500
（平成30
年度指
定管理

料）

事業番
号

276に含
む

高齢者
いきいき
課（八王
子市社
会福祉
協議会）
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回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)
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(千円)
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課事
業評
価
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評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

278 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

書道教室
高齢者の教養の向上、生きがい
の高揚

高齢者 18 24 336（延べ）
指定管
理者

参加者
の満足

度

施設利用者満足度
100％

施設利用者満足度
97.5%

B

満足度は97.5％（利用者アンケート
による、大いに満足・満足を足した割
合、無回答を除く）となり目標には届
かないものの、高齢者の教養の向
上、生きがいの高揚につながったと
考えられるため。

継続

10500
（平成30
年度指
定管理

料）

10,500
（平成30
年度指
定管理

料）

10,500
（平成31
年度指
定管理

料）

高齢者
いきいき
課（八王
子市社
会福祉
協議会）

279 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

初級ウクレレ
教室

高齢者の教養の向上、生きがい
の高揚

高齢者 18 20 314（延べ）
指定管
理者

参加者
の満足

度

施設利用者満足度
100％

施設利用者満足度
97.5%

B

満足度は97.5％（利用者アンケート
による、大いに満足・満足を足した割
合、無回答を除く）となり目標には届
かないものの、高齢者の教養の向
上、生きがいの高揚につながったと
考えられるため。

継続

10500
（平成30
年度指
定管理

料）

10,500
（平成30
年度指
定管理

料）

10,500
（平成31
年度指
定管理

料）

高齢者
いきいき
課（八王
子市社
会福祉
協議会）

280 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

将棋入門教室
高齢者の教養の向上、生きがい
の高揚

高齢者 18 20 145（延べ）
指定管
理者

参加者
の満足

度

施設利用者満足度
100％

施設利用者満足度
97.5%

B

満足度は97.5％（利用者アンケート
による、大いに満足・満足を足した割
合、無回答を除く）となり目標には届
かないものの、高齢者の教養の向
上、生きがいの高揚につながったと
考えられるため。

継続

10500
（平成30
年度指
定管理

料）

10,500
（平成30
年度指
定管理

料）

10,500
（平成31
年度指
定管理

料）

高齢者
いきいき
課（八王
子市社
会福祉
協議会）

281 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

トリム体操教室
高齢者・障害者の生きがい事業
教室として、教養の向上・生きが
いの高揚・交流の場の提供

高齢者・
障害者

4 20 73 市単独
参加者
の満足

度
高齢者の生きがいづくり

毎回平均90％の参加
率であった

B
参加者の人気が高く、健康の増進と
生きがいの高揚に効果があった。

継続 20 20 20

南大沢
保健福
祉セン
ター

282 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

らくらくヨガ
高齢者・障害者の生きがい事業
教室として、教養の向上・生きが
いの高揚・交流の場の提供

高齢者・
障害者

4 20 79 市単独
参加者
の満足

度
高齢者の生きがいづくり

毎回平均98％の参加
率であった

B
参加者の人気が高く、健康の増進と
生きがいの高揚に効果があった。

継続 20 20 20

南大沢
保健福
祉セン
ター

283 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

シニアボラン
ティア
レクリエーショ
ン

市民と協働で技能を持つ高齢
者をシニアボランティア講師とし
て活用し、高齢者・障害者の教
養の向上、生きがいの高揚、交
流を促進することにより地域の
活性化を図る

高齢者・
障害者

12 25 138 市単独
参加者
の満足

度
高齢者の生きがいづくり

毎回平均45％の参加
率であったが、参加者
の満足度は高かった

B
参加者の人気が高く、健康の増進と
生きがいの高揚に効果があった。

継続 0 0 0

南大沢
保健福
祉セン
ター

284 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

初めてのパソコ
ン教室

高齢者・障害者の生きがい事業
教室として、教養の向上・生きが
いの高揚・交流の場の提供

高齢者・
障害者

6 5 32 市単独
参加者
の満足

度

高齢者・障害者の生き
がいづくり

修了者が100％であっ
た

B
参加者の人気が高く、健康の増進と
生きがいの高揚に効果があった。

継続 190 200 210

南大沢
保健福
祉セン
ター

285 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

楽しい歌声教
室

高齢者・障害者の生きがい事業
教室として、教養の向上・生きが
いの高揚・交流の場の提供

高齢者・
障害者

12 60 652 市単独
参加者
の満足

度

高齢者・障害者の生き
がいづくり

毎回平均90％以上の
参加率であった

B
参加者の人気が高く、健康の増進と
生きがいの高揚に効果があった。

継続 60 60 60

南大沢
保健福
祉セン
ター

286 ◎ ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

シニアボラン
ティアパソコン
初級教室

市民と協働で技能を持つ高齢
者をシニアボランティア講師とし
て活用し、高齢者・障害者の教
養の向上、生きがいの高揚、交
流を促進することにより地域の
活性化を図る

高齢者・
障害者

1 5 6 市単独
参加者
の満足

度

高齢者・障害者の生き
がいづくり

修了者が100％であっ
た

B
参加者の人気が高く、健康の増進と
生きがいの高揚に効果があった。

継続 0 0 0

南大沢
保健福
祉セン
ター
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番
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課事
業評
価
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績値
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評価指
標項目

②
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新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

287 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

シニアボラン
ティア絵手紙
教室（前期・後
期）

市民と協働で技能を持つ高齢
者をシニアボランティア講師とし
て活用し、高齢者・障害者の教
養の向上、生きがいの高揚、交
流を促進することにより地域の
活性化を図る

高齢者・
障害者

2 24 51 市単独
参加者
の満足

度

高齢者・障害者の生き
がいづくり

修了者が100％であっ
た

B

参加者の人気が高く、健康の増進と
生きがいの高揚に効果があった。新
規の受講者でも無理なく上達できる
ことで満足度が高い。

継続 0 0 0

南大沢
保健福
祉セン
ター

288 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

シニアボラン
ティア囲碁入
門（前期・後
期）

市民と協働で技能を持つ高齢
者をシニアボランティア講師とし
て活用し、高齢者・障害者の教
養の向上、生きがいの高揚、交
流を促進することにより地域の
活性化を図る

高齢者・
障害者

2 30 61 市単独
参加者
の満足

度

高齢者・障害者の生き
がいづくり

修了者が100％であっ
た

B
参加者の人気が高く、健康の増進と
生きがいの高揚に効果があった。

継続 0 0 0

南大沢
保健福
祉セン
ター

289 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

シニアボラン
ティア子ども将
棋教室

市民と協働で技能を持つ高齢
者をシニアボランティア講師とし
て活用し、高齢者の生きがいの
高揚、また小学生に将棋を教え
ることにより交流を促進する。

高齢者・
こども

23 35 175 市単独
参加者
の満足

度

高齢者と子供の交流と
将棋の普及。

毎回平均60％の参加
率であった

B

ボランティアで指導している方のと生
きがいの高揚に効果があった。子ど
もからの人気も根強く、続けて参加を
して上達しようという意欲を持った子
どもが多数参加している。

継続 138 156 138

南大沢
保健福
祉セン
ター

290 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

歌って楽しく健
康づくり（前期・
後期）

音楽療法を通して、一般高齢者
の心身の健康を高め、要介護に
陥ることを防ぐ。

高齢者 2 50 56 市単独
参加者
の満足

度

一般高齢者の心身の健
康を高め、介護予防へ

の意識を高める。

終了後のアンケートで
満足度が95％であった

B
目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 288 288 288

南大沢
保健福
祉セン
ター

291 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

体力アップ運
動教室（前期・
中期・後期）

一般高齢者の身体機能を高
め、要介護に陥ることを防ぐ。

高齢者 3 75 73 市単独
参加者
の満足

度

一般高齢者の心身の健
康を高め、介護予防へ

の意識を高める。

終了後のアンケートで
満足度が93％であった

B
目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 396 231 396

南大沢
保健福
祉セン
ター

292 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

若さアップ運
動教室（前期・
中期・後期）

一般高齢者の身体機能を高
め、要介護に陥ることを防ぐ。

高齢者 3 75 74 市単独
参加者
の満足

度

一般高齢者の心身の健
康を高め、介護予防へ

の意識を高める。

終了後のアンケートで
満足度が93％であった

B
目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 231 224 231

南大沢
保健福
祉セン
ター

293 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

健康づくりサ
ポーター養成
講座

健康づくり活動を支援する地域
の人材を育成する。
(フォローアップ及びスキルアッ
プ）

健康づく
り、介護
予防運
動ボラン
ティア養
成講座
登録者

7
9
8

120

90

107
210
185
185

市単独
協働事
業の推

進

地域での活動の場の拡
大

体力測定や体操の出
張講座、及び地域活動
支援の回数が大横711
回、東浅川681回、南
大沢605回であった。

B

左記の活動回数のとおり、地域での
活動の場は一定程度拡大できた。
来年度はさらなる地域での活動の場
を拡大を進めていきたい。

継続 72

72
60
57
34

84
41
65
72

健康政
策課

大横保
健福祉
センター
東浅川
保健福
祉セン
ター

南大沢
保健福
祉セン
ター

294 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

介護予防講
座・講演会

介護予防等広く健康づくりに関
する知識の普及・啓発をする。

高齢者 22 110 559 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

アンケートの結果、満足
度が86％であった

B
目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 130 61 130

南大沢
保健福
祉セン
ター

295 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

シニア向けい
きいき健康講
座

高齢者の健康増進に寄与する 高齢者 12 240 240
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

多くの参加者に参加して
いただく。

効果的なプログラムを提
供する。

参加者240人 B
定員を超える申し込みがあった為、
来年度は定員を20名→40名に変
更し実施予定。参加者からは好評。

継続 120 120 240
スポー
ツ施設
管理課
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号
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回
　
数

対
象
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課事
業評
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績値

評価指標項目に対
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評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

296 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

100歳まで元
気アップ運動
教室

身体機能の維持、向上を図ると
ともに、日常生活の中に体操を
取り入れ、要介護に陥ることを
防ぐ。教室終了後は地域での自
主化を図り、運動習慣を継続し
ていく。

高
齢
者

6 120 24人 市単独
応募者・
参加者
の人数

申し込み者数の増加 110人、利用率91.7％ B
利用者が110人であった。教室後も
運動を継続する者が多く、参加者同
士の繋がりもできた。

継続 120 120 72
大横保
健福祉
センター

297 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

ヘルスアップ
運動教室

介護が必要となる状況を予防す
るために、運動器の機能低下予
防や、健康維持増進の具体的
運動方法を学び、運動習慣を
身に付ける。

高
齢
者

11 ３３０人 20人 市単独
応募者・
参加者
の人数

申し込み者数の増加 198人、利用率60％ B

内容に個別の理学療法士の相談が
あるため、教室の人数を20人に変更
したため、利用者が198人で、目標
を達成できなかった。しかし、満足度
が高く、運動の継続化へ繋げられ
た。

継続 222 222 72
大横保
健福祉
センター

298 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

介護予防講座
介護予防等広く健康づくりに関
する知識の普及・啓発をする。

高
齢
者

3 120 127人 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

127人、利用率
105.8％

B

利用者が127人であった。講義と実
習を通して、予防の必要性について
理解できた。また、自身の習慣の見
直しという成果が得られた。

継続 45 45 45
大横保
健福祉
センター

299 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

男の料理教室
高齢者の教養の向上・生きがい
の高揚・交流の場の提供

高齢者 2 40 40 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける「満足」の回答割合

80%以上

アンケート結果「よかっ
た」が前後期とも100％

A
参加者の満足が得られた。料理
サークルの参加希望者や今後継続
的に料理をしたい人が多かった。

継続 222 222 222
大横保
健福祉
センター

300 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

はじめてのタブ
レット教室

高齢者の教養の向上・生きがい
の高揚・交流の場の提供

高齢者 4 48 44 委託
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける「満足」の回答割合

80%以上

アンケート結果「わかり
やすかった」が88％

B
参加者の満足が得られた。今後タブ
レットを利用したい人が多かった。

継続 1,061 907 1081
大横保
健福祉
センター

301 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

はつらつトリム
高齢者の教養の向上・生きがい
の高揚・交流の場の提供

高齢者 12 240 149 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける「満足」の回答割合

80%以上
アンケート未実施 B

単発の講座につきアンケートは取っ
ていないが、申込者は多い

継続 60 60 60
大横保
健福祉
センター

302 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

気軽にヨガ
高齢者の教養の向上・生きがい
の高揚・交流の場の提供（27年
度から開始）

高齢者 10 200 156 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける「満足」の回答割合

80%以上
アンケート未実施 B

単発の講座につきアンケートは取っ
ていないが、申込者は多い

継続 50 50 60
大横保
健福祉
センター

303 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

おりがみ教室
高齢者の教養の向上・生きがい
の高揚・交流の場の提供

高齢者 2 48 47 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける「満足」の回答割合

80%以上
「よかった」と回答92％ B 90％以上の人が「よかった」と回答。 継続 100 100 100

大横保
健福祉
センター

304 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

トリム健康体操
教室

高齢者の教養の向上・生きがい
の高揚・交流の場の提供

高齢者 2 40 40 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける「満足」の回答割合

80%以上
「よかった」と回答97％ A 「よかった」と回答した人が100％に近い。継続 95 95 100

大横保
健福祉
センター

305 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

ボールペン習
字教室

高齢者の教養の向上・生きがい
の高揚・交流の場の提供

高齢者 2 48 46 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける「満足」の回答割合

80%以上
「よかった」と回答93％ B 90％以上の人が「よかった」と回答。 継続 100 100 100

大横保
健福祉
センター

306 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

らくらくヨガ教
室

高齢者の教養の向上・生きがい
の高揚・交流の場の提供

高齢者 2 40 40 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける「満足」の回答割合

80%以上
「よかった」と回答100％ A 「よかった」と回答した人が100％ 継続 100 100 130

大横保
健福祉
センター

307 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

太極拳教室
高齢者の教養の向上・生きがい
の高揚・交流の場の提供

高齢者 1 20 20 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける「満足」の回答割合

80%以上
「よかった」と回答72％ C

「受講の心得」を各回に配布し、周
知を図り、満足度を高める。

継続 124 121 130
大横保
健福祉
センター

308 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

初めてのパソコ
ン教室

高齢者・障害者の生きがいづくり
と社会参加の促進

高齢者 2 20 20 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

81.3% B 目標値を達成している。 継続 100 100 100

東浅川
保健福
祉セン
ター
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事　業　名

309 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

スキルアップ
パソコン教室

高齢者・障害者の生きがいづくり
と社会参加の促進

高齢者 2 20 20 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

86.7% B 目標値を達成している。 継続 100 100 100

東浅川
保健福
祉セン
ター

310 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

健康体操

高齢者・障害者を対象としてスト
レッチ体操・リズム体操を中心に
行い、健康の維持増進と社会参
加の促進を図る。

高齢者 2 240 240 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

89.9% B 目標値を達成している。 継続 180 155 180

東浅川
保健福
祉セン
ター

311 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

さわやか運動
教室

高齢者・障害者を対象として、
ウォーキングやボールを用いた
運動を行い、健康の維持増進と
社会参加の促進を図る。

高齢者 2 200 200 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

98.3% A
目標値を達成
さらに、参加者の健康維持促進に確
実につなげられた。

継続 204 203 204

東浅川
保健福
祉セン
ター

312 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

水中ウォーキ
ング

高齢者に対して、腰や膝への負
担が軽い水中運動によって肩こ
りや腰痛予防につなげると共に、
健康の維持増進と社会参加の
促進を図る。

高齢者 3 75 75 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

93.0% A
目標値を達成
さらに、参加者の健康維持促進に確
実につなげられた。

継続 156 156 158

東浅川
保健福
祉セン
ター

313 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

はじめてのヨガ
教室

高齢者の生きがいの高揚や社
会参加の促進、健康の維持増
進を図る。

高齢者 2 50 50 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

93.7% A
目標値を達成
さらに、参加者の健康維持促進に確
実につなげられた。

継続 100 100 100

東浅川
保健福
祉セン
ター

314 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

ロコモ測定会
高齢者に自らの身体機能の現
状を知ってもらい、機能維持に
対する普及啓発を行う。

高齢者 3 150 218 市単独
応募者・
参加者
の人数

利用者数の増加 145.30% A
参加者が大幅に上回り、測定を契機
に自らの健康状態を意識する機会を
提供できた。

廃止・
終了

「ロコモ」についての
周知が達成でき、
今年度より「フレイ
ル」に力を入れるた
め

0 0 ━

東浅川
保健福
祉セン
ター

315 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

介護予防講
座・講演会

介護予防等広く健康づくりに関
する知識の普及・啓発をする。

高齢者 4 200 159 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

「誤嚥性肺炎予防」：
95%　　　　　　　「女性

の排泄ケア」：90%
「脳トレ講座」：100%

「健康長寿の食生活」：
74%

B 目標値を達成している。 継続 90 50 90

東浅川
保健福
祉セン
ター

316 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

ロコモ予防講
座

高齢者の身体機能を高め、要
介護に陥ることを防ぐ。

高齢者 2 40 41 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

100% A

目標値を達成
また、「ロコモ」が十分に周知された
ので、平成３１年度からセンター事業
として「フレイル予防」に内容を変更
する。

廃止・
終了

「ロコモ」についての
周知ができ、平成３
１年度より「フレイ
ル」事業としに展開
していく

24 14 ━

東浅川
保健福
祉セン
ター

317 ２-⑤
高齢者の
生きがいづ
くり

ゆうゆうシニア
講座

健康維持やパソコンなど生活に
必要な学習を提供する。

高齢者 28 1,400 1,346 市単独
参加者
の満足

度
満足度80％以上

受講者アンケートでの
「大変満足」「満足」の

割合79.2％
B

回数の減は現役世代も受講可能な
テーマについて、市民自由講座への
組み替えを行ったことによる。講座満
足度をおおむね達成したため左記
評価とする。

継続 1,131 714 714
学習支
援課

318 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

機能回復訓練
身体障害者の四肢体幹機能の
回復・維持を専門的に指導訓
練する。

障害者 90 750 670
指定管
理者

訓練の
実施回

数
前年度と同等の回数

概ね予定通り実施（90
回）

B

参加者数が予定を下回ったが、リハ
ビリを受ける利用者の体調等による
ものであり、本事業を必要とする利用
者は多い。

継続 2,744 4,944 2,657
障害者
福祉課
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数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

319 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

ことばの教室
基本的言語発声を軌道に載せ
る助けとなることばの訓練

障害者 22 300 249
指定管
理者

訓練の
実施回

数
前年度と同等の回数

講師の外科的入院に
伴い実施回数減（22

回）
B

講師の体調不良により、回数が減っ
てしまったが、利用者への説明等を
しっかりと行ったため問題なく実施が
できた。

継続 434 367 450
障害者
福祉課

320 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

失語症言語リ
ハビリ教室

言語機能の障害を受けた人に
対して言語訓練を実施する

障害者 60 500 424
指定管
理者

訓練の
実施回

数
前年度と同等の回数

概ね予定通り実施（60
回）

B
失語症者にとって必要な場となって
おり、当事者のみならず、家族支援
も行った。

継続 1,869 1,868 1,840
障害者
福祉課

321 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

聴覚障害者の
集い

聴覚障害者の交流と情報交換
の場として開催し、併せて教養
の向上を図る

障害者 4 250 270
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：291名
前年度比：92.8％

B

参加者数が昨年度に比べ少し減少
したものの、年4回講師を招き、時事
的な話題をテーマとしたし講演と交
流会を開催し、聴覚障害者の交流と
教養の向上を図った。

継続 152 155 184
障害者
福祉課

322 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

七宝焼教室
豊かな色彩感覚と指先の細か
な動作を通して、手先を訓練す
るとともに豊かな生活を築く

障害者 23 150 181
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：132名
前年度比：137.1％

B

前年度に比べ、利用者が増加した。
機能回復を意識した指先の細かな
作業と作品作りを通じたコミュニケー
ションを提供できた。

継続 36 69 36
障害者
福祉課

323 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

陶芸教室

てびねりによる和陶芸を行うこと
で、手先の巧緻性を養うと共に
土の感触を通して、情緒の安定
を図る。また、色付けや絵付け
を通して創造の喜びを味わう。

障害者 21 300 252
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：366名
前年度比：68.9％

C

前年度に比べ、参加者数は減となっ
たものの、機能回復を意識した指先
の細かな作業と作品作りを通じたコ
ミュニケーションを提供できた。

継続 169 162 169
障害者
福祉課

324 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

折り紙教室

指先の細かな動作を必要とする
ため、目と手の供応動作の訓練
になると共に、つくりあげる楽しさ
を味わう。

障害者 11 120 121
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度:136名
前年度比：89.0％

B

前年度に比べ、参加者数は減となっ
たものの、機能回復を意識した指先
の細かな作業と作品作りを通じたコ
ミュニケーションを提供できた。

継続 0 0 0
障害者
福祉課

325 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

染め紙教室

指先の細かな動作を必要とする
ため、手先の良い訓練になると
共に、偶然にできる模様の面白
さ、色彩の組み合わせを楽し
む。

障害者 11 60 94
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：62名
前年度比：151.6％

B

前年度に比べ、利用者が増加した。
機能回復を意識した指先の細かな
作業と作品作りを通じたコミュニケー
ションを提供できた。

継続 0 0 0
障害者
福祉課

326 ◎ ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

ちりめん細工
教室

伝統的な手芸である、ちりめん
細工に親しみながら、小物など
の創作活動に取組むことで、指
先の訓練と集中力や色彩感覚
を養う。

障害者 4 20 37
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：39名
前年度比：94.9％

B

前年度に比べ、参加者数は減となっ
たものの、機能回復を意識した指先
の細かな作業と作品作りを通じたコ
ミュニケーションを提供できた。

継続 78 78 78
障害者
福祉課

327 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

囲碁教室

囲碁という知的ゲームを通し、
知的操作力を維持、向上させ
る。加えて孤独になりがちな障
害者に交流の場を提供し、社会
性の向上に寄与する。

障害者 23 200 293
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：306名
前年度比：95.8％

B
碁を通じた交流機会の提供により、
豊かなコミュニケーションを図ること
ができた。

継続 72 69 72
障害者
福祉課
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

328 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

精神障害者の
絵画教室

絵画制作を通じて、自然な形で
話し合ったり、行動を共にするこ
とで孤独がちであった人が再び
元の生活へと自信を取り戻して
いくための支援をしていく

障害者 21 110 100
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度99名
前年度比：101.0％

B

「障害者文化展」に作品を出展する
など、参加者は意欲的である。他者
との関わりが少ない精神障害者にコ
ミュニケーションの場を提供できた。

継続 156 136 149
障害者
福祉課

329 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

フラワーアレン
ジメント教室

フラワーアレンジメントを通じて、
生活に潤いと明るさをもたせる。

障害者 10 180 168
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：205名
前年度比：82.0％

B
参加者は昨年度に比べ減少したも
のの、内容は好評であり、満足度が
高かった。

継続 107 152 143
障害者
福祉課

330 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

リリアン編み教
室

手製の道具を使ってリリアンを編
み、小物を制作し、手先の細か
な動作訓練を行う。

障害者 12 60 62
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：46名
前年度比：134.8％

B

昨年度に比べ参加者も増え、障害
の有無に関係なく、作品作りを通し
て、豊かなコミュニケーションを図る
ことができた。

継続 0 0 0
障害者
福祉課

331 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

茶道教室（江
戸千家）

日本の伝統文化にふれながら、
礼儀作法や日常のマナーを身
につけて、生活にゆとりと豊かさ
をもてるように茶の精神と技を学
ぶ。

障害者 20 200 275
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：217名
前年度比：126.7％

B

前年度より多くの方が参加。
肢体の不自由な障害者も参加でき
るよう、座ってお茶を点てられる、
「立礼棚」を活用し、肢体不自由者
の参加があった。

継続 120 105 120
障害者
福祉課

332 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

書道教室

かな書道の基礎を着実に学習
し、更に創造性と表現力を会得
することで心豊かな生活を築け
るよう書の心と技を学ぶ。

障害者 12 150 162
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：143名
前年度比：113.3％

B
参加者の障害は様々であるが、講
師と調整し、本人の障害特性、レベ
ルに合わせた事業実施に努めた。

継続 78 78 78
障害者
福祉課

333 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

ハーモニーの
夕べ

市民と障害者の「ふれあいの
場」として行い、障害者福祉に
対する理解を深めると共に、正
しい発声と唱歌の技術を身につ
け、日本の四季を折り込んだ心
に沁みる歌をうたうことで、生活
の一部として豊かな音楽性を学
ぶ。

どなたで
も

30 470 343
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

580 343 C

目標の人数には達しなかったもの
の、障害の有無に囚われず、歌を通
して、コミュニケーションを図ることが
できた。

継続 264 264 264
障害者
福祉課

334 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

中途失聴・難
聴者のための
手話講習会
（入門）

中途で失聴した人や難聴者がコ
ミュニケーションの一手段として
手話を習得し生活の中で生かし
ていく

障害者 20 210 317
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：300名
前年度比：105.7％

B

多くの方が参加した。
講師と調整し、手話によるコミュニ
ケーション方法の習得に加え、生活
上の不安や悩みについても相談でき
る環境整備に努めた。

継続 370 368 410
障害者
福祉課

335 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

中途失聴・難
聴者のための
手話講習会
（中級）

中途で失聴した人や難聴者がコ
ミュニケーションの一手段として
手話を習得し生活の中で生かし
ていく

障害者 19 240 297
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：319名
前年度比：93.1

悪天候のため1回休講
（19回）

B

悪天候により、参加者数が目標を下
回ったものの、手話によるコミュニ
ケーション方法の習得に加え、生活
上の不安や悩みについても相談でき
る環境整備に努めた。

継続 224 250 266
障害者
福祉課

336 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

中途失聴・難
聴者のための
手話講習会
（上級）

中途で失聴した人や難聴者がコ
ミュニケーションの一手段として
手話を習得し生活の中で生かし
ていく

障害者 20 140 227
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：225名
前年度比：100.9％

B

多くの方が参加した。
講師と調整し、手話によるコミュニ
ケーション方法の習得に加え、生活
上の不安や悩みについても相談でき
る環境整備に努めた。

継続 274 200 200
障害者
福祉課
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所管
課事
業評
価
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績値
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する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

337 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

見えにくくなっ
た方の学習会

中途で視覚に障害を負った方を
主な対象として、点字の学習、
歩行訓練、ADL訓練を行い、日
常生活の向上を図る

障害者 31 300 499
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：433名
前年度比：115.2％

B
昨年度に比べ参加者も増え、継続
的に点字の学習を希望する受講生
の声に応えた。

継続 393 385 463
障害者
福祉課

338 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

パソコン・タブ
レット講習会
（視覚・上肢・
知的・精神・聴
覚）

障害者の情報収集手段としてIT
の有効活用が望まれており、こ
れにより障害者の情報不足が改
善されるものと考えられる。障害
者の生活の質の向上、就労支
援を目指す
視覚、肢体不自由、知的、精
神、聴覚、中途失聴・難聴の各
障害に対応

障害者 45 200 725
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

概ね予定通り実施
（45回実施）

A

予想をはるかに上回る参加者があっ
た。
IT機器の活用方法を知りたいという
障害者のニーズに対応できた。
利用者からも好評であった。

継続 1,124 1,158 1,164
障害者
福祉課

339 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

パソコン・タブ
レット学習会

障害者の情報収集手段としてIT
の有効活用が望まれており、こ
れにより障害者の情報不足が改
善されるものと考えられる。障害
者の生活の質の向上、就労支
援を目指す

障害者 36 600 996
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：545名
前年度比：182.6％

A

予想をはるかに上回る参加者があっ
た。
IT機器の活用方法を知りたいという
障害者のニーズに対応できた。
利用者からも好評であった。

継続 756 630 630
障害者
福祉課

340 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

福祉講演会

講演会や映画上映会などを通
して、障害者の福祉に貢献をし
ている方々を講演者として招き、
障害者福祉の向上に寄与する

どなたで
も

1 50 22
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

45 22 C

目標の人数には達しなかったもの
の、日本語字幕、音声ガイド付きで
映画上映を行い、障害者福祉の啓
発に努めた。

継続 68 53 79
障害者
福祉課

341 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

パソコン訪問
相談

障害者の情報収集手段としてIT
の有効活用が望まれており、こ
れにより障害者の情報不足が改
善されるものと考えられる。障害
者の生活の質の向上、就労支
援を目指す。
実施場所（心身障害者福祉セ
ンター）への来所が困難な障害
者に対応し、ご自宅へ訪問す
る。

八王子
市心身
障害者

福祉セン
ターへの
来所が
困難な
障害者

5 12 18
指定管
理者

その他 利用者の満足度が高い
相談者からの依頼によ

り　5回実施
B

来所が困難な方のご自宅等へ伺っ
ての本事業は、利用者にとって必要
であり、また満足度が高い。

継続 84 38 84
障害者
福祉課

342 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

ふれあいコン
サート

「障害者週間」のイベントとして、
障害者の音楽愛好家の発表の
場として、また一般からの参加も
促し、広く交流することで障害者
福祉の啓発を図る

障害者 1 100 110
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

132 110 B
音楽愛好家の障害者、福祉施設利
用者、健常者等が出演し、音楽を通
して交流を図った。

継続 35 33 35
障害者
福祉課

343 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

夕涼み会

すぎな愛育園と共催で実施、そ
れぞれの施設の事業と障害者
福祉に果たす役割を地域に伝
え、障害児・者を交えて交流を
図る

どなたで
も

1 400 365
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

440 365 B

昨年度は緑化フェアにより中止した
が、今年度の実施に喜びの声も多
かった。目標人数には達しなかった
が、大変好評であった。

継続 40 27 40
障害者
福祉課

344 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

障害者作業所
等作品展示即
売会

市内作業所等の作品を展示・
紹介をしながら福祉作業所等に
ついて理解を深めてもらう。ま
た、施設で製作されたお菓子や
小物の販売も行う。

どなたで
も

1 約120
指定管
理者

協働事
業の推

進

障害者施設、ボランティ
ア団体との協力により事
業周知をはかり、来場者

数の増大を図る

予定通り実施（13日
間）

B
開催が毎年楽しみという、市民が多
数いる。出店施設の作品も多様であ
る。

継続 0 1 0
障害者
福祉課

40



平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳
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回
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対
象
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業評
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績値
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する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

345 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

障害者文化展

障害当事者に対し作品発表の
機会を提供すると共に、広く障
害者福祉の啓発につなげる。ま
た賞を贈り、今後の創作を奨励
する

障害者 1 600 618
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

660 618 B
目標には達しなかったが、出展作品
は学園都市センターにて5日間展示
し、618名が来場した。

継続 132 120 136
障害者
福祉課

346 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

プール開放

プールを一日開放し、盛夏のひ
とときを楽しく過ごし、心身障害
者（児）およびその介助者等の
交流を深める。

障害者 1 150 市単独
応募者・
参加者
の人数

165
125名

B

前年度に比べ、大幅な参加者数増
となった。毎年楽しみにしている障害
者が多く、「来年も楽しみにしている」
「続けてほしい」との声が多数挙がっ
ている。

継続 10 10
障害者
福祉課

347 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

ふれあい運動
会

障害者と市民との交流を通し
て、障害に関する理解を促進す
る。

障害者 1 1,000 1,200
実行委
員会

応募者・
参加者
の人数

1,320
約1650名

B

多くの障害者、ボランティアが参加
し、目標を上回った。
平成29年度からエスフォルタアリー
ナでの開催となっているが、雨天の
心配がなく安心という声もあった。

継続 400 200 400
障害者
福祉課

348 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

図画工作(知
的障害者・児
教室）

絵画・工作を通して仲間づくりと
コミュニケーションを図り、知的
障害者・児の生きがいと自立支
援を促進する。

障害者
（愛の手
帳をもつ
小学生
～40歳

位）

1 20 20 市単独
参加者
の満足

度

障害を持つ方々の地域
参加と自立支援を促

す。

毎回平均78％の参加
率であった

B
センターまつりと作品展において、作
品を展示し、意欲的に活動され、満
足度が高い。

継続 94 91 94

南大沢
保健福
祉セン
ター

349 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

リズム（知的障
害者教室）

音楽療法を通して仲間づくりとコ
ミュニケーションを図り、知的障
害者・児の生きがいと自立支援
を促進する。

障害者
（愛の手
帳をもつ
18歳～
40歳位）

1 15 17 市単独
参加者
の満足

度

障害を持つ方々の地域
参加と自立支援を促

す。

毎回平均78.1％の参
加率であった

B
センターまつりでの舞台発表を行うな
ど意欲的であり、満足度が高い。

継続 110 98 11

南大沢
保健福
祉セン
ター

350 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

ぶるーむ（身
体障害者運動
教室）

運動を通して仲間づくりとコミュ
ニケーションを図り、障害者の生
きがいと自立支援を促進する。

障害者 1 15 8 市単独
参加者
の満足

度

障害を持つ方々の地域
参加と自立支援を促

す。

終了時のアンケートの
満足度が86％であった

B
目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 180 165 180

南大沢
保健福
祉セン
ター

351 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

日本語ボラン
ティア養成講
座

外国人市民の日本語学習支援
のための支援者を要請する。

日本語
ボラン

ティア希
望者・活

動者

9 延45人 延76人 委託
応募者・
参加者
の人数

参加者数延45人 参加者数延76人 A
参加者数が目標を上回ったほか、
参加者のアンケートにおいても良い
評価を得ているため。

継続 245 245 404
多文化
共生推
進課

352 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

学習支援事業

学習支援指導者等に対し、基
本的な知識の習得及び指導力
の向上に資するために研修会を
実施する。

学習支
援指導
者等

1 30人 17人 委託
応募者・
参加者
の人数

参加者数30人 参加者数17人 B

YSCで開発された指導方法や子ども
達の学習成果のまとめ方など、当学
習支援教室にも応用できるアドバイ
スをいただき好評であったが、参加
者数が目標を下回ったため。

継続 52 57 94
多文化
共生推
進課

353 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

障害者教室
障害者の生きがいと社会参加を
促進する。

障害者 21 15 106 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果によ
る満足度80％

100% A

目標値を達成
また、満足度が高く、参加者の社会
参加への意欲を高めることができ
た。

継続 174 147 174

東浅川
保健福
祉セン
ター

354 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

トリム体操
障害者の生きがいづくりと社会
参加を促進する。

障害者 24 1,680 延1,616人 市単独
参加者
の満足

度

継続して利用したい団体
の割合80％

ほとんどの団体が継続
を希望

B 目標値を達成している。 継続 180 161 180

東浅川
保健福
祉セン
ター
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標項目

②
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新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

355 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

国際理解講座
外国の文化への理解と外国人と
の交流を深め、多文化共生の
推進を図る。

どなたで
も

3 200 112 市単独
参加者
の満足

度
満足度80％以上

受講者アンケートでの
「大変満足」「満足」の

割合73.6％
C

おおむね予定通りの事業を実施でき
たが、満足度が目標値に届かなかっ
たため。

継続 114 27 114
学習支
援課

356 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

外国人のため
の日本語教室

市内在住・在勤・在学の外国人
に初級の日本語を学ぶ機会を
提供し、共生社会の推進を図
る。

外国人 3 800 1,132 市単独
応募者・
参加者
の人数

前年度と同程度。
(平成29年度　延参加

者978名)

3コースの教室を103回
開催　延参加者1,132

名
B

目標値を達成し、日本語学習を希
望するニースに応えることができた。

継続 484 446 484
学習支
援課

357 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

第28回女と男
のいきいき
フォーラム八
王子

男女共同参画社会の実現に向
けて、男女がともに考え自立を
目指すためのフォーラム

どなたで
も

7 300 181
実行委
員会

協働事
業の推

進

市民に男女共同参画に
ついて啓発する

181 B
市民実行委員と共にフォーラムを開
催し、広く市民に男女共同参画につ
いて啓発することができた。

継続 300 233 289

男女共
同参画
課（女と
男のい
きいき

フォーラ
ム八王
子実行
委員会）

358 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

男女共同参画
週間記念講演
会

男女共同参画社会の実現に向
けて、男女がともに考え自立を
目指すための講演会

どなたで
も

2 200 360 市単独
参加者
の満足

度

市民に男女共同参画に
ついて啓発する

97% A

満足度が97％と非常に高かった。講
演会だけでなく、映画会も開催したこ
とで、延べ360人と多くの方に参加し
ていただけ、男女共同参画をより効
果的に啓発することができた。

継続 58 111 49
男女共
同参画

課

359 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

「女性に対す
る暴力をなくす
運動」講演会

男女共同参画社会の実現に向
けて、男女がともに考え自立を
目指すための講演会

どなたで
も

1 60 50 市単独
参加者
の満足

度

市民に男女共同参画及
びDVについて啓発する

97% A

DV講演会は例年集客が難しいが、
テーマを若年層のデートDVに絞って
開催したところ、昨年を上回る参加と
満足度となった。

継続 35 29 39
男女共
同参画

課

360 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

男女共同参画
の啓発

男女共同参画社会の実現に向
けて、男女がともに考え自立を
目指すための講座

どなたで
も

6 470 685 市単独
参加者
の満足

度

市民に男女共同参画に
ついて啓発する

89.4% B

満足度は概ね90％であり、全体的に
好評であった。特に、国際女性デー
を記念して開催した映画会には定員
を上回る申込みがあり、男女共同参
画について理解を広めることができ
た。

継続 185 278 166
男女共
同参画

課

361 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

DVの啓発
男女共同参画社会の実現に向
けて、男女がともに考え自立を
目指すための講座

成人 2 315 132 市単独
参加者
の満足

度

市民に男女共同参画及
びDVについて啓発する

87% B
満足度は昨年度より低下したが、DV
について必要な知識を啓発すること
ができた。

継続 161 0 32
男女共
同参画

課

362 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

健康・メディア
男女共同参画社会の実現に向
けて、男女がともに考え自立を
目指すための講座

親子・保
護者

5 184 185 市単独
参加者
の満足

度

市民に男女共同参画に
ついて啓発する

98.2% A

満足度が98.2％と非常に高かった。
参加希望の多い講座については、再
度開催することで対応し、より多くの
方に参加していただけるよう工夫し
た。

継続 113 103 141
男女共
同参画

課

363 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

ワーク・ライフ・
バランスの啓
発

男女共同参画社会の実現に向
けて、男女がともに考え自立を
目指すための講座

成人 2 260 87 市単独
参加者
の満足

度

市民に男女共同参画及
びワーク・ライフ・バランス

について啓発する
89.5% B

毎年大人気の「父子料理」が台風の
ため開催でなかったこともあり、参加
者数が減ってしまったが、満足度は
概ね90％以上であり、好評であっ
た。

継続 145 83 167
男女共
同参画

課
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364 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

就労支援
男女共同参画社会の実現に向
けて、男女がともに考え自立を
目指すための講座

成人 5 239 310 市単独
参加者
の満足

度

市民に男女共同参画に
ついて啓発する

97.2% A

満足度が97.2％と非常に高かった。
特に「女性リーダー養成講座」は今
年で3年目になるが、年々申込者が
増加しており、定着してきたと感じて
いる。

継続 344 299 344
男女共
同参画

課

365 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

市民団体によ
る講座

男女共同参画社会の実現に向
けて、男女がともに考え自立を
目指すための講座

どなたで
も

0 120 0 共催
協働事
業の推

進

市民団体が主体となり、
市民に男女共同参画に

ついて啓発する

評価
なし

共催先の団体より、今年度の開催を
見送られ、実施することができなかっ
た。

継続 48 0 48
男女共
同参画

課

366 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

「チャレンジ企
画」支援事業

男女共同参画社会の実現に向
けて、男女がともに考え自立を
目指すための講座

親子・保
護者

1 48 16 共催
協働事
業の推

進

市民団体が主体となり、
市民に男女共同参画に

ついて啓発する
100% A

満足度は100％であった。「パパと一
緒に工作と楽しい昔遊び」を開催し、
父と子で一緒に楽しい時間を共有で
きる機会となった。

継続 32 16 32
男女共
同参画

課

367 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

男女共同参画
情報紙「ぱ
れっと」の発行

男女共同参画に関する認識や
理解を深めるための情報を提供

どなたで
も

1 282,000部 281,545部 市単独

男女共
同参画
について
の啓発

「ぱれっと」を通して、市
民に男女共同参画につ

いて啓発する
281,545部発行 B

「防災対策」を特集し、広く市民に男
女共同参画の視点での防災を周知
することができた。

継続 1,264 1,264 1,342
男女共
同参画

課

368 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

「男女共同参
画センターだ
より」の発行

男女共同参画に関する認識や
理解を深めるための情報を提供

どなたで
も

3 710 2,130部 市単独

男女共
同参画
について
の啓発

「センターだより」を通し
て、市民に男女共同参
画について啓発する

2,130部発行 B

「女と男のいきいきフォーラム」、「男
女共同参画週間」、「DV」と各号ごと
にテーマを決めて、効果的に市民に
男女共同参画の啓発を行うことがで
きた。

継続 0 0 0
男女共
同参画

課

369 ２-⑥
共同参画・
共生社会
の実現

学習支援のた
めの託児

育児中の市民等の学習支援と
して、満1歳～未就学児の託児
サービスを提供し、特に女性の
社会参画の促進を図る。

親子・保
護者

273 1,066 789 市単独

乳幼児
を育児
中の保
護者の
学習機
会を拡

充

乳幼児を育児中の保護
者の学習機会を拡充

273回 B
予定どおり、乳幼児を育児中の保護
者の学習機会を設けることができ
た。

継続 3,055 6,599 6,793
男女共
同参画

課

370 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

生涯学習コー
ディネーター
養成講座

市民の生涯学習活動を支援す
る人材を養成する。

どなたで
も

1 24人 14 共催
参加者
の満足

度

受講者アンケートでの満
足度80％以上

100% A
参加者全員に、満足度の高い講座
を提供できた。

継続 82 82 82
生涯学
習政策

課

371 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

中級手話講習
会

手話ボランティア養成 成人 34 1,100
763

17（修了）
指定管
理者

修了者
の人数

（70％以
上の出
席で修

了）

前年度の修了者数の
95％以上の修了者数

前年度：28名（修了）
前年度比：60.7％ C

目標には達しなかったが、地域の手
話ボランティアを増やすため実施し
た。

継続 503 503 537
障害者
福祉課

372 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

手話通訳者養
成講座入門

手話通訳者を目指すボランティ
ア養成

成人 68 1,400

1,704
修了者数
昼の部：21

名
夜の部：25

名

指定管
理者

修了者
の人数

（70％以
上の出
席で修

了）

前年度の修了者数の
95％以上の修了者数

前年度
昼の部19名　夜の部

16名
前年度比

昼の部110.5％　夜の
部156.3％

B
昨年度に比べ、多くの方が手話通訳
者を目指し、手話によるコミュニケー
ションを学び修了できた。

継続 666 666 700
障害者
福祉課

373 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

手話通訳者養
成講座

手話通訳者統一試験合格を目
指す方のための講座

手話通
訳者養
成講座
入門修
了者で
あり、選
考試験
に合格し

た者

30 220
257

修了者7名
指定管
理者

修了者
の人数

（70％以
上の出
席で修

了）

前年度の修了者数の
95％以上の修了者数

前年度：8名
前年度比：87.5％

B
目標値には達しなかったが、本講座
を修了した方が手話通訳者統一試
験に合格した。

継続 285 285 285
障害者
福祉課
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

374 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

入門点字講習
会

視覚障害者への理解を深め、
視覚障害者のための点字本等
の製作の要望に応えられるボラ
ンティアを養成する（昼の部と夜
の部あり）

成人 30 200 255
指定管
理者

修了者
の人数

（70％以
上の出
席で修

了）

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：218名
前年度比：117.0％

B
昨年度に比べ参加者が増加した。
地域で活躍する点字ボランティア養
成のために実施した。

継続 493 493 493
障害者
福祉課

375 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

中級点字講習
会

視覚障害者への理解を深め、
視覚障害者のための点字本等
の製作の要望に応えられるボラ
ンティアを養成する（昼の部と夜
の部あり）

成人 30 200

195
修了者4名
（昼、夜の

部　各2名）

指定管
理者

修了者
の人数

（70％以
上の出
席で修

了）

前年度の修了者数の
95％以上の修了者数

前年度：6名
前年度比：66.7％ B

目標値には達しなかったが、地域で
活躍する点字ボランティア養成のた
めに実施した。

継続 493 493 493
障害者
福祉課

376 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

音訳講習会
（初級）

視覚障害者が利用する録音図
書や対面朗読で対応できる朗
読ボランティアの養成
（初級と中級を隔年で実施）

成人 13 170 193
指定管
理者

修了者
の人数

（70％以
上の出
席で修

了）

前年度の修了者数の
95％以上の修了者数

前年度：（初級）12名
前年度比：108.3％

B
市内の音訳サークルの協力のもと、
講習会を実施した。

休止
平成31年度　　中
級実施のため休止

97 97
障害者
福祉課

377 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

音訳講習会
（中級）

視覚障害者が利用する録音図
書や対面朗読で対応できる朗
読ボランティアの養成
（初級と中級を隔年で実施）

成人 実施なし 0
指定管
理者

修了者
の人数

（70％以
上の出
席で修

了）

前年度の修了者数の
95％以上の修了者数

評価
なし

音訳講習会の初級と中級を隔年で
実施。
平成30年度は初級を開講したた
め、中級は実施せず。

継続 120
障害者
福祉課

378 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

要約筆記者養
成講習会

手話を使えない中途失聴・難聴
者の通訳手段である要約筆記
技術の習得

成人 6 50 73
指定管
理者

修了者
の人数

（70％以
上の出
席で修

了）

前回の修了者数の95％
以上の修了者数

二カ年にわたる講座の
ため、実績値は算出で

きず。
B

二カ年にわたる講座のため、修了者
数が現時点では不明なため、目標
値に対する実績が出ないが、他自治
体からも問合せがあるほど、高評価
の講座である。

継続 未定 160 1,333
障害者
福祉課

379 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

盲ろう通訳者・
介助者養成講
座

盲ろう通訳介助者の養成
どなたで

も
7 60 28

指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

前年度の参加者数の
95％以上の参加者数

前年度：84名
前年度比：33.3％

C
昨年度に比べ、参加者が減少した。
しかし、盲ろう者支援者養成のため
の重要な講習となっている。

継続 619 534 633
障害者
福祉課

380 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

初級手話講習
会

手話通訳ボランティアの養成及
び聴覚障害者に対する理解の
促進を図る。

１６歳以
上の初
心者

1 48 35 市単独
参加者
の満足

度

手話通訳ボランティアの
養成及び聴覚障害者に
対する理解の促進を図

る。

終了時のアンケートでほ
ぼ全員が理解を得られ

たと回答
B

講座終了後のアンケートで今後も手
話の知識を深めたいという参加者が
多数であった。

継続 537 537 528

南大沢
保健福
祉セン
ター

381 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

中級手話講習
会

手話通訳ボランティアの養成及
び聴覚障害者に対する理解の
促進を図る。

初級修
了者ま
たは同
程度の
技術を
持つ方

1 24 19 市単独
参加者
の満足

度

手話通訳ボランティアの
養成及び聴覚障害者に
対する理解の促進を図

る。

終了時のアンケートでほ
ぼ全員が理解を得られ

たと回答
B

講座終了後のアンケートで今後も手
話の知識を深めたいという参加者が
多数であった。

継続 350 350 350

南大沢
保健福
祉セン
ター

382 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

音訳講習会
音訳ボランティアの養成及び視
覚障害者に対する理解の促進
を図る。

16歳以
上の初
心者

1 16 19 市単独
参加者
の満足

度

音訳ボランティアの養成
及び視覚障害者に対す
る理解の促進を図る。

終了時のアンケートで
87％が理解を得られた

と回答
B

音訳を通じて、視覚障害者への理
解が深まり、より高度な技術を習得し
ようと次のステップの講座を受講した
いという声が多数あった。

継続 86 86 124

南大沢
保健福
祉セン
ター
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

383 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

健康づくりサ
ポーター養成
講座

広く健康に関する知識を持つ健
康づくりサポーターを養成する。

成人 4 30 37 市単独
協働事
業の推

進
毎年30名養成していく 37名 B

30名養成目標のところ、37名の養
成を達成できた。地域で健康づくりを
推進する人材が増加した。

休止

サポーターが１３１
名となり、隔年で活
動支援の年を設
け、サポーターの底
上げを行う。

0 327 464

健康政
策課

大横保
健福祉
センター
東浅川
保健福
祉セン
ター

南大沢
保健福
祉セン
ター

384 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

住民主体サー
ビス担い手養
成研修

地域の互助による生活支援を
推進するため、その担い手とな
る住民を対象に、前提となる基
礎知識等を習得する研修を実
施することで、安心かつ信頼性
のあるサービス提供を行うととも
に、活動の周知や担い手の拡充
を図る。

どなたで
も

5 40 160 市単独
応募者・
参加者
の人数

・養成研修　4回　40人
・フォローアップ研修　1

回　100人

・養成研修　4回　49人
・フォローアップ研修　1

回　111人
A

年4回の研修に加え、これまでの受
講者を対象にフォローアップ研修を
開催し、互助活動への参加や活動
内容の充実を図った。

継続 852 401 765
高齢者
福祉課

385 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

地域包括ケア
システムシン
ポジウム

シンポジウムの開催を通じて地
域の自助・互助による生活支援
体制の必要性について普及啓
発するとともに、住民の地域活
動への参加意識の醸成を図り、
地域包括ケアシステムを推進す
る。

どなたで
も

1 150 260 市単独
応募者・
参加者
の人数

１回　150名
１回　260名

（前年度から125名の
増）

B

効果的な事業実施の観点から、高
齢者いきいき課で行う「介護の日」の
イベントと合同で開催したため、来場
者が増加した。

継続 115 38 118
高齢者
福祉課

386 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

交通安全市民
の集い

全国交通安全運動の一環とし
て開催し、交通安全意識の高揚
を図るとともに、交通事故防止を
図る。

どなたで
も

1 1,000 600 共催
協働事
業の推

進

前年度以上の参加者と
する。

600人 B

　平成31年（2019年）春の全国交
通安全運動が5月に実施されること
となり、事前運動である春の交通安
全市民の集いの開催が1ヶ月前の平
成31年4月になったため、実施回数
が1回となったものの、1回あたりの参
加人数としては例年並みとなった。

継続 151 127 153
交通事
業課

387 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

傾聴ボラン
ティア講座

傾聴ボランティアの養成 成人 3 180人 141人 補助
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける「講座内容」につい
て「よい」の回答90％以

上

90% B

アンケート集計結果において「よい」
との回答が90％であった。講座内容
の充実を通じて、傾聴ボランティアの
養成という成果が得られた。

継続 135 126 478

福祉政
策課

（社会福
祉協議

会）

388 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

市民センター
まつり、福祉ま
つり、手作り作
品展への参加

ボランティア活動をPRし、活動に
対する市民の関心と参加を高め
る

どなたで
も

9 約800人 補助
参加者
の満足

度
作品数を充実させる

ボランティアグループの
手芸作品の作品数を

増やした。
B

ボランティア活動PRグッズとしてボラ
ンティアグループの手芸作品の作品
数を増やすことで、活動に対する市
民の関心を高めるという成果が得ら
れた。

継続 5 9 10

福祉政
策課

（社会福
祉協議

会）

389 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

精神保健福祉
ボランティア講
座

精神障害者を支援するボラン
ティアの養成

成人 2 50名 54人 補助
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける「講座内容」につい
て「よい」の回答90％以

上

79% B

アンケート集計結果において「よい」
との回答が79％であり、目標を達成
できなかったものの、受講者数は予
想を上回る54名であったことからボ
ランティアの裾野の拡大という成果
が得られた。

継続 168 103 176

福祉政
策課

（社会福
祉協議

会）
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

390 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

災害ボラン
ティアリーダー
養成講座

災害ボランティアセンターの円
滑な運営

どなたで
も

1 100人 88人 補助
応募者・
参加者
の人数

町会・自治会へのＰＲを
行い参加者を増やす

町会・自治会へのチラ
シを配布した

B

町会自治会へのチラシ配布をした。
参加者は88人であったが、災害ボラ
ンティアリーダーの養成という目的は
一定程度達成できた。この他にも広
報はちおうじに初めて募集記事を掲
載し、周知拡充に努めた。

継続 78 28 71

福祉政
策課

（社会福
祉協議

会）

391 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

里山サポー
ター育成講座

戸吹第二最終処分場用地を、
環境意識啓発の学習の場として
活用し、環境保全活動に携わる
人材育成を行う。

どなたで
も

1 15 10 委託
協働事
業の推

進

講座修了者の里山保全
活動の継続

環境保全団体新規加
入者1名

フォロー講座2回実施、
延べ8名参加

B

修了者向けのフォロー講座を2回実
施し、里山保全活動の継続を促し
た。来年度は修了者向けのステップ
アップ講座を開催し修了生の更なる
技術向上を図る。

継続 886 886 1788
環境政
策課

392 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

外国人のため
の防災訓練
（立川防災館）

地震などの災害に不慣れな外
国人に、防災訓練を体験し、災
害への対応を身につける機会を
提供する。

外国人 1 23人 7人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加者数23人 参加者数7人 C
参加者が少なく、実施時期及び周知
方法を検討する必要がある。

継続 2 0 0
多文化
共生推
進課

393 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

健康づくりサ
ポーター養成
講座

広く健康に関する知識を持つ健
康づくりサポーターを養成する。

健康づく
り、介護
予防運
動ボラン
ティア養
成講座
登録者

1 ３０人 8 市単独
協働事
業の推

進

地域での活動の場の拡
大

健康に関する知識の幅
が広がり、地域での活

動の場が拡大
B

健康に関する知識の習得という成果
が得られた。活動の場での知識の活
用が広がっている。

継続 0 0

健康政
策課

大横・東
浅川・南
大沢保
健福祉
センター

394 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

初級手話講習
会
（夜間）

手話通訳ボランティアの養成及
び聴覚障害者に対する理解の
促進。

成人 1 50 44 市単独

修了者
の人数

（70％以
上の出
席で修

了）

受講者の７０％以上 ２８人（６３．６％）修了 B

７０％の達成率であるが、６０％超の
修了者を出すことができ、聴覚障害
者に対する理解を深めることができ
た。

継続 537 537 537

東浅川
保健福
祉セン
ター

395 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

中級手話講習
会

手話通訳ボランティアの養成及
び聴覚障害者に対する理解の
促進。

成人 1 40 33 市単独

修了者
の人数

（70％以
上の出
席で修

了）

受講者の７０％以上 ２９人（８７．９％）修了 B 目標値を達成している。 継続 537 537 537

東浅川
保健福
祉セン
ター
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

396 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

健康づくりサ
ポーター養成
講座

健康づくり活動を支援する地域
の人材を育成する。
(フォローアップ及びスキルアッ
プ）

健康づく
り、介護
予防運
動ボラン
ティア養
成講座
登録者

8 220 185 市単独
協働事
業の推

進

地域での活動の場の拡
大

体力測定や体操の出
張講座及び、地域活動
支援の回数が669回で

あった。

B 目標値を達成している。 継続 85 57 85

東浅川
保健福
祉セン
ター

397 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

あったかホー
ル
職場体験

館内施設スタッフの就業体験を
通じて、働く事の意義や尊さを
学び、社会性、協調性を養う場
を提供する。

成人 7
35人

（Ｈ29実績
参考)

37
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

40人
37人

(5.7%増）
B

学校のニーズに基づく事前準備や調
整についてほぼ予定通り実施でき
た。

継続 0 0 0
北野清
掃工場

398 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

地域防犯リー
ダー養成講習
会（フォロー
アップ研修会）

地域の防犯活動の充実 成人 1

212（本講
習100+
フォロー

92）

99 委託
応募者・
参加者
の人数

町会等当たりの平均防
犯リーダー数がH34年度

までに３人

30年度実施時点で、町
会等当たりの平均防犯

リーダー数　2.0人
B

地域防犯の強化のため、引き続き町
会、自治会に参加の働きかけを行
う。

継続 516 409 477 防犯課

399 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

八王子城跡ガ
イドボランティ
ア

市民と協働の場を設けて文化
財の活用を行うことで、郷土愛
の醸成及び本市文化財の普及
を図る。

どなたで
も

- 共催
協働事
業の推

進

ガイド案内延人数1,200
人

5,295人 A

目標を大きく達成するとともに、ガイド
に関するの問い合わせや受付件数
の増加、見学者からお礼のメールを
いただくこともあり、見学者から好評
を得ていると判断したため。

継続 9 9 13
文化財

課

400 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

ガイドボラン
ティアによる自
主事業

ガイドボランティアが中心となり、
館内展示・イベントの充実を図
る。

どなたで
も

- 未定 市単独
協働事
業の推

進

ボランティアとの協働事
業を増やす

ボランティアとの協働事
業を増やした。

A

常設展について、ガイドボランティア
の意見を反映した展示替えを実施
することで、よりよい展示を実現した。
ガイドボランティアの有志が結成して
いる紙芝居会が、紙芝居「大久保長
安」を完成させた。史実の確認等で
郷土資料館学芸員が協力すること
ができた。

継続 12 0 0

文化財
課

郷土資
料館
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① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

401 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

郷土資料館ガ
イドボランティ
ア

郷土の歴史を学んだ市民に実
践の場を提供し、郷土愛の醸成
を図る。

成人 - 21 23 市単独
参加者
の満足

度

ボランティアにより多くの
活動の場を提供する

ボランティアにより多くの
活動の場を提供した。

B

日々の活動で得た知識・スキルを発
揮する場として、常設展示ガイドの内
容検討や体験学習の企画提案や運
営に参加する機会を提供するなど郷
土資料館で得た知識や経験を発揮
する場を提供した。

継続 - 7 12

文化財
課

郷土資
料館

402 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

はちおうじ志民
塾

これから定年される方や定年を
迎えた方を対象に、退職後地域
で活動するきっかけづくりとする。

概ね50
歳以上
の方

1 25 21 委託 その他
平成29年度末で、102
人が市民活動に参加。

平成29年度末で、111
人が市民活動に参加。

A

講座の受講者は毎年度入れ替わ
り、町会・自治会をはじめ、市民活動
の中心的な役割を担う人材を生み
出している。

継続 3,789 3,771 3,812
協働推
進課

403 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

市民活動スキ
ルアップ講座

市民活動に対する理解を深め、
市民活動を促進する。

どなたで
も

1 未定 53
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

50人 53 A

「NPO法人設立の基礎」をテーマに
講座を行い、多くの参加者があり、市
民活動に対する関心の高さが伺え、
センター設置の趣旨に合致するた
め。

継続
指定管

理料の中
で実施

指定管
理料の中
で実施

指定管
理料の中
で実施

協働推
進課(市
民活動
支援セ
ンター）

404 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

市民活動入門
講座（アクティ
ブ市民塾）

市民活動に対する理解を深め、
市民活動を促進する。

どなたで
も

6 180 105
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

180人 105 B
参加者は、目標人数を下回ったが、
講座の定員を上回る申し込みと受け
入れを行ったため。

継続
指定管

理料の中
で実施

指定管
理料の中
で実施

指定管
理料の中
で実施

協働推
進課(市
民活動
支援セ
ンター）

405 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

お父さんお帰り
なさいパー
ティー

主にシニア世代を対象に、市民
活動に関する講演や団体の紹
介を行うなど、地域での活動に
参加するきっかけづくりとする。

どなたで
も

2 500 420
実行委
員会

その他
①74名

②３７２団体

①地域活動を見つける
ために、初めてイベント

に参加した人数
②地域活動に興味をっ

た団体数

A
イベント参加者は、当初計画を下
回ったものの、地域活動を探す、新
規のイベント参加者が多かったため。

継続 200 200 215

協働推
進課（八
王子市
民活動
協議

会、市
民活動
団体等）

406 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

市民活動支援
講座

市民活動に対する理解を深め、
市民活動を促進する。

どなたで
も

11 未定 221
指定管
理者

その他
受講者のレベルアップを

図る
受講者のレベルアップ

を図った。
A

団体ニーズに応えた講座により、団
体のレベルアップが図られたため。

継続
指定管

理料の中
で実施

指定管
理料の中
で実施

指定管
理料の中
で実施

協働推
進課(市
民活動
支援セ
ンター）

407 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

コミュニティ講
座

地域住民の交流の場づくり、地
域コミュニティの育成を図る。

どなたで
も

8 100 422 補助
応募者・
参加者
の人数

前年度より参加人数を
増やす

8回　422人 A
前年度の参加人数（349人）を大きく
上回り、地域コミュニティの活性化が
図られたため。

継続 215 215 270

協働推
進課

（学園都
市文化
ふれあ
い財団）

408 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

各地域住民協
議会運営助成

センターまつり等を通じ、コミュニ
ティ活動の育成・活性化を目指
す。

どなたで
も

18 - 96,128 補助
応募者・
参加者
の人数

17協議会
90,000人

17協議会
96,128人

B 目標値を達成したため。 継続 14,794 14,794 14,794

協働推
進課

（各地域
住民協
議会）
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① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

409 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

地区図書室運
営事業

地域の住民参加により、読書活
動と地域住民の交流促進を目
指す。

どなたで
も

― ― ― 補助
応募者・
参加者
の人数

前年度より参加人数を
増やす。

47,657人 B

前年度の利用者数(52,831人)を下
回ったが、①石川市民センターの大
規模改修工事に伴う地区図書室の
閉室(平成30年8月27日～平成31
年1月14日)②恩方市民センター地
区図書室が図書館化のため、平成
30年末で閉室しており、全体的には
地区図書室の活性化に寄与したも
のと考えられるため。

継続 15,656 15,656 15,329

協働推
進課

（各地域
住民協
議会等）

410 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

第7回東京都
高等学校吹奏
楽の響演
～響き渡る～

都内の高校を代表する吹奏楽
団を有する街、八王子。その高
校生達と協働して質の高い音楽
公演の提供をする。

どなたで
も

1 1,600

来場者
1,426人

出演者440
人

指定管
理者

参加者
の満足

度

アンケート満足度
80％以上

アンケート満足度
97.1%

A
目標値を超える実績値であり、高い
水準であったため。

継続 1,600 1,638 1,600

学園都
市文化
課(共

立・NTT
ファシリ
ティーズ
共同事
業体)

411 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

サタデーパー
クボランティア

幅広い世代を対象に里山の管
理体験を経験してもらい、みどり
の保全管理技術の習得を目指
す。

成人 21 76 119
指定管
理者

協働事
業の推

進

里山が抱える問題意識
を共有する市民を一人

でも多く育てること。

予定回数、参加者とも
に上回る成果を得られ

た。
A

参加者が119人であった。加えて、
事業目標についても、里山の保全活
用を担う市民の育成を推進した。

継続 2 0 2

公園課
（ひとま
ちみどり
由木）

412 ３-①
人材の育
成と活躍の
場の提供

職場訪問、職
場体験、その
他研修の受け
入れ

科学館事業や運営実務の学
び・体験を通じて、訪問者の知
識の向上を図る。

子ども 7 20 27人 市単独
参加者
の満足

度

体験や実習の内容に対
する満足度の割合

８０％以上

満足と回答した人の割
合85%

B

満足度は目標値を超え85％であっ
た。職場体験・職場訪問（中学生）、
インターンシップ・博物館実習（大学
生）、教員研修で計18名を受け入れ
たほか、市と東京工科大学との協定
による学生ボランティア9名を受け入
れた。職場体験では「プラネタリウム
を操作したことが記憶に残った。」な
どの感想をいただいた。

継続 0 0
こども科
学館

413 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

こども将棋大
会

日本の伝統文化である「将棋」
に親しみ、大会を通じてコミュニ
ケーションや礼儀作法の修得な
ど子どもたちの健全育成を図
る。

子ども 1 128人 136人 委託
応募者・
参加者
の人数

128人 136人 B

各学校から集まった参加者と対局す
ることにより、勝つ喜び、負けるくやし
さ、相手を思いやる気持ちや礼儀作
法を体得するとともに、伝統文化の
普及に一助を担った。

継続 473 471 484
生涯学
習政策

課

414 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

第15回生涯
学習フェスティ
バル

市民が自ら学習活動を行うきっ
かけづくりと、学びあう交流の場
を提供する。

どなたで
も

1 5,500人 4808人 共催
応募者・
参加者
の人数

5,000人 4808 B
おおよそ目標通りの人数を集客でき
た。

継続 63 23 63
生涯学
習政策

課
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

415 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

八王子市内高
等学校吹奏楽
フェスティバル

市内高等学校吹奏楽部等の練
習成果の発表会を市民を対象
に実施し市民文化活動・文化交
流の一助とする。

どなたで
も

1 2,300名 2,300人 共催
応募者・
参加者
の人数

2,300人 2,500人 B

目標を超える市民の来場があった。
高校生が演奏だけではく、司会や裏
方など多方面で活躍し、日ごろの成
果を発表した。

継続 321 321 321
生涯学
習政策

課

416 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

八王子市消防
団音楽隊演奏
会

消防団員の日頃の訓練成果を
披露し、消防・防災意識の高揚
を図る。

どなたで
も

1 800 800 市単独
応募者・
参加者
の人数

800名 800 A
いちょうホールで満員の入場があっ
た

継続 233 227 233

防災課
八王子
市消防

団

417 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

八王子市消防
団出初式

消防団員の日頃の訓練成果を
披露し、消防・防災意識の高揚
を図る。

どなたで
も

1 2000 2000 市単独
応募者・
参加者
の人数

2000名 2000 A
天候が心配された中多くの来場者が
あった

継続 4,016 3,962 4057

防災課
八王子
市消防

団

418 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

八王子市総合
防災訓練

各機関相互の協力体制確立及
び地域住民の防災対策の習慣
化を図る。

どなたで
も

1 2000 2058 共催
事業の
実施

多摩ニュータウン地域の
特性を考慮した訓練を
実施し、地域住民の防
災意識の向上を図る。

2058 A
庁内、防災関係機関及び町会・自
治会等からの参加があった。

継続 2,250 1,988 2243 防災課

419 ◎ ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

公開講座【生
活に役立つシ
リーズ：自分を
知ることから始
まる人とのつき
合い方】

現代社会において、自分の性格
を分析し、認識することにより相
手との円滑な関係を構築する。

どなたで
も

1 20人 8 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計表からの
高評価

参加者8名中、6名の
方からアンケートで「満

足」の評価　75％
A

実際に講座に参加した方は、予定者
数と比べ少ないが、講座に参加され
た方からは、「興味深い講座である」
との声が多くあり、この講座へのニー
ズが確認できた。次年度は、参加者
数を更に増やしていきたい。

継続 計上無 計上無 計上無

八王子
市立看
護専門
学校

420 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

農業体験事業
（①親子農業
ツアー、②じゃ
がいも掘り、③
さつまいも掘
り、④農業に
ふれあう稲作
体験）

農業にふれあう場を提供し生産
者と市民との交流促進を図り、
都市農業に対する理解を深め
る。

親子・保
護者

1

①40名
②60名
③60名
④50名

①  42名
②137名
③  62名
④121名

補助
応募者・
参加者
の人数

①40名
②60名
③60名
④50名

　　　　　①  42名
　　　　　②137名
　　　　　③  62名
　　　　　④121名

B 目標を達成できた。 継続

①12千
円
②0
③0

④186千
円

 ①  10
 ②   0
 ③   0
 ④182

197 農林課
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

421 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

林業体験事業
（クリスマスリー
ス作り）

林業にふれあう場を提供し、八
王子市林業研究会と市民との
交流促進を図り、林業に対する
理解を深める

どなたで
も

1 20 28名 委託
応募者・
参加者
の人数

20名 28名 B 目標を達成できた。 継続 130 130 132 農林課

422 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

八王子市立小
中学校合同作
品展「おおるり
展」

児童・生徒の作品の発表を通し
て、豊かな心情を培い、創造的
な能力の向上を図る。

どなたで
も

1
来場者集
12,000人

程度
12,430 共催

参加者
の満足

度
90% 99% A

参加者へのアンケートの結果、おお
るり展を鑑賞して「とても良かった」
71.5％、「良かった」27.9％となって
おり、99.4％が満足しているため

継続 2,740 2,193 2769 指導課

423 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

スマホ・タブ
レットとパソコン
祭り

ボランティア団体と連携して初
心者向けの講座を実施すること
により、市民のＩＣＴ利活用促進
を図る。

どなたで
も

1回 200人程度 200人程度 共催
応募者・
参加者
の人数

参加者数200人 参加者数200人 B

IT関連講座の回数を増やしたことに
より、講座への参加者が増加した。し
かし、実演コーナーへの来訪者は減
少したことから、講座への参加者数
を確保しつつ、実演コーナーへの来
訪者をいかに確保するかが課題であ
る。

継続 36 36 36

情報管
理課

（ボラン
ティア団

体）

424 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

あさかわ写真
コンクール

浅川の魅力についての認知度
向上及び水辺に近づく動機づけ

どなたで
も

1 150 144 共催
応募者・
参加者
の人数

200 144 B

毎回多くの作品が応募され、今回も
昨年度と同様に407点の作品から、
市長賞、最優秀賞、優秀賞等が決
定され、市役所本庁舎ロビーや八王
子駅南口総合事務所などで、多くの
市民の方たちに浅川の魅力を写真
をとおして伝えることができた。

継続 367 430 650
水環境
整備課

425 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

青年ライブス
テージ

若者が日頃取り組んでいる音楽
活動などの学びの成果を発表を
とおし、団体や来場者との交流
を深める。

青年 1 800 789 共催
応募者・
参加者
の人数

前年度と同程度。
(平成29年度　参加21
団体254名、観覧者

674名)

参加21団体215名、観
覧者574名)

B
台風接近日という不可抗力があった
ものの、おおむね目標値を達成でき
た。

継続 0 0 0
学習支
援課

426 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

フレスコギャラ
リー

生涯学習センター南大沢分館
を利用している団体が日頃の成
果を発表するとともに、来館者の
生きがいにつなげる。

どなたで
も

展示ス
ペース2
か所で
年間延
141日
利用

0 - 市単独
応募者・
参加者
の人数

前年度と同程度。
（平成29年度　8団体が
延べ112日間利用。）

展示スペース2か所で
9団体　年間延141日

利用
B

施設利用者の学習成果の発表の場
として、前年度と同様の事業水準を
維持したため。

継続 0 0 0
学習支
援課

427 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

ギャラリー川口

主に生涯学習センター川口分
館を利用している団体が日頃の
学習成果を発表することで、生
きがいにつなげるとともに、来館
者の学習のきっかけづくりを図
る。

どなたで
も

展示ス
ペース2
か所で
年間延
439日
利用

0 - 市単独
応募者・
参加者
の人数

前年度と同程度。
(平成29年度　24団体

延538日利用)

展示スペース2か所で
19団体　年間延439日

利用
B

施設利用者の学習成果の発表の場
として、前年度と同様の事業水準を
維持したため。

継続 0 0 0
学習支
援課
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

428 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

南大沢ミュニ
ティオペラコン
サートとワーク
ショップ

市民に身近な場所でオペラを作
り上げる機会を提供し、芸術へ
の市民参加と芸術の普及を促
進する。

どなたで
も

公演
2回

ミニ公演
2回

合奏WS
22回

参加者140
入場者800

公演入場
者

881
公演参加

者
124

ミニ公演入
場者

延べ110
その他WS

等
延べ1,052

補助
応募者・
参加者
の人数

・参加者が体験できる機
会の増

・チケット販売
80％以上

（800枚/1,000枚）
※2回公演

・参加者が体験できる
機会の増

・チケット販売
88％

（881枚/1,000枚）
※2回公演

A

目標を超える入場者数であったた
め。
制作を学ぶプログラムを充実し、制
作への大学生の参加機会を増やし
た。
(制作インターン29年度延16人⇒30
年度22人)

継続 9,667 9,586 3,184

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

429 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

シアターＰＪ演
劇公演

財団のワークショップから誕生し
た市民劇団を支援する。

どなたで
も

2 未定

出演者
8

入場者
339

補助
応募者・
参加者
の人数

収支の安定に充分なチ
ケット販売

※販売可能席数未定

チケット販売342枚につ
き、全体支出の31％充

当
B

目標が満足度90％以上であるのに
対し、82％であったため。
さらにＰＲをして市民のファン層を広
げる。

継続 268 205 268

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

430 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

八王子地域合
同学園祭
学生天国

大学コンソーシアム八王子加盟
25大学等の学生で構成する学
生委員会が、学生同士や市民
の方々との交流を目的とし開催
する。

どなたで
も

1
来場者数
30,000人

23,000人 補助
応募者・
参加者
の人数

来場者数
30,000人以上

23,000人 B

例年同様に、コンソーシアムのWeb
サイトの他、フェイスブック等のSNSで
周知、前回参加団体に参加依頼を
行うとともに、
加盟校、市関係施設、町会、商店
街等にポスター・チラシを配布した
他、大学等連携部会や産学公連携
部会で各大学等に案内した。当日
午後の天候急変の影響により、途中
で中止となり、来場者数は例年よりも
少ない結果となった。

継続 2,588 2,588 2,588

学園都
市文化

課
（八王子
学生委
員会）

431 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

いちょうホール
ロビーコンサー
ト

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

44 2,000

出演者
256

入場者
2,952

指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

参加者数
2,000人以上

入場者数
2,694人

A
目標値を達成することができた。
リピーターが増え、定着化が進んだ。

継続 69 51 147

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

432 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

ステップアップ
コンサート

ロビーコンサート出演者の活動の
場を広げる一助とするとともに、
市民に様々なジャンルの音楽に
親しめる機会を提供する。

どなたで
も

1 180

出演者
12

入場者
117

指定管
理者

参加者
の満足

度

参加者（入場者）満足度
95％以上

無回答を除き、97％が
とても良かった・良かっ

たと回答
B

目標を達成することができたため。
出演者の知人やロビーコンサートのリ
ピーターが来場してくれたため、満足
度が高かったと考えられる。

継続 140 155 142

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）
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平成30年度生涯学習関連事業　自己評価一覧

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

433 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

南大沢文化会
館ロビーコン
サート

日頃より研鑽を積んでいる演奏
者に活動の場を提供するととも
に、市民に気軽に良質な音楽を
楽しめる機会を提供する。

どなたで
も

44 50 2952
指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

参加者数
延べ2,000人以上

参加者数
延べ2,952人

A
地域の方々に馴染みの事業になっ
ており、楽しみにしていただいている
方も増えてきた。

継続 無料 無料 0

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

434 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

青少年のため
の南大沢音楽
祭

地域の児童・学生に日頃の音楽
活動の発表の場を提供し、地域
の住民に芸術文化を鑑賞する
機会を提供する。
また、ホール舞台上での演奏体
験により文化芸術への意識醸成
を図る。

どなたで
も

1 1,500 1,700
指定管
理者

参加者
の満足

度

アンケート満足度
90％以上

アンケート満足度
99％

B

青少年地区委員会Fブロックと協働
し、地域ぐるみの音楽祭を実施した。
また、延べ1,700名を超える観客動
員があった。

継続 396 395 392

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

435 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

写真展　東由
木の365日

多摩ニュータウンとは縁遠いと
思ってしまいそうな言葉「さと」、
探してみればたくさんの「さと」が
ここにありました。
公募により東由木地区の公園や
緑地で撮影された、みなさまの
作品を展示する。

どなたで
も

1 未定 2024
指定管
理者

参加者
の満足

度

長池公園の付加価値と
して、一定程度の新規の

来園者が集うこと。

2024人　アンケートに
て満足と回答した人

80％
B

参加者は目標を達成できたものの、
新規の来園者の獲得には繋がらな
い結果となった。

休止

継続事業であるが
３１年度（2019年
度）については展示
企画を変更

3 0 0

公園課
（ひとま
ちみどり
由木）

436 ３-②

学びの成
果を活かす
機会の充
実

ヴェルディレク
イエムプレコン
サート（八王子
音楽祭）

市民に身近な場所で優れた文
化や芸術を鑑賞する機会を提
供する。

どなたで
も

1 250

参加者
122

入場者
270

補助
応募者・
参加者
の人数

入場率
68％以上

（340人/500人）

入場率
92％

（461人/500人）
A

目標値を大幅に超える入場率となり
（達成率135％）、多くの市民に合唱
団の活動を周知することができたた
め。
練習時から参加者に声掛けを頻繁
に行い、家族・知人等を呼びこんだ。

継続 536 461

学園都
市文化
課(（公

財）学園
都市文
化ふれ
あい財
団）

437 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

消費生活フェ
スティバル

消費生活に関する情報を体験
や遊びを通して消費者に提供
し、消費者団体等とともに交流と
啓発を図る。

どなたで
も

1 1000 498 共催
協働事
業の推

進

関係団体と連携し、効果
的な啓発を実施する。

アンケート回答者の
85％が高評価

B

関係団体と連携し、充実した内容と
なった。来場者のアンケートも概ね好
評であった。来場者も予定より多く幅
広い年代の市民に対して消費生活
に関する情報提供と啓発が図られ
た。

継続 165 89 99
消費生
活セン
ター

438 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

地区まちづくり
フォーラム

「地区まちづくり推進条例」の周
知及び条例の活用促進を図る。

成人 1 20～30 84 市単独

その他
（地区ま
ちづくりに
ついて、
協議会
等が成
果を発
表し、相
互交流
する機
会の獲

得。条例
の周知
活用を
促す）

参加予定者のうち、半分
程度新規参加者の獲得

増

84人　アンケートの満
足度97％　参加者によ

る作品への「いいね!
シール数」の合計110

A
参加予定数を大幅に上回る参加が
あった上に、アンケートにおける満足
度も大変高かったため。

継続 87 66 87
まちなみ
景観課
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① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

439 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

都市景観セミ
ナー

市民と行政の協働による魅力あ
る景観づくりを推進する。

成人 1 30 15 市単独
参加者
の満足

度

参加予定者のうち、半分
程度新規参加者の獲得

増

15人　アンケートの満
足度93％

C
アンケートにより、周知方法に一部足
りない情報があったと知った。今後の
周知に反映させたい。

継続 47 46 47
まちなみ
景観課

440 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

八王子市防
犯・防災フェア

市民の防犯・防災意識向上を
目的として開催する。

どなたで
も

1 1,600 1,600 市単独
応募者・
参加者
の人数

1,600名（前回1,500名） 1600名 A
スタンプラリーへの参加や各種イベン
トの観覧など多くの来場者があった。

継続 328 193 339 防災課

441 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

戸吹クリーン
フェスタ

地元企業・町会、戸吹地域関連
所管が一体となって環境啓発を
し、清掃処理施設への理解を深
める機会を提供する。

どなたで
も

1回
1,490人

（平成29年
度実績）

2,000名
実行委
員会

応募者・
参加者
の人数

参加者の増加 2000名 B 目標値を達成できたため 継続 114千円 114千円 216
戸吹ク
リーンセ
ンター

442 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

ダンボールコン
ポスト講習会
の開催

可燃ごみの約半分を占める生ご
みの減量・資源化を図る

どなたで
も

36回 500人 420人 委託
応募者・
参加者
の人数

年間30回開催
参加者500人

年間36回開催
参加者420人

B
講習会の回数を増やし、参加者の
増加を図ったが、目標人数には届か
なかった。

継続 5,526 5,460 5670
ごみ減
量対策

課

443 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

八王子環境
フェスティバル

市民及び事業者の間に広く環
境の保全についての関心と理解
を深めるとともに、その活動を行
う意欲を高める

どなたで
も

1 57,000 58,000
実行委
員会

応募者・
参加者
の人数

57,000人 58000人 B
来場者数が目標値を上回り、より多く
の方に環境について関心を持つ機
会を提供することができたため。

継続 800 800 700

環境政
策課

(八王子
環境
フェス

ティバル
実行委

444 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

八王子国際交
流フェスティバ
ル

国際理解を深めることを目的
に、気軽な国際交流の場とし
て、多くの方に異文化に接する
機会を提供する。

どなたで
も

1 1,350人 1350人 補助
応募者・
参加者
の人数

来場者数1,350人 来場者数1,350人 A

昨年に引き続き多くの来場者があ
り、また、スタッフとして外国人や学
生が活躍した。異文化交流やヴリー
ツェン市学生交流報告、JICAの海
外技術協力の報告のほか、外国人
支援を行う市内のボランティア団体
などの活動成果の展示などもあり盛
況であった。

継続 390 393 330

多文化
共生推
進課

（八王子
国際交
流フェス
ティバル
実行委
員会）

445 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

外国人留学生
の高齢者施設
訪問

外国人留学生が高齢者施設を
訪問し、自国の文化を紹介しな
がら交流を深める。

外国人
留学生

3 15人 13人 市単独
応募者・
参加者
の人数

参加者数15人 参加者数13人 B
高齢者施設参加留学生には好評で
あったが、参加者数が目標を下回っ
たため。

継続 4 4 4
多文化
共生推
進課

446 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

海外友好交流
都市写真展

本市の海外友好交流都市の写
真等の展示により、各友好交流
都市について、市民へ周知を図
り、知識を深める。

どなたで
も

1 4,000人 3482人 市単独
応募者・
参加者
の人数

来場者数4,000人 来場者数3,482人 B
写真展の内容はおおむね好評で
あったが、来場者数が目標を下回っ
たため。

継続 165 94 129
多文化
共生推
進課
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① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

447 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

あったかホー
ルまつり

あったかホールまつりに参加して
もらい、見学・工場の仕組み（廃
棄物の処理）・環境教育全般
（社会・自然環境）についての学
習機会の提供を図る。

どなたで
も

1
20,000人
(Ｈ29実績）

16,478
実行委
員会

応募者・
参加者
の人数

18,000人
16,478人
（8.5％減）

B
市民との協働・連携によるまつり運営
の充実が図られている。（30年度は
降雨により来場者が減少した。）

継続 0 0 0
北野清
掃工場

448 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

あったかホー
ル
フリーマーケッ
ト

出品物を家庭の不用品のみと
することで、市内のごみ削減を
目指し、市民の自主的なリユー
スを推進。

どなたで
も

16
(屋内

12・屋外
4）

17,000人
(Ｈ29実績

参考）

12,866
（屋内：

2,882、屋
外：9,984）

指定管
理者

応募者・
参加者
の人数

18,000人
12,866人
（28.6%減）

C

指定管理者の環境啓発事業として
実施。集客のために同時開催のイベ
ントや市内事業者の模擬店を誘致
する等、充実を図っている。（屋外フ
リーマーケットは天候の影響により目
標を下回った）

継続 0 0 0
北野清
掃工場

449 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

南大沢総合セ
ンターまつり

生涯学習センター南大沢分館
を利用している団体と協働して
日頃の学習の成果を発表するこ
とで、地域の活性化につなげる。

どなたで
も

1（2日
間）

1,600 1,577 共催
応募者・
参加者
の人数

前年度と同程度。
(平成29年度　2日間開
催　延参加者1,490名)

2日間開催
延参加者1,577名

B
施設利用者の学習成果の発表の場
として、前年度と同様の事業水準を
維持したため。

継続 0 0 0
学習支
援課

450 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

川口やまゆり
館まつり

生涯学習センター川口分館を
利用している団体と協働して日
頃の学習の成果を発表すること
で、地域の活性化につなげる。

どなたで
も

1（2日
間）

2,000 1,840 共催
応募者・
参加者
の人数

前年度と同程度。
(平成29年度　2日間開
催　延参加者2,016名)

2日間開催
延参加者1,840名

B
施設利用者の学習成果の発表の場
として、前年度と同様の事業水準を
維持したため。

継続 0 0 0
学習支
援課

451 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

地区図書室運
営研修講座

中央図書館と連携（共催）し、地
区図書室の活性化を図る。

地区図
書室担
当者

1 32 28 補助 その他
中央図書館職員を講師
とする研修への参加者

数
28人 B

前年度の参加者数（26人）を上回っ
たため。

継続

地区図
書室運
営事業

補助の中
で実施

地区図
書室運
営事業

補助の中
で実施

地区図
書室運
営事業

補助の中
で実施

協働推
進課

（学園都
市文化
ふれあ
い財団）

452 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

住民協議会主
催講座等助成

住民協議会が主催する講座の
開催を助成し、コミュニティの活
性化につなげる。

どなたで
も

8 ― 463 補助
応募者・
参加者
の人数

前年度より参加人数を
増やす。

463人 B

前年度の参加者数（816名）を下
回ったが、大規模改修に伴い休館し
ていた市民センターがあったことを考
慮すると、コミュニティの活性化が図
られたと考えるため。

継続 389 389 360

協働推
進課

（各地域
住民協
議会）

453 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

住民協議会連
携事業

地域住民協議会の活動を周知
し、地域の活性化を目指す。

どなたで
も

1 1,200 985 共催
応募者・
参加者
の人数

前年度より参加人数を
増やす。

985人 A
前年度の参加者数（79人）を上回っ
たため。

継続 211 211 261

協働推
進課（各
地域住
民協議
会・学園
都市文

454 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

八王子まつり

地域文化の創造と継承、市民
相互の連帯と融和、観光都市
八王子のイメージの高揚
市制１００周年に向けた環境整
備

どなたで
も

1 775,000 730,000 補助
応募者・
参加者
の人数

前年度より参加人数を
増やす。

730,000人 B

猛暑のため、前年度の参加人数
（850,000人）よりも減少したが、地
域コミュニティの育成・活性化に寄
与したため。

継続 41,950 41,950 41,950

協働推
進課（学
園都市
文化ふ
れあい

財団・八
王子ま
つり実行
委員会）
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予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性
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平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

455 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

八王子いちょ
う祭り

「甲州街道のいちょう並木」を活
かし市民の熱意と創意工夫によ
り開催されるお祭り

どなたで
も

1 522,000 520,000 補助
応募者・
参加者
の人数

前年度より参加人数を
増やす。

520,000人 B
前年度の参加人数（503,000人）よ
りも増えたため。

継続 6,000 6,000 7,000

協働推
進課（学
園都市
文化ふ
れあい
財団・い
ちょう祭
り祭典

委員会）

456 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

フラワーフェス
ティバル由木

由木地域の活性化とコミュニ
ティづくり

どなたで
も

1 119,000 118,000 補助
応募者・
参加者
の人数

前年度より参加人数を
増やす。

118,000人 B
前年度の参加人数（115,000人）よ
りも増えたため。

継続 4,000 4,000 4,000

協働推
進課（学
園都市
文化ふ
れあい
財団・フ
ラワー

457 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

踊れ西八夏ま
つり

商店会、町会が一体となり、地
域コミュニティの育成・活性化を
目指す

どなたで
も

1 48,000 47,000 補助
応募者・
参加者
の人数

前年度より参加人数を
増やす。

47,000人 B

雨天のため、前年度の参加人数
（65,000人）よりも減少したが、地域
コミュニティの育成・活性化に寄与し
たため。

継続 1,500 1,700 1,500

協働推
進課（学
園都市
文化ふ
れあい

財団・踊
れ西八

458 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

野草観察会
小仏川沿いの野草の観察を通
して、野草の保護活動の推進

どなたで
も

3 30 75 共催
協働事
業の推

進
参加人数60人 参加人数88人 A

地域団体との協働を推進し、3回実
施、参加人数88人という成果が得ら
れた。

継続 3 1 1

公園課
（駒木野
/野草を
守る会）

459 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

野草写真・原
画展

小仏川沿いの野草の写真・イラ
スト原画の展示を通して、野草
の保護活動の推進

どなたで
も

1
不定

（チラシ300
枚）

821 共催
協働事
業の推

進
参加人数700人 参加人数821人 A

地域団体との協働を推進し、参加人
数821人という成果が得られた。

継続 3 0 1

公園課
（駒木野
/野草を
守る会）

460 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

「高尾の花を
描く」展

高尾の花の絵の展示を通して、
高尾の魅力を伝える

どなたで
も

1 不定 436 共催
協働事
業の推

進
参加人数300人 参加人数436人 A

地域団体との協働を推進し、参加人
数436人という成果が得られた。

継続 0 0 0

公園課
（高尾花
を描く
会）

461 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

ジャズコンサー
ト

音楽鑑賞と地域住民の交流
どなたで

も
1 50 49

指定管
理者

協働事
業の推

進
参加人数50人 参加人数49人 B

参加人数49であったが、市民アー
ティストと地域の交流を推進し、アン
ケートでは満足の回答が100％で
あった。

継続 60 73 60

公園課
（駒木野

庭園
アーツ）

462 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

こまぎのフェス
ティバル

地域交流の推進
どなたで

も
1 不定 153 共催

協働事
業の推

進
参加人数100人 参加人数153人 A

参加人数153人という成果が得ら
れ、地域交流、振興を推進できた。

継続 0 0 0

公園課
（こまぎ
のフェス
ティバル
実行委
員会）

463 ３-③

市民との協
働による地
域の活性
化

秋の野草写真
と原画展

小仏川沿いの野草の観察を通
して、野草の保護活動の推進

どなたで
も

1 不定 516 共催
参加者
の満足

度
参加人数300人 参加人数516人 B

アンケートの実施は無いが、参加人
数516人という成果が得られた

継続 0 1 0

公園課
（駒木野
/野草を
守る会）

464 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

消費生活
ニュース・くらし
のレポートの発
行

消費者問題や環境など消費生
活に関わる情報提供を行う。

どなたで
も

15 300 300 共催
協働事
業の推

進

関係団体と協働でタイム
リーな情報を提供する。

消費生活ニュース月１
回

くらしのレポート年３回
発行

B
定期的に消費生活に関する情報の
提供を実施し、消費者に啓発が図ら
れた。

継続 0 0 0
消費生
活セン
ター
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① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性

事業内容
（５０文字以内）

平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

465 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

広報「はちおう
じの教育」の発
行

市の教育行政情報や学校、教
育施設の情報を提供し、市民に
教育施策を周知する。

どなたで
も

4
282,000部

/回

4回合計
1,128,368

部
委託

学校教
育から生
涯学習
情報ま

で、教育
情報を

幅広く掲
載し充実
化を図る

具体的な目標値はなし なし B
学校教育から生涯学習情報まで、
教育情報を幅広く掲載し、内容の充
実を図ることができたため。

継続 4,125 2,120 4,071
学校教
育政策

課

466 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

学校フォト
ニュースの更
新

市の教育行政情報や学校、教
育施設の情報を提供し、市民に
教育施策を周知する。

どなたで
も

月平均2
回程度

ホームペー
ジ、学校

ホームペー
ジ、教育委
員会フェイ
スブック

ページでの
提供

ホームペー
ジ、学校

ホームペー
ジ、教育委
員会フェイ
スブック

ページでの
提供

市単独
更新回

数
月2回以上 月1.5回程度 B

学校の教育活動や生涯学習講座、
図書館のイベントなど、教育委員会
の取組を広く市民に周知することが
できたため。

継続 0 0 0
学校教
育政策

課

467 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

はちおうじっ子
フォトニュース
の更新

子ども向けに、市の教育行政情
報や学校、教育施設の情報提
供しに教育施策を周知する。

どなたで
も

月平均2
回程度

ホームペー
ジ、学校

ホームペー
ジ、教育委
員会フェイ
スブック

ページでの
提供

ホームペー
ジ、学校

ホームペー
ジ、教育委
員会フェイ
スブック

ページでの
提供

市単独
更新回

数
月2回以上 月1.5回程度 B

学校の教育活動や生涯学習講座、
図書館のイベントなど、教育委員会
の取組を小･中学生向けに分かり易く
情報発信することができたため。

継続 0 0 0
学校教
育政策

課

468 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

小冊子「国民
健康保険のし
おり」

国民健康保険制度の趣旨を普
及・啓発すること。

どなたで
も

1回 21,000部 20,000部 市単独

制度の
趣旨の
普及・啓

発

設定なし（情報提供）
小冊子「国民健康保険
のしおり」を作成、窓口

配付。
B

事業目的である「国民健康保険の
仕組みや保険給付内容の説明及び
趣旨普及」を行うことができた。

継続 953 867 864
保険年
金課

469 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

保健福祉・栄
養・歯科相談

健康でいきいきした生活が送れ
るよう、個別相談に応じ健康づく
り支援をする。

どなたで
も

295 5780 5743 市単独
参加者
の満足

度
生活習慣の改善

相談後の満足度が
80％であった

B
目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 0 0 0

南大沢
保健福
祉セン
ター

470 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

歯の健康相談

歯周病の予防や口腔機能の維
持、低下予防のための正しい知
識の普及と、健康増進意識を併
発する。

どなたで
も

5 60人 15 市単独
参加者
の満足

度

アンケート集計結果にお
ける満足度80％

相談後の満足度が
80％であった

B
目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 0 0 0

南大沢
保健福
祉セン
ター
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① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

予定 実績

番
号

【今後の方向性】で
「休止・廃止・終了」
を選択した場合はそ
の理由を記入

担当
課

（実施
主体）

Ｈ31
予算

(千円)

今後
の

方向
性
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平成30年度【評価】平成30年度【実績】

実施
形態

回
　
数

対
象
者

Ｈ30
決算

(千円)

Ｈ30
予算

(千円)

評価理由、実績、来年度の
改善案（C,D評価の場合改善

案必須）
（120字程度）

所管
課事
業評
価

目標値に対する実
績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

471 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

「市税白書」の
発行

市税の状況について、市民の理
解を深める。

どなたで
も

通年・随
時

600部 600部 市単独

本事業
は、税に
関する
市民の
理解を
深めるこ
とを目的
に冊子を
発行して
いるた

め、具体
的な数
値目標
はそぐわ
ない。

市税の状況について、市
民の理解を深める。

- B
より見やすいものとするために、項目
ごとの要旨を追加するなど工夫を
行った。

継続 91 0 0 税制課

472 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

「税金の手び
き」の発行

税金のしくみなどについて、市民
の理解を深める。

どなたで
も

通年・随
時

800部 800部 市単独

税金のし
くみにつ
いての市
民の理

解

アンケートで「役に立っ
た」という回答の割合

50％

ー

(29年度の回答が0件
で、30年度はアンケート
自体を廃止したため）

B
ほぼ前年度と同じ内容で計画通り作
成し、配布することができた。

継続 0 0 0 税制課

473 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

広報「ごみゼロ
通信」の発行

ごみの減量・リサイクルについ
て、市民に周知・意識啓発を行
う

どなたで
も

１回
約282,000

部
280,770部 委託

ごみの減
量・リサ
イクルに
ついての
市民意
識の高

揚

ごみの減量・リサイクルに
ついての市民意識の高

揚
280,770部 B

予定どおりに市内全域に周知するこ
とができた。

継続 832 530 847
ごみ減
量対策

課

474 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

パンフレット「成
年後見制度を
活用しよう」

成年後見制度の知識・普及啓
発を行う

どなたで
も

1
2,000部/1

回あたり
2,000部 委託

事業の
実施

成年後見制度の普及・
利用促進

チラシを2,000部配付し
た

B
予定通り2000部のパンフレットを発
行し、成年後見制度の普及・利用促
進のために活用することができた。

継続 170 168 135

福祉政
策課

（社会福
祉協議

会）

475 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

ボランティアセ
ンターだよりの
発行

登録ボランティアや市民に対し、
ボランティア活動の情報提供や
啓発を目的に発行する

どなたで
も

6 4,500部 6,500部 補助
事業の
実施

誌面をカラー印刷し、ＰＲ
効果を高めて市民の認

知度向上
誌面をカラー印刷した B

予定を上回る6500部を発行し、誌
面についてはカラー印刷で読みやす
い・見やすい誌面作成に努め、ボラ
ンティア活動の情報提供や啓発のた
め活用できた。

継続 1,469 1,871 1880

福祉政
策課

（社会福
祉協議

会）

476 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

外国人向け情
報誌「Ginkgo」

外国人のニーズに合わせた行
政情報の提供の充実をめざす。

どなたで
も

6
延13,200

部
延13,608

部
市単独

掲載内
容の充

実

掲載内容の充実を図る
ため、各所管からの記事
掲載希望の収集に努め

る。

市政情報、外国人市民
の生活に必要な情報の
提供に努めた。（発行
部数：延13,608部）

A
市政情報、外国人市民の生活に必
要な情報の提供に努めたため。

継続 480 216 480
多文化
共生推
進課
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象
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(千円)
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所管
課事
業評
価
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績値

評価指標項目に対
する目標値

評価指
標項目

②

参加者数（人）等

新
規
事
業

基本施策・
施策の展開

事　業　名

477 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

歯の健康相談

歯周病の予防や口腔機能の維
持、低下予防のための正しい知
識の普及と、健康増進意識を啓
発する。

どなたで
も

5 24 13人 市単独
参加者
の満足

度

相談対応に対する満足
度の向上

13人。個別に時間をか
けて対応することによ
り、相談者の満足度は

高い

B

個別相談であり、十分な時間をとっ
て対応することで相談者の満足度は
高い。
医療機関では相談しづらくても、身
近な相談の場として提供できてい
る。

継続 14 0 0
大横保
健福祉
センター

478 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

保健福祉・栄
養・歯科相談

健康でいきいきした生活が送れ
るよう、個別相談に応じ、健康づ
くりを支援する。

どなたで
も

347 5,100人 3,803人 市単独
参加者
の満足

度

相談対応に対する満足
度の向上

3,803人。個別に時間
をかけて対応することに
より、相談者の満足度

は高い

B

個別相談であり、十分な時間をとっ
て
対応することで相談者の満足度は高
い。
医療機関では相談しづらくても、身
近な相談の場として提供できてい
る。

継続 0 0 0
大横保
健福祉
センター

479 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

歯の健康相談

歯周病の予防や口腔機能の維
持、低下予防のための正しい知
識の普及と、健康増進意識を併
発する。

どなたで
も

25 48 31 市単独
参加者
の満足

度

相談対応に対する満足
度の向上

個別に時間をかけて対
応することにより、相談

者の満足度は高い
B

個別相談を通し、対象者に合わせた
具体的なアドバイスを行い、意識を
高めることができた。

継続 0 0 0

東浅川
保健福
祉セン
ター

480 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

環境報告書

事業概要、環境への取り組み及
び環境コミュニケーションの社会
的な公表、説明責任を果たし、
住民との信頼関係を築く。

どなたで
も

1
予定発行

数
100部

予定発行
数

100部
市単独

事業の
実施

配布数
100部

配布数
100部

B

継続的に報告書を公表・公開するこ
とにより、社会的説明責任を果たし、
市民への信頼関係の構築、理解を
得た。

継続 0 0 0
北野清
掃工場

481 ◎ ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

はちコミねっと
市民活動に関する情報発信を
行う。

どなたで
も

通年 未定 417団体
指定管
理者

登録件
数

前年度より登録団体数
を増やす

42団体増 A
通年で、団体への登録を呼びかけ、
団体の情報発信の場の提供を行っ
たため。

継続 1,469 1,469 1,483

協働推
進課(市
民活動
支援セ
ンター）

482 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

「SUPPORT80
2」の発行

市民活動に関する情報発信を
行う。

どなたで
も

6
5000/1回

あたり
5000部/1

回
指定管
理者

紙面の
充実

市民活動支援センター
の広報担当と協力して
紙面の充実をはかる。

広報部会を月に1回開
催するなど、紙面の充

実を図った。
B

各分野の市民活動団体へ直接取材
したり、助成金情報や市民活動イベ
ント情報の掲載をしたりするなど読み
手が興味を持つ紙面づくりができた。

継続
指定管

理料の中
で実施

指定管
理料の中
で実施

指定管
理料の中
で実施

協働推
進課（市
民活動
支援セ
ンター）

483 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

市民センター
だより発行助
成

各地域住民協議会の活動を周
知し、地域の活性化を目指す。

どなたで
も

32
3600/1回

あたり
3600/1回

あたり
委託

紙面の
充実

住民協議会の広報担当
と協力して紙面の充実を

はかる。

各住民協議会で特色
ある紙面づくりを行い、
紙面の充実を図った。

B
発行回数は予定回数に届かなかっ
たが、住民協議会の活動を広く周知
できたため。

継続 1,360 1,232 1,252

協働推
進課（学
園都市
文化ふ
れあい

財団・学
園都市
文化ふ
れあい
財団）
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新
規
事
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基本施策・
施策の展開

事　業　名

484 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

「らいぶらり」の
発行

図書館のイベントやお知らせなど
の最新情報を、図書館の窓口
で、利用者に提供する。

どなたで
も

4 2200 8,800 市単独
配布部

数

図書館のイベントやお知
らせなどの最新情報を
提供することで、利用者

の促進を目指す。

8,800 B

市民センター図書館の開館など最
新の情報を発信することができた。ま
た、ホームページに掲載することで、
多くの利用者に情報を提供すること
ができた。

継続 0 0 0
中央図
書館

485 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

「八王子市図
書館」（利用案
内）の発行

図書館を利用するための案内
どなたで

も
通年 20000 25,000 市単独

作成部
数

配布を通じて、利用者
の、より有効な図書館利

用を促進する。
25,000 B

図書館の利用案内を配布しホーム
ページにも掲載することで、図書館の
利用促進を図ることができた。また、
内容の見直しにより、図やQRコードも
記載され、利便性が向上した。

継続 0 0 0
中央図
書館

486 ４-①
生涯学習
情報の収
集と発信

新着図書案内
の発行

利用者に図書館の新着図書情
報を提供する。

どなたで
も

12 3000 3,915 市単独
参加者
の満足

度

新着図書の最新情報を
提供することで、利用の

促進を図る。
3,915 B

利用者に、定期的に図書館の新着
図書情報を提供する事によって、利
用促進を図ることが出来た。

継続 0 0 0
中央図
書館

487 ４-①
生涯学習情
報の収集と
発信

SNSによる「八
王子市の生涯
学習講座・イベ
ント情報」の発
信

講座・イベント・フリースペースの
情報について、SNS（facebookと
twitter）を通じて発信する・

どなたで
も

facebook
189件
twitter
225件

インターネッ
ト上におけ
る情報提供

facebook
リーチ数
22,362

twitterイン
プレッション
数270,295

市単独 更新回数 180回/年

facebook
189件
twitter
225件

B
講座・イベント・フリースペースの情報
について、開館日数に対し2日間に1
回以上の情報発信ができた。

継続 0 0 0
学習支
援課

488 ４-①
生涯学習情
報の収集と
発信

サークル・講師
情報「情報広
場」の発信

八王子市ホームページにおいて、
サークル・団体、講師・指導者情
報のデータベースを公開する。

どなたで
も

随時更新
インターネッ
ト上におけ
る情報提供

サークル・
団体情報登

録325件
講師・指導
者情報登録

145件

市単独
事業の継
続実施と
随時更新

事業の継続実施と随時更
新

サークル・団体情報の閲
覧件数 6,883回

講師・指導者情報閲覧
件数 935回

B

蓄積されたデータを随時更新するとと
もに、30年度に新たに高齢者支援課
が開設した「八王子市地域包括ケア
情報サイト」に月1回の頻度で更新情
報を提供し、より多くの市民に情報が
伝わるよう努めた。

継続 0 0 0
学習支
援課

489 ４-①
生涯学習情
報の収集と
発信

閲覧用冊子
「サークル・団
体のご案内」の
配布

サークル・講師情報「情報広場」
のデータを製本し、、市民セン
ター、市民部事務所、保健福祉セ
ンター、体育館などに閲覧用冊子
として配架する。

どなたで
も

公共施設
60か所に

配架

公共施設へ
の閲覧用冊
子の配架

62冊 市単独
事業の継
続実施

事業の継続実施

市ホームページにおける
講師・指導者情報「情報
広場」掲載情報を製本

し、市内の公共施設に配
架した。

B

インターネットに触れることのない市民
に対し、市ホームページ「情報広場」
掲載情報を、地域の身近な公共施設
で閲覧できるようにした。

継続 0 0 0
学習支
援課

490 ４-①
生涯学習情
報の収集と
発信

夏休みイベント
カレンダー

各所管で夏休み期間中に実施す
る小学生を対象とした事業につい
て集約した小冊子を作成し、各市
立小学校を通じて児童へ配布す
る。

子ども 1 23,000部 23,000部 市単独
事業の実

施
わかりやすい情報の提供 ― B

各所管で実施する事業の情報を集約
し、わかりやすい情報提供をすること
で、より多くの子どもに体験や学習の
機会を提供するよう努めた。

継続 0 0 0
生涯学
習政策

課
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491 ４-②
相談体制
の拡充

理学療法士に
よる健康相談

高齢者の介護予防及びQOL向
上の一助とする。

高齢者 12 60 51 市単独
参加者
の満足

度

相談対応に対する満足
度の向上

相談後の満足度が
80％であった

B
目標値を達成したため。来年度も継
続して実施する。

継続 180 180 180

南大沢
保健福
祉セン
ター

492 ４-②
相談体制
の拡充

権利擁護相
談・成年後見
制度利用相談

認知症高齢者や知的障害者等
で判断能力の不十分な方への
権利擁護・成年後見の相談を
行う

どなたで
も

19 2人/1回 32人 委託
参加者
の満足

度

成年後見制度の普及・
利用促進

19回開催し、32名が相
談を利用している。その
後の継続相談につな

がったり苦情もないため
満足頂いていると判断

していいる。

B

相談業務については、苦情もなく概
ね満足いただいていると判断してい
るが、参加者の満足度を図るアン
ケート等はとっていないので、今後検
討していく。

継続 463 382 463

福祉政
策課

（社会福
祉協議

会）

493 ４-②
相談体制
の拡充

理学療法士に
よる健康相談

高齢者の介護予防及びＱＯＬ向
上の一助とする。

高齢者 12 60 46人 市単独
参加者
の満足

度

相談対応に対する満足
度の向上

個別相談により、相談
者の状況に合った指導

を実施
B

個別相談のため、相談者の満足度
は高い。QOL向上に繋がっている。

継続 240 240 240
大横保
健福祉
センター

494 ４-②
相談体制
の拡充

保健福祉・栄
養・歯科相談

健康でいきいきした生活が送れ
るよう、個別相談に応じ健康づく
り支援をする。

どなたで
も

327 4,000 4,719 市単独
参加者
の満足

度

相談対応に対する満足
度の向上

糖尿病重症化予防相
談を利用した市民の８
０％で相談後の健診に
おいてHｂA1c値が改善

B
相談者の生活改善・意識向上につ
なげた。

継続 0 0 0

東浅川
保健福
祉セン
ター

495 ４-②
相談体制
の拡充

理学療法士に
よる健康相談

高齢者の介護予防及びQOL向
上の一助とする。

高齢者 12 60 48 市単独
参加者
の満足

度

相談対応に対する満足
度の向上

個別相談により、相談
者の状況に合った指導

を実施
B

個別相談を通し、対象者に合わせた
具体的なアドバイスを行い、意識を
高めることができた。

継続 240 240 240

東浅川
保健福
祉セン
ター

496 ４-②
相談体制
の拡充

生涯学習相談
生涯学習情報を提供するほか、
学習要望に対して助言する。

どなたで
も

随時 - － 市単独 その他 相談体制の構築
開館日の窓口において

随時実施。
B

新設サークルに対する利用案内、市
内のイベント講座情報・生涯学習情
報などを提供し、学習要望に対して
助言を行うことができた。

継続 0 0 0
学習支
援課

497 ４-②
相談体制
の拡充

地域参加等支
援デスク

定年を迎えた方などに、生きが
いを持ちながら地域活動をして
いただくため、総合的な情報提
供や相談により支援を行う。

どなたで
も

随時 10 4 市単独
応募者・
参加者
の人数

10人 4人 C

広報はちおうじの毎月１日号に、「地
域参加等に関する相談」として相談
カレンダーに掲載しているが、相談件
数は低迷している。実施の方法等に
ついて、検討の必要性があると考え
ている。

廃止・
終了

当事業は、団塊世
代の大量退職を見
据え、平成18年度
に始めたものだが、
相談件数は年々減
少してきている。電
話と窓口という媒体
では需要が無くなっ
てきていると推察さ
れることから、事業
の形態を見直す必
要があると考える。

無 0 0
協働推
進課
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498 ４-③
施設の有
効活用と開
放

八王子市立学
校内開放教室
の試行開放

生涯学習、地域コミュニティ活
動等を行う団体に対して活動の
場を提供する

どなたで
も

93 1,800人 1,317 市単独
事業の
実施

生涯学習団体が利用で
きる場の提供をする。

生涯学習団体が利用
できる場の提供できた。

B
事業を継続し、団体に活用してもらう
ことができた。

継続 0 0 0
生涯学
習政策

課

499 ４-③
施設の有
効活用と開
放

姫木平自然の
家運営

恵まれた自然環境の中で、自然
探究や様々な野外活動と集団
生活を通じて、青少年の心身の
健全な育成を図る

どなたで
も

- 16,000人 13,127人
指定管
理者

参加者
の満足

度
80％以上 98% A

地域の関係諸団体のとの連携を図
り、施設の運営を行った。
利用者アンケートにおける「全体の満
足度」は高い水準であるとともに、
「職員の対応の親切さ」では、「満
足」と答えた人が100％であった。

継続 46,649 46,634 48,651
生涯学
習政策

課

500 ４-③
施設の有
効活用と開
放

学習室の貸し
出し

生涯学習の充実を図るため、利
用したい団体・個人に利用可能
な学習室を貸し出し、来館者の
学習意欲を支援する。

どなたで
も

24,027 280,000 271,505 市単独
応募者・
参加者
の人数

前年度と同程度。（平成
29年度3館合計

20,843件　278,845人）

3館合計　24,027件
271,505人

B
概ね前年度と同様の利用状況で
あったため。

継続 - 0 0
学習支
援課

501 ４-③
施設の有
効活用と開
放

フリースペース
空き学習室を自習スペースとし
て活用し、学生の学習を支援す
る。

学生 642 10,000 15,941 市単独
応募者・
参加者
の人数

前年度と同程度。
(平成29年度　3館の延

参加者9,702名)

3館の延参加者15,941
名

A
土日祝日の開催日数を拡大し、大
幅な利用者の増、学生の学習需要
にこたえることができた。

継続 0 0 0
学習支
援課
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